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  献辞


  戦いの神に、
 神の偉大な信仰復興者の家庭の
 すべての兵士たちに、
 そして、
 全世界で
 純福音を広めているすべての人に
 本書をささげる。
 優しいキリスト者の愛をもって。
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  一九〇四年二月八日
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  


  



  前書き


  本書は、シンシナティの聖書学校や野外集会で主が私に与えてくださったと感じるメッセージから選び出したものである。主が私を用いて罪人を救うだけでなく、信者をも助けてくださるよう、私は断食し、涙を流し、祈ってきた。これらのメッセージを与えた時、数千の人が悔いくずおれたことを、ここに謹んで記す。これらのメッセージを印刷することに対して、私にやましいことは何もない。私はただ神に祈るだけである。どうか神がこれらのメッセージを魂に対する祝福としてくださいますように。また、この聖戦を推し進めるよう兵士たちが導かれますように。そして、神がすべての栄光をお受けになりますように。


  



  セス・Ｃ・リース
 シカゴ、一九〇四年二月八日


  



  はじめに


  今は戦時である。不穏な国内情勢や恐ろしい戦いへの備えは、罪の事実とその諸々の結果を際立たせている。「時のしるし」に関心を持って見守る一方で、イエス・キリストの兵士として、われわれは肉的な戦争に携わっているのではない。「私たちの戦いの武器は肉のものではなく、神による力強いものであって、要塞を陥落させるものなのです」。


  「聖戦」が、真実な筋金入りの兵士たちを求めている。敵は弱小な敵ではなく、激しい憎しみを抱く敵であり、世の始めから経験を積んできた敵であり、巧妙な戦略を弄する敵であり、破壊的な目的を持つ敵であり、その究極的目的は徹底的な破壊である。彼は強敵だが、全能の指導者たる御方が対抗しておられる。この指導者なる御方は主イエス・キリスト、「諸々の苦難を通して完成された、われわれの救いの将」にほかならない。


  サタンとの最初の大きな戦いで、キリストは完全な勝利を勝ち取られた。彼は決して戦いに敗北することはない。この戦争の最終的結果は、問題のあるものではない。この戦争に従事する者はみな、攻撃と防御のための完全な武具を身に着ける。いかなる緊急事態でも、利用可能な資源は同じであり、「すべての必要」を満たす。


  代々にわたって、戦いがなされる時はいつでも、軍勢がいかに弱々しく見えたとしても、また、敵がいかに悪質で好戦的だったとしても、戦士たる聖徒たちは「圧倒的な勝利者」になった。われわれの同志たちの多くは亡くなって、もはや教会の軍隊には属していない。われわれは彼らを惜しむ。彼らの存在はわれわれを励ましてくれたし、彼らの響き渡る歓声は、熾烈な戦いの時に、新たな勇気をわれわれに吹き込んでくれた。


  神に感謝すべきことに、他の者たちが前線に登場しつつある。若者からなる軍隊が、真実な、頼りになる、筋金入りの軍隊になりつつある。長く従軍してきて年を取っているにもかかわらず、引退する気のない人もいる。彼らは撤退するすべを知らない。この人たちは新兵に挨拶して、「イエス・キリストの良い兵士として困難を耐え忍べ」と、勝利の英雄の励ましの言葉を贈る。恐ろしい戦いのために軍勢が集結しつつある。サタンは自分の時が短いことを知っており、おとなしく戦場を去るつもりはない。すべての兵士よ、司令官なる御方に忠実であれ、危険や迫害が待ち構えているどんな場所にも喜々として進み行け、最大の激戦を前にして勝利を叫べ。


  「喜べ、わが仲間たちよ、喜べ、
 　戦いはすぐに終わる。」


  これらの説教は、神の下で、数千の魂を祝福してきたし、多くの倦み疲れた戦士を元気づけてきた。どうか聖霊が、印刷されたこれらの説教に同在してくださり、さらに多くの人々を励ましてくださいますように。「最後に、私の兄弟たちよ、主にあって、その大能の力によって強くなりなさい」。われわれの人生が終わる時、われわれは戦場を去りつつ「私は良い戦いを戦った」と叫ぶだろう。われわれは本書を全地の兵士たちに勧める。また、著者の上に神の祝福を祈る。著者の傍らで、われわれは四半世紀以上にわたって戦ってきたのである。また、この「聖戦」に従軍しているすべての人の上に神の祝福を祈る。


  



  ジョン・ペニントン
 オハイソ州シンシナティ、一九〇四年三月四日


  



  第一章 聖戦


  
    「最後に、私の兄弟たちよ、主にあって、その大能の力によって強くなりなさい。神の武具をすべて身に着けなさい。悪魔の策略に対抗して立つことができるためです。」（エペソ六・十～十一）
  


  戦争という言葉は、恐怖をはらんでいる。この言葉は、恐ろしい、恐怖感を煽る、心を引き裂くようなあらゆる事と関係している。地球はその中心に至るまでことごとくうめいている。地表は何度も何度も血で赤く染まってきた。やもめの母親たちや孤児たちについて思う時、地上を征服した者たちの足跡である無数の墓――地球をゆうに四百四十回は巡る墓――を思う時、金銭や流血の戦費を測ろうとする時、われわれはほとんど無意識のうちに自分が祈っていることに気づく。人々が自分の剣を鋤に、自分の槍を枝打ち機に打ち変えて、国々がもはや戦いについて学ばなくなる日の到来を求めて祈っていることに気づく。その日が到来しようとしていることを、神に感謝します！


  地上の征服者たちは流血により栄誉を獲得したが、われわれの王、平和の王が到来しようとしており、人の血を流さずに地を治めてくださる。


  戦争は恐ろしいものである。世界は銃剣で満ちている。地上の諸国民は、軍服を着た人々の生ける壁越しに、互いに顔を見合わせている。今日、千万の人々が、すぐにでも互いの列に発砲するよう用意を整えている。これはみな罪の結果であり、悪魔の働きである。昨日、私は墓場を歩いて横切った。その墓場には約七千人が葬られており、デイトンの国立野営地にある。その時、私は悪魔が行った恐ろしい破壊について考えた。こうしたことのせいで、数千の人がうめき、泣き、苦しんでいる。この人々のことを思った時、私の心は平和な時、正義の時、水が海を覆っているように主の栄光を知る知識が地を覆う時を求めて叫んだ。神に感謝すべきことに、その時が来ようとしている！この戦争、争い、家庭の争い、国内の諸々の誤解、不親切な言葉、平和を損なうものはすべて、神に感謝すべきことに、永遠に終わるのである。


  しかし、われわれは史上最大の戦争の中にある。われわれは争いの中で兵士となるよう召されている。この戦いの結果、宇宙の衆群は驚くだろう。無数の世界の住人たちはみな、帽子を脱いで、あなたや私が携わっているこの大きな戦いの結果を目撃するだろう。戦争が恐ろしいものであるように、聖霊はしばしば、地と地獄の軍勢に対するこの大きな戦いにおけるわれわれの戦いの型として、軍隊生活、軍令、軍務規定を用いてこられた。この午後注目しているこの章で、聖霊は聖書を学ぶ者全員にとって馴染み深い一つの絵図を用いておられる。それを学べば学ぶほど、われわれはますます深くその中に入り込むし、それはますます発展する。また、この戦争は代々にわたる戦いであることに、われわれはますます深く印象づけられる。これは命がけの戦いであるだけでなく、永遠の戦いでもある。神に感謝すべきことに、われわれは十字架の兵士、小羊の従者となるよう召されている。確実に言えるのは、反逆はすべて鎮圧されるということである。また、天であらゆる問題を引き起こして地に投げ落とされ、この世界が味わってきた荒廃や悲しみをすべて引き起こしてきた敵の親玉は、底無しの穴に永遠に閉じ込められるということである。ああ、これはたった千年間のことではない！これは長い時間に思われるかもしれないが、主と共に住んで主を賛美する以外にすることがないわれわれにとっては束の間のことである。神に感謝すべきことに、栄光の福音が永遠に勝利して、悪の力や勢力が神の聖徒たちをもはや再び煩わせたり狙ったりすることのできない所に閉じ込められる時が来ようとしている。愛する人よ、われわれの戦いは現実の戦いである。軍服を着ているだけの軍隊ではないし、模擬戦でもない。現実の戦いであって、この戦いで成功を収めるには神がわれわれのために備えてくださったものがすべて必要である。自分の軍隊に敵の力を見くびることを許すなら、将軍は決して何も獲得できない。まるで征服して勝利を得ることが些細なことであるかのように、罪とサタンを軽々しくふまじめに扱うなら、また、他の敵について話すのと同じようにサタンについて話すなら、われわれは決して何も獲得できない。愛する人よ、われわれには途方もない敵がいる。この敵は全能ではないが、とても強力である。だから、この敵に立ち向かうには、天の武具をすべて身に着けなければならない。サタンの鉤爪から守ってくれるのは、ただ神だけである。


  愛する人よ、あなたは今日この武具を身に着けただろうか？帯を締めているだろうか？信頼に足る者だろうか？主があなたを任命して立ち去り、再び戻って来た時、あなたが配置についているのを主はご覧になれるだろうか？どうすればわかるのか？試練によってである。あなたは試練に遭ってきただろうか？主が戻って来られた時、あなたが配置についているのを主はご覧になっただろうか？神がわれわれを信頼できるようになる経験がある。われわれは立つ。「すべてを成し終えて」立つ。だから立て。他にすることがない時でも、ただ立っておれ。神に栄光あれ！だからこの午後、主が私に与えてくださったメッセージで、主がわれわれのために備えてくださった武具にあなたたちの注意を向けさせたい。聖霊はローマの武具とローマ兵の絵図を用いておられる。われわれが持つべきものと、そのあるべき結果を描写するためにこの絵図を選んだ時、聖霊にはわけがあったのである。ああ、私はこの十節のゆえに神に感謝する。「最後に、私の兄弟たちよ、主にあって、その大能の力によって強くなりなさい」。次に、聖霊はその方法についてわれわれに告げる。「神の武具をすべて身に着けなさい。悪魔の策略に対抗して立つことができるためです」。次いで、聖霊はその必要性をわれわれに告げる。「われわれは肉や血に対して戦っているのではない」。われわれの敵は並の敵ではなく、われわれは主権者たちに対して、権力者たちに対して、この世の暗闇の支配者たちに対して、また邪悪な霊どもに対して、しかも天上で戦っているのである――天上であなたは天使を見ることを期待するだろうが、悪魔どもを見るのである。だから、神の武具をすべて身に着けよ。それは、悪しき日に際して、あなたが立つことができるためである。今は悪しき日である。あなたが何と言おうと、今は大いに悪しき日である。祝福を受けることになる人々にとって今は祝福と恩恵の日だが、光を退けてきた人々の間では今は恐るべき背教と言語を絶する邪悪の日である。今はこの時代の土曜の晩である。勝利は間近である。しかし今は、悪人どもや誘惑者どもがますます悪くなる日である。今はこの世が死に物狂いで地獄に向かっている日である。今は教会が背教の中に落ち込んでいる日である。「この世は良くなりつつある」と説教者たちがわれわれに言うのには仰天する。全プロテスタントが異教徒の間で信仰を告白する回心者を三百万人得ている間に、異教徒は二百万人増加したのを、われわれは知っているからである。今は、年に八百人の説教者が講壇を去って、法律、薬学、商売、そして悪魔に赴く日である。この調子で行くとプロテスタントが世界を救うのにどれくらいかかるのか、紙と鉛筆を持って来て私に教えてほしい。今は、信仰を告白する十人のクリスチャンの間に、活き活きとした敬虔さや霊性についてわずかでも知っている人が一人も見いだせない日である。奉仕者たちも人々も、まるで一度も福音を聞いたことがないかのように、神を知る真の知識と霊的な事柄を知る真の知識に欠けている。ああ、今は恐ろしい日である！しかし神に感謝すべきことに、武具があり、装備一式がある。この装備を身に着ければ、十字架の従者たちは勝利を得ることができる。「最後まで耐え忍ぶ者は救われる」。今は、多くの人が敬虔さを装いつつその力を否んでいる日である。使徒は「そのような者たちから離れ去れ」と言った。洞穴、隠れ家、地下壕に赴くべき時が来た。純福音は廊下、道ばた、あずまや、麻布のテントに追いやられている。会堂、宮、尖塔付きの家屋は純福音を受け入れない。われわれは肩を組んで、王と共に突き進まなければならない。何であれ、誰であれ、イエスに従わないものから離れ去れ。聖霊は武具をすべて身に着けるようわれわれを召しているだけでなく、その武具を一つ一つわれわれに教えてくださっている。


  第一は帯である。軍用の帯には三つの目的がある。第一に、近頃人々が着ている緩い衣服を束ねることである。束ねなければ戦いの邪魔になる。第二に、腰を強めることである。第三に、防御や攻撃用に、幅広の真鍮を帯につけることがよくあったのである。エリシャがゲハジに「腰に帯をして、あのシュネム人の家に駆けて行け」と言ったことは、覚えているだろう。バプテスマのヨハネは、獣の皮でできた紐を腰に巻いていた。軍用の帯には銀か真鍮の飾りが付いていることがよくあった。われわれの帯は真理の帯である。この帯は緩やかな流れるような恵みを束ねて、戦いのためにわれわれを力づける。「真理」、これこそ聖書を学ぶ学生たちがここで求めているものである。人々がコロラドやクロンダイクで金を掘るように、ここはあなたたちが真理を掘る所である。今われわれは、地的教育から、自分の観念から、偏見から、宗派的性癖からわれわれを救ってくれる真理を得なければならない。いかなる抗議も間違いも生じ得ないものを得なければならない。


  われわれは自分の頭と心と口をこの真理で満たさなければならない。モーセの経綸の下では、人々はこの真理を自分の額や、住んでいる家の前に置いた。至る所にこの真理があった。彼らはこの真理を自分の子供たちに教えるよう命じられた。起き上がる時にこの真理を唱え、横になる時にこの真理を復唱するよう命じられた。間違いなく、彼らは夢の中でもこの真理を携えていた。この真理は一晩中彼らと共にあったのである。


  「義の胸当て」は真の聖潔である。これが心を覆った。とても多くの人が「これは頭のためだった」と思っている。頭のための胸当てなどない。義の胸当ては心のためだったのである。ただこれだけが心を守ってくれるものであり、悪の矢を退けるものであり、サタンの矢に立ち向かうものである。清い心はただ清いだけでなく、強められており、所有されており、守られている。主の御使いが清い心を守っている。聖霊がその中に住んでおられる。清い人々の「周りを主の御使いは取り囲んで」守る。もし完全に聖められていないなら、この働きが完了するまで、あなたは何も手にしてはならない。


  しっかりと「平和」の靴を履こうではないか。「足には平和の福音の備えを履き」。平和の靴を履いて戦いに行くのは奇妙に思われるかもしれない。これは福音の逆説の一つである。われわれは人々と戦っているのではなく、われわれの戦いは罪とサタンに対するものである。われわれは罪を憎む。高所でも低所でも、どこでも罪を見いだすなら、われわれは勇敢に罪を攻撃する。しかしその時、神の平和がわれわれの内にあり、われわれの上を覆っているのである。さて、どんな境遇でも保たれる経験を一度もしたことがないなら、何かが決定的に間違っている。どんな戦いの時も、われわれの内面は穏やかに保たれなければならない。動揺するのは敵方でなければならない。われわれは優しくあり続けなければならない。宣べ伝え、祈り、歌わなければならない。サタンは四方八方で吠え猛っているかもしれないが、われわれは春の朝のように平安に保たれなければならない。「主はわれらの敵の前に宴を設け」。兄弟、あなたはこの平安を得ただろうか？あなたがメッセージを解き放って、それにより人々が動揺して刃向かう時でも動揺しないほど、あなたは救われているだろうか？この鎧を身に着けているだろうか？快適だろうか？すり切れていないだろうか？不具合があるなら、どこかが間違っているのである。


  次に、剣を持たなければならないことがわかる。われわれは剣の刃ではなく柄を握らなければならない。刃を握るなら自分の身を切ってしまう。柄を握って正しく用いるなら、戦いがどんなに激しくても、勝利を得ることができる。聖霊が支持しておられるこの御言葉は、どんなもろ刃の剣よりも鋭い。愛する人よ、装備している実感をあなたが持つよう私は望む。神の武具をすべて身に着けるなら、恐れるものは何もないし、びくつくことも何もない。落胆した表情をする必要はない。あなたには行動する覚悟があり、鎧を着て死ぬ覚悟がある。ああ、これは素晴らしい特権である。私は前線で最善を尽くし、敵の胸当てに新たな矢を突き立てて死にたい。戦争の用意ができている人は、この学校に何人くらいいるだろうか？難局に直面して生きる覚悟があるだけでなく、無一物で出かけて行って、指揮官なる御方のために喜んで生きもし死にもする覚悟がある人は、どれくらいいるだろうか？


  



  神の聖書学校における説教
 オハイオ州シンシナティ


  



  第二章 福音の御霊


  
   「主なる神の霊がわたしの上におられる。これは主がわたしに油を塗って柔和な者に福音を宣べ伝えるため、わたしを遣わして心の砕けた者を包み、捕らわれ人に自由を告げ、縛られている者に獄屋の扉が開かれたことを告げるため、主が受け入れてくださる年とわれわれの神の報復の日とを告げるため、そして、すべての嘆いている者を慰めるためである。」（イザヤ六一・一～二）
  


  この御言葉はキリストの精神を強調しているだけでなく、彼の福音の精神と、とりわけ、真にキリストに従うすべての者たちの精神についても強調している。キリストが病人を癒し、悪魔どもを追い出し、すべての人の目を開いて祝福して、ある地域で人気を博しかけていた時のことである。弟子たちが御許にやって来て「みながあなたを探しています」と言った。それに対して、キリストは「立ち上がって次の町に行こう。去る時が来た」と言って、町から町へ、村から村へ、村落から村落へ進んで行かれた。そして、ついには二年半の内に、至る所で福音を宣べ伝えつつ、ガリラヤ、サマリヤ、ユダヤの町々や村々をすべて歩き通されたのである。「ある地域の人々が彼らを歓待して、そこにとどまってもらうことを望んだのは、そこが彼らにとって働きの地だった証拠である」と、とても多くの説教者たちが考えてきた。だが、キリストは「去る時が来た」と言われた。福音とその創始者の精神は福音化の精神であり、積極的である。過去最高の戦士であるパウロは、彼方の地域まで進んで行って、「後にあるものを忘れよう」と言った。これがキリストを突き動かしていた精神であり、どの土地でも人々がキリストのためにその働きを楽なものにすると、キリストはどこか別の村、別の町、別の都、別の国に行くことを検討された。疑いなく、マルタとマリヤはイエスのためにその働きをとても楽なものにした。疑いなく、彼らはイエスを迎えることを喜んでいた。キリストには枕する所がなく、山で夜を過ごさなければならない時もあったが、マルタとマリヤの家では常に歓迎を受けた。にもかかわらず、キリストはそこではあまり多くの時を過ごされなかったのである。キリストは土地から土地へ、町から町へと旅をされた。御父の働きに携わっておられた。われわれにとって、自分の友人と一緒に過ごすのは楽である。見知らぬ人々の間で寝起きして行き来するのは、常に楽なわけではない。近頃見受けられる傾向は、安楽に過ごす傾向、自分を愛してくれる人々と過ごす傾向である。しかし、福音の精神は勇猛果敢であり、したがって、福音化するか結晶化して化石化するかのいずれかである。主の霊を持つ人々は、永遠に他の人のことを思い続ける。別の村、別の村落、別のあずま家、心砕けた別の人、破綻した惨めな生活を送っている別の人のことを思い続ける。イエスの霊を得る時、人類を祝福してこの「良きおとずれ」の輝かしい福音を広めないかぎり、われわれはどこにいても決して満足できなくなる。


  愛する人よ、今朝思い出そうではないか。一緒に集まって祝い、互いに助け合うのに適した時がある一方で、まもなく散らされる時がやって来て、われわれは出かけて行かなければならないだろう。彼方の領域に入って行って、この偉大な知らせを伝えることを主が望んでおられる人々を見つけ出さなければならないだろう。ペンテコステは結び合わせる性格を帯びているだけでなく、散らす性格をも常に帯びている。とりわけ、迫害によってである。初代教会が聖霊を受けた時、人々はすぐに迫害を受けて、至る所に追いやられた。そして迫害の下で、勇猛果敢な精神の持ち主たちは国境を越え、古代のイギリスやドイツに押し入って、われわれの先祖たちに福音を与えてくれたのである。そのおかげで今朝われわれは、異教国のように人の命をいけにえにする代わりに、この幕屋の中にいる。これはだれかが迫害を受けて国境を越え、彼方の領域に押し入ったおかげであり、だれかが故郷を離れて親しい愛する者たちを後に残したおかげである。そのおかげで今日、われわれは享受する特権を持っているのである。われわれの祖先たちは偶像崇拝者だっただけでなく、礼拝の時に人の血を流すこともあったのである。


  われわれは何らかの負債を負っているのだろうか？支払うべき負債が何かあるのだろうか？確かに、聖霊を知り主の霊を理解しているわれわれは、近隣や友人だけでなく全世界に福音をもたらす義務があることを悟らなければならない。だれかが福音をわれわれにもたらしてくれたからには、われわれもそれを他の人にもたらさなければならない。われわれの主の霊は押し進む霊であり、積極的に前に向かって行進する霊である。これが霊的に深いものを常に特徴付けている。今朝、主はこの会衆に向かって「前進せよ」と仰せられるだろう。これが常に福音の標語である。人々を立ち上がらせて、そのテントを他の場所に張らせよ。あなたの娘たちはスラムの中に自分の冠を見いださなければならない。あなたの息子たちは焼け付くような日の下で、あるいは、異国の地の砂だらけの平原で、自分の王座を見いだすだろう。この御言葉の霊と常に歩調を合わせて進み続けるなら、われわれは歩き続けて、ついにはイエスがわれわれのために計画されたことをすべて成就するだろう。確かに、親族や友人たちと過ごすのは容易だが、彼らに背を向けて「行くべき所を知らずに」出かけた方がいい。多くの説教者たちは三年、四年、五年、同じ場所にとどまり続ける。自分が依然としてしがみついている会衆が、自分のことを好きでいてくれるからである。多くの時、彼らは立ち上がって去った方がよい。われわれが最も必要としているものの一つは、イエスのこの積極的な霊である。押し出し、押し上げよ。水路に沿って、渓谷に沿って行け。山々を、スラムを求めよ。ジャングルを求めよ、至る所で失われた者を求めよ。この預言は間違いなく人の子についての預言である。「主なる神の霊がわたしの上におられる。これは主がわたしに油を塗って柔和な者に福音を宣べ伝えるためである」。


  この福音は「良きおとずれ」の一つである。われわれの使命はわれわれの主の使命と同じである。主に「良きおとずれ」の宣べ伝えが委ねられた以上、われわれも同じである。主がどうにかしてわれわれの上に御手を置いて、福音の貧弱な面を無様に示すことからわれわれを守ってくださり、ついには人々がそのような宣べ伝えを恐れて逃げ去るようになることを、私は望む。もちろん、忍耐すべきこともあるし、非難もある。迫害も受けるだろう。しかしそれにもかかわらず、これは「良きおとずれ」の福音である。この世にもたらされた知らせの中で最も輝かしい知らせは、神の御子のこの福音である。次に、この福音は何らかの欠乏を生じさせるものではあるが、ほがらかさ、陽光、花々、芳香、あらゆる種類の祝福を帯びているため、われわれは自分の試練をほとんど忘れてしまう。われわれは泣いたりうめいたりするかもしれないが、最後には叫ぶようになる。苦しんでいるが喜んでいる。悲しんでいるが、それでも常に喜んでいる。艱難の中にあるが、決して傷つかない。悲しみがわれわれを妨げることは決してない。この福音は良きおとずれの雰囲気を帯びている。この福音の甘美な面を宣べ伝え続けるよう、私は望む。なぜなら、私は次の事実を見落としてきたからである。キリストが厳しかったのは偽善者たちや、もっとよく知っていてしかるべきなのに人々を欺いていた教会員たちに対してだったのである。キリストは苦しむ者を見ると常に深く同情されたのであり、この福音は良きおとずれの福音なのである。兄弟よ、われわれがこの福音を携えてあなたのところに行く時、あなたはうつむいたり、悲しげな表情をしてはならない。上を見上げて、「神に栄光あれ」と言うべきである。


  われわれはこの福音をしばしば人々に宣べ伝えるが、最初人々は悲しげに見える。もう少し話すと、人々は泣き始める。さらに話し続けると、人々は叫び始める。そして、この主題を大いに恐るべきもののように扱い始める。ああ、愛する人よ、主の従者であるわれわれに託されているこの福音は永続するものであり、かつて人に与えられた使命の中で最も深遠な使命である。これは「主が受け入れてくださる年」を宣言する喜ばしい知らせの福音である。これはヨベルの年、五十年目の年である。これは束縛を終わらせるためであり、隷属を終わらせるためであり、あらゆる奴隷状態に終止符を打つためである。これはイエス・キリストによる完全な勝利である。


  私はこの福音を宣べ伝えるのが好きである。この福音は人々を助け、その重荷を取り去り、その黒雲を追い払うからである。この福音は人々の悲しみを忘却の彼方に歌い飛ばすように思われる。私は人々のことを知っている。私は人々を親しく知っている。私は人々が苦しんでいるのを知っているが、人々が集まる公の集会でそれに気づく人はだれもいない。彼らの苦しみは隠されて、喜びと陽光と微笑みが溢れる。だから、「この福音は人々を陽気にする」と人々に告げてほしい。かりにこの福音が少しばかりの迫害を招いたとしても、主は王国のぶどう酒を注いでそれを忘れさせてくださるので、あなたはほとんど迫害を感じなくなる。主はあなたを酔わせてくださるので、たとえ人々があなたを蔑んであなたに向かってあらゆる悪口を言ったとしても、あなたは楽しんで極みまでも喜ぶのである。


  特別に強調したい次の点は、この福音はあらゆる身分の人々のためである、という事実である。特に貧者、一般人、なおざりにされている人、落ち込んでいて起き上がれない人のためである。この世や世的教会から不評を被っている人々のためである。彼らこそ、われわれが喜ばせるべき人々である。かつてなかったほどの暗闇でも人々を喜ばせる福音のゆえに、神に感謝せよ！この国は恐ろしく暗い。われわれの周囲の人々はみな、手探りで自分の道を探っている。一つの教会につき一人か二人、一つの地域につき二人か三人である。光を探している正直な一般人は。神に感謝すべきことに、「良きおとずれ」の福音を彼らに宣べ伝えることがわれわれに委ねられている。


  また、「わたしを遣わして心の砕かれた者を包み」。ご存じのように、事物や人々は見た目どおりのものであるとわれわれは思い込みがちである。だが、そうではない。全く聖められないかぎり、思いどおりの人である人はだれもいない。道で人々と会って話をしても、人々は自分の心が砕かれている事実を微塵も見せない。しかし、あなたと分かれて二ブロックも行くと、彼らの胸はきわめて深い悲しみで喘ぐのである。心が砕かれている事実を覆い隠す方法を、この世は持っている。人々は浮ついた軽薄な心を外面的に装うが、多くの時、それは罪の意識を覆い隠すためである。何の問題もないような様子をしていても、それはただひどい悲しみを隠すためである。これは貧しい者に言えるだけでなく、宮殿のような家庭にも言える。大通りや街路でもそうである。人生のあらゆる局面で、痛んだ心と言いようのない悲しみを抱いている、心の砕かれた人々がいる。家庭の諸々の困難は、神の御子の福音によらないかぎり、決して癒されない。もしわれわれがこの知らせを彼らにもたらさないなら、彼らの生活は永遠に破綻したままである。今朝、われわれは神の僕として、この福音を心砕けた人に宣べ伝えるよう委ねられている。ああ、スラム、ホテル、穴ぐら、あずま家、地下室、屋根裏部屋で、われわれはなんという悲しみに出会うことか！人生に倦み疲れた人々、まさに自殺しようとしている人々に出会うのである！明るい福音だけが彼らを救う。経済的に破綻して、湖に行って飛び込んだあの人は、この福音を聞いていれば救われていたかもしれない。失望して自分の命を絶ったあの女性は、この良いおとずれを聞いていれば決して失望しなかっただろう。ああ、福音には心砕けた人を包む力、破滅した惨めな人生を新しくする力、喜びと神の永遠の恵みの陽光を魂に回復する力がある。そしてついには、人生は生きる価値のあるものとなり、われわれは喜んで他の人々のために生きるようになるのである。


  シカゴにいるこの親愛なる人は、大きな北西鉄道会社に雇われていた。彼は多くの逆境に遭った。病気が彼に降りかかり、彼は病院に行った。数週間後に復職したのだが、また病気にかかって、二度、三度と病院に運ばれた。最終的に彼は高地療養が必要だと告げられた。金はほとんど尽きかけていたが、鉄道員だったので、デンバーまでの切符は確保することができた。力が回復する前に電報が入って、彼の家族が深刻な病であることを告げた。病気のまま金もない状態で彼は家に戻った。周知のごとく、金の切れ目が縁の切れ目である。家族は病気で、家賃は払わなければならない。子供たちはお腹をすかしている。この世で彼に残された唯一のものは、生命保険証書だけだった。彼は「この保険金を家族に与えよう」と言って、自殺するつもりで湖に向かった。湖から約三ブロック以内の所で、集会を開いている教会を通りかかったところ、歌が聞こえたので、彼は廊下に立って物思いに耽った。その胸中には大きな戦いがあった。ほんの三ブロック離れた所に湖と死体安置所がある。階段を登った所では福音の歌が歌われている。最初彼は「中に入ろう」と思ったが、自分の家族が飢えていることを思い出し、「だめだ、湖に急ごう」と言った。暗闇の軍勢と神の御霊の間でなんと恐ろしい戦いがなされていたことか。ついに彼は「波止場に行く前に階段を登ってこの歌声に耳を傾けよう」と言った。私はその時のことをすぐには忘れられそうにない。彼は教会の後の片隅の会衆席に身を投げ出した。そして、自分の前にある会衆席の背の下に頭を下げて耳を傾けた時、陽気な福音を聞いたのである。神の御霊は恐ろしい認罪をもって彼を捕らえた。祭壇への招きがなされた時、彼は前に進み出て自分を神に明け渡し、みごとに救われたのである。彼は十分な金を持って家に帰り、家賃を払い、家族にまともな食事を与えた。また、すぐに妻を教会に連れて行き、妻も救われたのである。その後すぐに、彼は聖霊のバプテスマを求めて、全く聖められた。彼はクリスチャン家庭の中に家族の祭壇を設けた。彼は神癒について耳にし、ヤコブ五章にしたがって油塗られた。イエスは彼の体を癒された。彼は職場に復帰し、彼の家庭はめったに見られない陽気で幸せな家庭になった。これは、どこでも陽気な福音が宣べ伝えられる時に生じる結果の一例である。


  今朝、あなたたちに思い出させたい。道角、あずま家、講壇、宣教で宣べ伝える時、誰が耳を傾けているかわからないのである。必死に救いを求めている人がいるかもしれない。限界に達している人がいるかもしれない。神に感謝すべきことに、この福音を忠実に宣べ伝えるなら、あなたは人々を助けることになるのである。


  私は夢にも思っていなかった。アベ・マックピークが後の会衆席に座っていた時、彼の心はあまりにも重く沈んでいて、上を見上げるのが怖くて恥ずかしかったということを。まさか会衆の中にそんな気持ちの人がいようとは思っていなかった。福音はどこでも同じである。神は後の席にいる彼に語りかけ、しかるべき時に福音を送って、罪の生活から彼を救われた。前の日曜の晩に、あなたたちは彼の証しを聞いた。神は彼を救い、聖め、保たれたので、警察官ですら彼の生活がすっかり変わって改まったのを認めざるを得ないほどになった。また、警察官たちは彼の写真をこの国のごろつき共の写真の中から撤去することを余儀なくされた。一生二度と会うことのない人々と、あなたは常にすれ違っている。その人々の行路を横切ることはもはやない。チャンスは一度きりである。良い知らせのこの福音を携えていなければ、あなたは絶好のチャンスを見逃すかもしれない。神が若い説教者たちや伝道者たちを助けてくださいますように。あなたたちは良きおとずれを告げるよう召されている。毎回、まるでそれが最後のチャンスであるかのように、人々を罪と地獄から救う唯一のチャンスであるかのように、宣べ伝えるよう召されている。ああ、癒された砕けた心のゆえに神に感謝します。


  十一月のある夜のこと、心砕けて落胆している、友人も希望も家もない少女が、シカゴのわれわれの救護院の扉の所に立っていた。その少女は六週間の幼児を抱きかかえながら、中に入れてくれるよう求めた。もちろん、少女は中に通された。しかし、この福音の力の下に来た時、その心と生活はすっかり改まって変わってしまったのである。その精神はあらゆる点で変わってしまったのである、そのため今では、彼女は可愛らしい、聖められた、クリスチャンの少女である。彼女はその地のどの教会にとっても祝福である。良い知らせの福音がこれをなしたのである。ああ、この力を知ることを願う！私は確信しているが、われわれが困難な事例に接することはない。良きおとずれのこの福音には、困難すぎる事例などないからである。


  今朝、私には大きな負担がある。それはわれわれがこの野外集会を去る時、素晴らしい事や、この世や教会の好意を求めるのではなく、魂を求めるようになることである。魂を探索して追いかけよ。飢えていて救える魂を嗅ぎ分ける嗅覚を与えてくださるよう、神に求めよ。決して救いを得ることのない人々に多くの時間を費やす代わりに、救いを欲している人々の通り道に自分を置いて時間を節約させてくれるよう、神に求めようではないか。私は飢えた魂と絶えず接触している。何年間ものあいだ、主と私の間には一つの了解事項がある。それは、飢えた人々のいない所に行って集会を開くつもりは私にはないということである。ここ数年、私がある地域に行くことを神が許されるとき、私はそこにリバイバルが起きるのを目撃するか、あるいは、少なくとも数人が救われるのを目撃する。リバイバルが不可能な場所もある、と人々は言う。かりにそのような場所があったとしても、神はそのような場所から私を遠ざけてくださると私は信じている。私はこれまで素晴らしく祝福されてきたので、リバイバルが起こりうる場所を見いだしてきた。リバイバルが起こりえない場所に、牧師としてあるいは伝道者としてとどまるようなことはしたくない。真理を受け入れる瀕死の魂の通り道に神は私を置いてくださると、私は信じている。人生は短い。チャンスはたちまち過ぎ去る。チャンスは二度とやって来ない。人々を罪と地獄から救う気なら、それを速やかになさねばならない。神に感謝すべきことに、「捕らわれ人に自由」を告げること、重荷をほどくことがわれわれに委ねられている。


  ああ、重荷を負っている人々が今朝ここにいる！あなたたちの中には重荷を担っている人々がいる。イエスがその重荷を解いてくださらないかぎり、その重荷はあなたをかがませ、最終的にあなたを殺すだろう。聖められた人々が大きな重荷を負って休めない時は、主が休ませてくださる。もうこれ以上荷を負えそうにない時、主は介入してあなたの重荷を負い、あなたの荷物を持ち上げて、あなたを解放して休ませてくださる。そして、主はまさにその目的のために来てくださったという事実を、あなたは喜ぶようになる。兄弟よ、あなたの重荷を主に負ってもらえ。もし私が自分の重荷を負おうとするなら、私はたちまち棺桶に入ってしまうだろう。姉妹よ、重荷を主の上に下ろせ。兄弟よ、イエスが助けられないほど暗いものは、あなたの人生に何一つない。それはあなたの最も親しい友人にもとても打ち明けられないことかもしれないが、イエスはご存じである。彼が来られたのは、重荷を負っているすべての魂をほどき、解放し、自由にするためである。神に永遠に栄光あれ！ああ、この福音がわれわれに委ねられている。至る所でこの福音を宣べ伝えようではないか。牢屋の中にいる人々、食欲、情欲、金銭欲、この世の欲、名誉欲の虜になっている人々に宣べ伝えようではないか。この世を愛してはいるのだが、「それから逃れられれば」と願っている人々に宣べ伝えようではないか。


  最近の野外集会で、ネブラスカのある裕福な人が私と共に数時間費やした。その人は私に、自分がいかに金を愛していたのか、また、金銭愛のゆえに自分をいかに嫌っていたのか、しかし、力がなくてどうしようもなかったことを話してくれた。彼は束縛されていたのである。彼は銀行家の息子で、生まれつき金銭欲があった。彼は私に、「私はこの商売根性が嫌です。しかし、どうすればこの商売根性をなくせるのでしょう？」と言った。神に感謝すべきことに、私は彼に告げることができた。ほどいて自由にする福音があるのである。この祝福を得る時、水を飲むように小切手を書けるようになる。貧しい者を助け、堕落しているものを助け、病人を看病し、イエスのためにどこへでも行って、何でも出来るようになる。この祝福を得るなら、そうなるのである。愛する人よ、この世がこの福音を必死に求めていることを忘れてはならない。生存競争の激しい世界で、大きな生活費を抱えながら、人々は自分の道を掻き分けつつ、裁きに向かって急いでいる。彼らに「良きおとずれ」を与えるには、急がなければならない。「縛られている者に獄屋の扉が開かれたこと」。主が使徒たちを獄屋から出されたからには、今日も主は人々を獄屋から出してくださる。罪からの解放が現実であるように、枷、鎖、看守からの解放も現実なのである。


  多くの時、私は立ち止まって、自分が獄屋から解放されたことを祝う。自分を縛っていた鎖を私はよく覚えている。自分の足をつないでいた枷を私はよく覚えている。自分の舌にはまっていた輪や束縛された生活を私はよく覚えている。神に感謝すべきことに、鎖はみな外れたのである！私の足、手、舌は解かれ、獄屋の扉は開かれ、私は歩いて外に出て御使いたちの社会の中に入った。あなたたちが少しも顧慮してこなかった数千の人々が、今日、同じ境遇の中にある。愉快な夜を罪の中で過ごした後、心砕けて住む家も無いかのように感じつつ、一人で日曜日丸一日を森の中で過ごしたのを私はよく覚えている。私は信じる。もしそこに聖徒がいて、古びた丸太を懺悔席に変えて私をひざまずかせていれば、私は救われていただろう。しかし、その地方では聖徒はきわめてまれだった。私の魂について話してくれた人はほとんどいなかった。優った道があることを私は知らなかった。だから、心砕けた病める気弱な状態で罪から離れ去っても、一人でさまよって、悲しみにくれて泣くよりほかなかったのである。このようなキリストを知っていれば、私はキリストに立ち返っていただろう。今日、これと同じ状態の人々が大勢いる。彼らは私と同じように救いを受けることができる。彼らは神の目から見て同じように価値ある者である。彼らが地獄に落ちる前に、われわれは彼らにチャンスを与えなければならない。


  「主の霊がわたしの上におられる」のは、この福音を特に貧しい者に、大衆に宣べ伝えさせるためであることに注意せよ。ああ、私の心は能無しや悪党、浮浪者やホームレス、倒れて起き上がれない人を慕う。売春婦や、すべてを失って希望の光があるとは夢にも思っていない囚人を慕う。この国の堕落した三千人の婦人たち、牢獄、獄屋、矯正院にいる数十万の男女や子供たちを、私の心はどれほど慕っていることか。数十万の靴磨き、数十万の新聞売り、二百五十万のホームレスを、私の心はどれほど慕っていることか。家が無く、価値も希望もない人々の大部分は、最高の家庭の出身者たちである。単科大学や総合大学の卒業生たちである。信頼と栄誉の地位にあったにもかかわらず、罪によってどん底に落ちた人々である。この福音だけが彼らにとって唯一の希望である。だれからも特別に―― 一度も――祈ってもらったことのない可哀想な浮浪児や、友だちのいない子供たちが数千人いる。彼らを産んだのはどこかの母親だが、今日、「ジャック」、「ディック」、「ボブ」等のニックネームしかだれも知らない。残飯やリンゴの芯、拾える物で食いつないでいる、路上生活の子供たちが数百人いる。その中にはタバコやその吸いさしを集めて生きている者もいる。この子らも救われていただろう。貧しい者に福音を宣べ伝える人は多くない。聖潔の戦闘的な説教者でもそうしようとしない。近頃の教会は貧しい者を忘れてしまったように思われる。現代の教会では、会衆席を確保するのにお金が必要である。しかし、向こうに小さな靴磨きがいる。あなたはその子のために祈りと涙をささげて、神にその子を救ってもらうようにすることができるし、その子に福音を宣べ伝えるために遣わしてもらうこともできる。不名誉な家庭から救われた者たちの中には、かつての自分たちと同じ境遇にある他の人々のために大きな重荷を負うあまり、ほとんど食べることも寝ることもできない者たちがいる。神が自分たちを救ってくださったので、自分たちも他の人々を救わなければならないと感じているのである。こういうわけで、ニューヨークで罪の生活から救われたジェシーは、罪深い家庭にこの福音を宣べ伝えないかぎり、休むことができなかったのである。その結果、ついには数百もの人が続々とこの知らせを受け入れた。二十六歳の時、彼女は路上で十三年間生活を送っていた。彼女は言った、「私の民は束縛の中にあります。私は良き知らせのこの福音を彼らに宣べ伝えなければなりません」。


  Ｆ兄弟がシカゴのハリソン警察署で宣べ伝えるのを聞いた時ほど、私は大きな感銘を受けたことはない。一年少し前、彼は同じ境遇にあり、その同じ獄屋の一つの中にいた。しかしある日、われわれのスラム宣教士の一人である光の使者が、鉄格子を通して手を差し伸べて、彼の手を取ることを申し出た。だが、彼は彼女に自分の牢のドアから去るよう命じた。幸いなことに彼女は聖霊を受けていたので、立ち去る代わりに不潔な石床の上にひざまずいて、彼の救いのために祈った。彼女は涙を流して祈り、ついにその人が救われるという確信を得た。神が彼の心に触れられたので、彼はわれわれの集会場所を記したカードを受け取って、「釈放されたら集会に行く」と約束した。そう約束したのは宣教士を追い払うためだった。数日後、自分のポケットに手を突っ込んでタバコを探したところ、彼はそのカードを見つけて約束を思い出した。酒業者が彼の罰金を払っていた。彼は通りを歩いたがポケットには十セントしかなく、行く所もなかったので、集会に行くことにした。その晩、この福音が彼に届いた。彼は祭壇で涙を滝のように流し、悔い改めの泣き声を上げて、みごとに救われた。彼はバーテンダー、ボクサー、飲んだくれだった。上等な飲み物を混ぜ合わせる技術のおかげで高給を要求することもできた。その晩、彼は救われたが、これは現実にしてはあまりにも素晴らしすぎるように思われた。そこで彼は、その二月の晩、教会のすぐ後の暗い小道に行き、数インチ積もった雪とぬかるみの上にひざまずいて、こう祈った。「ああ、神よ、もしこれが本当のことであって、私が回心しており、クリスチャン生活を送ることが私に対するあなたの御旨なら、ラム酒やタバコを好むこの嗜好を取り除いてください」。すると、たちまちその嗜好は消え去ったのである。


  ああ、神が私たちを助けてくださり、この福音の可能性を見せてくださいますように！その可能性は無限であり、果てしない。立ち上がってこれを宣べ伝えようではないか。聖霊を受けようではないか。自分自身の関心や自己中心性から逃れて、だれか他の人を助けて祝福しようではないか。


  私があなたたちの中の数人に願うせめてものことは、あなたたちがこの祭壇に来てみごとに救われ、生涯二度と別の祭壇に行かなくなることであり、この経験をしたかどうか確認したいという衝動を二度と感じなくなることであることを、あなたたちはご存じだろうか？探求を超えた境地、研究を超えた境地、別のバプテスマを求めようとしなくなる境地がある。ガブリエル自身が来て、あなたに探すよう言ったとしても、彼を両目でまっすぐ見て「神に栄光あれ！」と言うようになる境地がある。


  なぜこのような祝福をあなたたちが受けることを私は願っているのか？この祝福はあなたを自分自身から解放する。あなたは自分の魂の車輪をもてあそぶことにもはや貴重な時間を費やさなくなる。この祝福を得たかどうかドキドキしながら確認することにもはや時間を費やさなくなる。神に栄光あれ、人々を罪と恥辱から救うことに時間をすべて費やすようになるのである！パウロを思い浮かべよ。彼は「もはや私ではない」と言い、自分自身の経験を調査・検証することに日を費やさなかった。あなたは死んでいるのである。検証しようとする「私」はもはやいない。検証するに足る「私」はいないし、調べるに足る「私」もいない。「もはや私ではない」のであり、キリストである。キリストは「わたしはあなたを油塗り、この死に瀕している世に福音を宣べ伝えることをあなたに委ねた」と言われる。人々が私のところに来て、「スラムの働きにつきたい」と言う。私は彼らに「あなたは全く聖められましたか？」と尋ねる。すると、彼らは口で答える前に態度で答える。ためらいの態度こそが答えなのである。主はわれわれに自分自身と自分自身の関心を片付けるよう望んでおられ、失われた人のために泣いて祈ることにすべての時間を費やすよう望んでおられるのである。


  



  第三章 馬小屋で生まれた君主


  
   「一人のみどりごがわれわれのために生まれた、一人の男の子がわれわれに与えられた。まつりごとはその肩にあり、その名は、不思議、助言者、大能の神、永遠の父、平和の君ととなえられる。そのまつりごとと平和は、増し加わってかぎりなく、ダビデの王座に座して、その王国を治め、今より後、とこしえに公平と正義とをもってこれを確立される。」（イザヤ九・六～七）
  


  この昔の預言者は霊感の山頂に立って、七百三十八年間にわたる暗闇の谷を見下ろし、メシヤの来臨を見た。彼はメシヤ誕生の状況、その生涯の試練と試み、その死という恐ろしく暗い悲劇を見た。そして、霊感を受けた預言者の言葉をもって、「一人のみどりごがわれわれのために生まれた、一人の男の子がわれわれに与えられた」と不意に叫ぶ。今朝、この御言葉の意味を考え尽くす時、この御言葉はわれわれの心を打ち砕く。


  イエスの誕生の状況はとても独特だった。地上の王の誕生には、王の盛大な披露が常に伴う。君主たちは控えの間で待ち、使者たちは玄関に群がって、誕生の知らせを町から町へ伝えようと待ち構えている。このような出来事のために、この上なく豪華で盛大な準備が常になされる。しかしここで預言者は、一人の君主が田舎村の家畜小屋で生まれるのを見る。その両親は八十マイル歩いて来て、馬小屋に宿をとった。全くのよそ者として、周りを敵に囲まれつつ、王の王、主の主であるイエスは誕生された。なんと奇妙な光景だろう！宇宙の創造者、生けるすべての者の神が、牛の間で誕生されたのである。華やかさはなく、だれも歓迎しなかったし、気づきもしなかった。この御方を愛する人はほとんどいなかった。わずか数人の羊飼いと賢者、それに慎ましい人々が飼い葉桶の周りに集まった。他の人のもののように思われる権利を侵害しているように見える点を除けば、数ブロック離れた所でこの出来事に気づく人はだれもいなかっただろう。神に感謝すべきことに、主はこのような状況下で誕生されたのである。真のキリスト教は家畜小屋や飼い葉桶を決して超えて行かないことを、われわれは思い出した方がいいだろう。文明と教養の今の時代でも、そうである。


  この世から認められることを期待・要求することや、人々の好意を期待することは、なんとも奇妙なことに思われる。われわれの主はこのような状況下で誕生し、同時代の人々の好意ではなく不評を被りつつ生活し、ご自分を受け入れ、敬ってしかるべき人々によって死刑に処せられた。ささやかな迫害が自分に降りかかると苦痛に感じる人々がいるが、私には全く理解できない。聖潔の説教者たちが教会できわめて不利な立場に置かれており、クビにされて森にやられることもある事実を重大視する聖潔派の新聞もあるが、その意図を知って私は途方にくれる。これ以上のどんな待遇が期待できるというのか？僕はその主人よりも優っているだろうか？われわれの主はご自分の者たちの所に来られたのに拒絶された。そうである以上、安楽な地位、快適さ、贅沢、この世の好意をどうして期待できよう？主が世の光として来臨された時、人々は立ち上がってこの光を消してしまったというのに。主が人々を祝福するために来臨された時、主は呪われた者のような扱いを受けて、二人の強盗の間で磔にされたというのに。どうか神がわれわれを助けてくださり、われわれが自分のいるべき立場から遠く離れないようにしてくださり、自分が属している民を覚えていられるようにしてくださいますように。われわれはこの世の者ではないし、この世はわれわれを愛せない。われわれがこの蔑まれたナザレ人と緊密に一体化されているかぎり、この世や世的教会の愛や好意を期待するのは馬鹿げたことである。私は人々の称賛を恐れる。この世の好意と思しきものは何でも、私はそれを拒絶して退ける。われわれの主はそのようなものをお受けにならなかった。われわれも自分の歩みを整えて、それから逃れるようにしなければならない。この世の中を通る時、この世が親しげにわれわれの肩を叩くのを許してはならない。この御言葉が示すキリストに敵対心を抱いていることがわかっている人々から、親しげに肩を叩かれたり、親しげな言葉をかけられたりすることに、私はほとんど耐えられない。


  だから、われわれの祝福に満ちた救い主は、この素晴らしい預言の中で、五つの輝かしい名を与えられている。ああ、なんと豊かで、なんと満ち満ちていることか！天がわれわれの主についてわれわれに与えているこの描写の中に、なんと多くの内容がつまっていることか！主がいかなる御方か、また、主がわれわれになしうるすべてのことを、われわれが理解する助けを、この御言葉はしてくれる。主は、「不思議、助言者」である。この「助言者」という言葉は、助言を与えるのに相応しい者、王や王子の傍に立って助言を与える者を意味するだけでなく、賢い助言を与えるという思想をも含んでいる。大量の知識を持っていて、その知識量を示せる人でも、良い助言者ではないかもしれない。しかし、われわれのキリストはご自身の民の助言者であるだけでなく、神としてご自身の民を導き、向きを変えさせて、避けるべきすべてのものを避けられるようにする力を持っておられる。また、持つべきすべてのものにご自身の民が接触できるようにする力を持っておられる。主は素晴らしい助言者である。愛する人よ、今朝、私は主を愛している。主は人のあらゆる指示と反対の助言を与えてくださり、われわれなら決して選びそうもない道、われわれの友人ならわれわれのために決して選びそうもない道にわれわれを導いてくれることがしばしばあるからである。主はしばしば、賢明な道として知られている道や、ある人々が聖い常識と称する道とは反対の道にわれわれを導かれる。主は多くの時、われわれの友人たちの判断とは別の道にわれわれを導かれる。主は常にそうしてこられた。主は自ら選んで愚かな事柄をとらえ、この世には愚かに思われる助言を与えてくださる。


  イスラエル人は一週間毎日カナン人の町の周りを行進し、七日目に七周行進して、最後に雄羊の角笛を吹いて叫んだ。これはカナン人にとって実に愚かなことに見えたにちがいない。これを笑ったにちがいない。しかし、これは御旨を成就するための神の方法だったのである。神は地的考えに従う必要はない。少年――たんなる向こう見ずな少年――が羊飼いの石投げだけを持って巨人に立ち向かうために遣わされるとき、人々は常にそれを奇妙に思うものである。しかし、それは神の計画であり、天の知恵だったのである。


  主は十二人の漁師を選んで、世界を福音化する使命を委ねられた。この世や諸々の学派はこれまでこの事実を一度たりとも受け入れてこなかったし、その理由を説明できる人はだれもいないように思われる。当時、ローマが世界を支配しており、エルサレムはその栄華の頂点にあった。また、サンヘドリンも存在していた。人が望みうるものはみなそこに揃っていた。しかし、神の計画は浜辺に下って行き、服のそこら中に魚のうろこがついている少年たちを召して、地的助言者たちの口を閉ざし、諸々の学派に知恵を与えることだったのである。


  愛する人よ、勘違いしてはいけない。諸々の学派や教会組織の助言に従うことは、われわれのキリストの助言にしたがって導かれることではない。あなたがイエスと共に進むなら、多くの時、あなたは誤解や曲解の対象となり、泣きながら進むことになるだろう。しかし、あなたは涙を乗り越えて、微笑みながら進むだろう。あなたは重荷を負うだろうが、喜び踊るようになるだろう。真剣にしっかりと進むだろうが、確実に前進するだろう。主の助言に従うなら、あなたは前進するだろう。友人たちの助言を無視したり軽んじたりせず、注意深くそれらを尊重しつつ、全く同じように主に従うだろう。


  さて、この計画が素晴らしいのは、僕を選ぶ主の選択による。なんと、主が選ばれる民を欲する人はだれもいないのである。他の人々から絶縁されないかぎり、選ばれる人はほとんどいない。神の御子の計画は、役に立たない人々や物事を選ぶことである。それは「いかなる肉も御前で誇ることがないため」であり、何が成就されても誉れと栄光が主に帰されるためである。しかし今朝、この一覧を読んで、誉れの巻物を一瞥するなら、きっとあなたたちの多くは失望して、「自分はその中にいない」と感じるだろう。自分が除外されていることを大きな屈辱に感じる人もいるだろう。しかし、神の選びと天の計画は、弱いもの、蔑まれているもの、無きに等しいものを選ぶことである。主を賛美せよ！主は間違いを犯さない。


  主が「素晴らしい助言者」であるのは、主があなたに進むべき道を教えてくださるからだけでなく、「わたしがあなたと共に行き、あなたが無事に乗り越えるよう見守ろう」と言ってくださるからでもある。カイロに行って、砂漠を渡るための地図を地元の人に求めるなら、その人はあなたを笑って、「渡り方は教えられませんが、私が行ってあなたに示しましょう」と言うだろう。その人は砂漠に行ったことがあり、道を知っているのである。神はわれわれに地図を与えて道を示してくださっただけでなく、道すがら見守って、代理として聖霊を送ってくださった。確かに標識はあるし、「エンジンに注意」という警告もある。道中ずっと標識があるが、われわれがそれを見落とさないように、主はわれわれに聖霊を送ってくださる。そのおかげで、われわれは道を見失わない。手には地図――聖書――があり、心には聖霊がおられるので、普通の愚か者でも安全に乗り越えられる。この計画は天の議場で生まれたが、われわれに与えられており、この計画に従った人々はいつでも、難破せず安全に到着したのである。


  また、主が「素晴らしい助言者」であるのは、われわれの生活の中には、複雑すぎたり、難しすぎたり、無価値すぎるため、主が顧みてくださらないようなものは、何一つないからである。主にほどけないもつれた紐など決してない。主はあなたのすべての言動に関心を寄せておられる。他の人々はあなたの話に耳を傾けてくれるだろうが時間がない。あなたは道で私に会って、私と話をしたいと思うかもしれないが、私は目の前にやるべきことがたくさんあって、あなたの話を聞いてあげられないことがよくある。皆忙しくて、立ち止まって話を聞いてくれないように思われる。しかし、イエスはどんな小さなことでも、必ず時間を取って歩み寄ってくださり、あなたの話を聞いてくださる。三十分も話すと、問題はすっかり解決する。たとえあなたが三時間話したとしても、彼はそれをさらに好ましいことと思ってくださる。環境に強いられてあなたが私のもとに来たとしても、私は中座せざるをえないこともある。しかし、主は決してそんなことをせず、最後まであなたの話を聞いてくださる。私の姉妹よ、あなたの頬をつたう涙、心痛、うめきを、神の御子はすべてご存じであり、同情してくださる。その大いなる愛の優しい心は、小さなこと、困難なこと、最愛の友にすら説明できないこと、あなたが胸の内に秘めていること――そうするのももっともな場合もよくある――でも、助言を与えようと待ち構えておられ、あなたを慰めてくださる。他の人々が眠っていても、彼は一晩中起きていて、あなたの益を見守っていてくださる。彼は、あなたに臨むきわめて厳しい試みの中であなたがどのように振る舞い、どのように感じるのかを、見守っておられる。そして、もつれきった状況さえもほどいて、それをきちんと片付けてくださる。複雑すぎて今は理解できないことがあったとしても、主はあなたに、まるで理解できたかのような満足感を覚えさせてくださる。不可解なことに困惑する代わりに、あなたは「雲が晴れて主が戻って来られるまで、この問題はそのままにしておきます」と言うようになる。


  次の名は「大能の神」である。これは何を示しているのか？これが示しているのは、彼は助言を与えられるだけでなく、それを執行して達成できるということである。彼は助言を与えることができ、執行することができる。あなたに答えと方法を告げることができ、あなたのためにそれを行うことができる。ある人々はわれわれに助言を与えることはできても、われわれから去って行ってしまう。この世界を形造られた大能の神、万物を創造された神は、今この時も存在しておられる。われわれにはこの神がある。どうして恐れる必要があろう？どうして震える必要があろう？


  
    「何を心配に思う必要があろう？何を恐れる必要があろう？


    　永遠の御腕によりかかっている私に。」
  


  雲が群がり、雷が轟くと、私は恐怖にかられそうになる。全身がガタガタしているかのように感じることもある。その時、このような節を思い出すと、私は隠れて安息し、赤ん坊のように眠ることができる。私の姉妹よ、恐れることは何もない。恐れてはならない。兄弟よ、震えてはならない。われわれには大能の神がついており、この御方はわれわれとあらゆる困難との間に立ってくださる。


  「永遠の父」。これは何を意味するのか？これが意味するのは、彼はわれわれがこれまで述べてきたことをすべて行えるだけでなく、永遠にそうし続けられるということである。一度きりしかしてくれないのではなく、何度もしてくれるのである。預言者たちや殉教者たちのためになさったことを、彼はわれわれのためにもすることができるし、実際われわれの幾人かのためにしてくださっている。われわれのために昨日してくださったことを、彼はわれわれのために明日もすることができる。彼は「永遠の父」である。滅びることがないもののゆえに、決して崩れ去ることがない救いのゆえに、神に感謝せよ！われわれの周囲のすべてのものは移ろいゆく。どこにいても、すべては苔むしてくすんでしまう。みなしわができて白髪になってしまう。すべてが古びてしまう。わずか数年で昔の家屋も、戻ってみるととても同じ場所とは思えなくなる。子供の頃行っていた昔の田舎の教会に行くと、以前見かけた人は数人しかいない。すべては変わっていく。神に感謝すべきことに、われわれは決して変わらない救いを受けている。「永遠の父！」。この地上の物事はこれと比べるとなんとちっぽけなことか。世界の一大中枢、驕り高ぶる権力の中枢、この地上の王国、王座、帝国――これらはなんと忘れ去られてしまったことか！しかし、「永遠の父」を持つ人々はすべての反対者を散らし、すべての敵を征服し、神のために燃え輝いてきたのであり、そして永遠に進み続けるのである。今朝、パロは大英博物館のガラスケースに収められている古びたミイラにすぎないではないか。モーセは全世紀にわたって最も素晴らしい人物として際立っている。カエサルは古都ローマを構成する塵の粒子になったが、パウロは今この時何百万もの人々に説き勧めている。ネブカデネザルの壮大な宮殿はどうなったか？話に聞いたところでは、その輝かしい偉大な宮殿の正確な場所は特定できないとのことである。ダニエルの預言が生き続けており、まさに今、その栄光に満ちた成就の時が近づきつつある。この会衆の中に、不忠実な十人の斥候の名を言える人はだれかいるだろうか？一人もいない。しかし、女子学生ならだれでもカレブとヨシュアのことを知っている。この世の諸々の王国は没落していったが、真に神聖だったごく小さな者たちは生き残っており、永遠に生き続けるだろう。地上の偉人たちの多くは忘れ去られかけているが、過去に神と共に歩んできた人々は、どんなに身分が低くても、今日栄光の頂点を歩んでおり、主がこの世界に戻って来られる時、主と共に雲に包まれてやって来るだろう。決して古びないもの――「永遠の父」――のゆえに、神に感謝せよ。


  この野外集会のような素晴らしい時が終わってしまうのを、かつて私は寂しく残念に感じたものだった。集会が終わってしまうのを、私はどれほど恐れたことか。しかし、今朝私の魂のうちに燃えているこの思想に到達して、この御言葉のキリストを知るようになった時、すべては一変した。このシンシナティ野外集会は決して解散しない。今は大成功と勝利の時である。この野外集会をこのようなものにしてくださったまさにその御方が、われわれ一人一人と共に帰宅して、われわれの家、台所、居間、農場、仕事場を野外集会場にすることを約束してくださった。主が戻って来られるまでわれわれと共に旅することを約束してくださった。聖潔は決して古びない。人々が私のところに来て、「これは素晴らしい集会です。このようなものは見たことがありません」と言う。たしかに、この集会は素晴らしい管理下にある。彼の名は「素晴らしい」である。王国の新しい光景を新たに垣間見るたびに、私は「素晴らしい」と言う。しかし、そう言わずにおれようか？これが彼の名である。あなたはご存じだろうか？われわれの生活は感嘆、驚嘆、驚きで満たされるだけでなく、永遠に素晴らしいものであり続けるのである。半時間で天を理解するようになると、少しでも思っていないだろうか？天には進歩がないと思っていないだろうか？「そのまつりごとと平和は、増し加わってかぎりなく」と、御言葉ははっきりとわれわれに告げている。われわれの分は永遠に刈り取ることだけでなく、収穫が増し加わってかぎりなくなることである。われわれの収穫は増し加わることをご存じだろうか？翌日には倍になり、すぐに何倍にもなるのである。この増し加わりにはかぎりがない。この野外集会が絶えることは決してない。


  また、彼は「平和の君」である。われわれのキリストは、征服や流血を喜んだ王たちや王子たちとはちがう。彼らが際立っているのは、そのようなことを好んでいたからである。われわれのキリストは正反対である。キリストは平和を愛しておられ、行く先々で平和を宣言される。キリストがあなたの心の中に訪れる時、彼はあなたに平和を与えるだけでなく、「平和の君」となって王座に座し、この平和が守られるように、あなたの魂の中の平和が乱されないように見守ってくださる。地上と地獄の勢力が結集したとしても、あなたの胸中に到来したこの平和を乱せないように見守ってくださる。彼が荒海に命じたように、たった一言、たった一目で十分である。「平和の君」はわれわれの恐れをすべて静めてくださる。邪魔物はすべて麻痺する。地獄の使者どもがわれわれを攻撃しにやって来ても、彼らは唖然として麻痺し、無為無力になる。われわれが「平和の君」の統治下にあることがわかる。この安息日のような安息、この聖なる静けさ、説明しえないこの穏やかな静謐さのゆえに、神に栄光あれ。主に感謝すべきことに、何ものもこれをわれわれから奪い取れないのである。


  われわれの主が再来される時、地上の諸国民は彼らの剣を鋤に、彼らの槍を剪定用の鎌に打ち替えて、もはや戦争について学ばなくなる。それは幸いな聖なる平和と静けさの時であり、われわれが聖書から読んで生涯夢見てきた時である。主に介入してもらおう。主はあなたの心配をすべて担い、あなたの疑問にすべて答え、あらゆる願いを満たし、あなたの疲れた魂を休ませてくださる。そして、あなたは歌い、微笑み、笑うが、その理由はほとんどわからない。しかし、神の平安があなたの全存在に満ちあふれる。そして、波が押し寄せるたびに、その波は水路をますます深く掘って、さらに豊かな波に備える。そして、あなたは永遠にこの聖なる平安の中を進み続けるのである。


  これに関連して注目したいのは、「まつりごとはその肩にあり」ということである。二二章二二節を見ると、ダビデの家の鍵がその肩にあると宣言されているのがわかる。この御言葉が述べているように、「そのまつりごとはかぎりない」。鍵はかけたり外したりするものである。鍵を所有することは、その資産を所有することである。鍵を手放して資産を手放すことがたまにある。鍵を持つことは所有する権利、出入りする権利、開け閉めする権利を意味する。この引用句は「彼が開くなら閉じる者はなく、彼が閉じるなら開く者はない」と述べている。さて、聞くところによると、昔の錠は大きな木製の錠で、鍵は巨大で同様に木製だったそうである。人々はそれらを肩にかついで運ぶこともあった。そして、人が大きな木製の鍵を運んでいるのを見ることは、その人が宝庫を解錠する権利を持っていること、財宝が保管されている倉庫に立ち入れることを意味した。だから御言葉は、ダビデの家の鍵がイエスの肩にあると述べているのである。これが意味するのは、イエスは天のすべての財宝を解錠できるということ、全資産が蓄えられている所に立ち入れるということ、鍵の開け方を完全に理解しておられるということである。彼がヨセフの新しい墓からダビデの家の鍵を肩にかついで歩いて出て来られた時、彼は事実上、「来なさい、愛する者よ、中に入れてあげよう。来なさい、すべて買い取り済みです。どんなに鍵がかかっていても、またどれほど守られていても、わたしは解錠することができます。わたしはあなたを金がある所に、ダイヤモンドが輝いている所に、高価な真珠がある所に連れて行こう。来なさい、飢えているなら、わたしと共に来なさい。そうすれば、わたしはあなたを食器棚のところに連れて行こう」と仰せられたのである。あなたの魂が願うもので、彼があなたに与えられないものは、何一つ思いつかない。


  来たれ、愛する人よ、彼と共に進もうではないか。鍵は彼の肩にある。天使たちは禁じているように思われるかもしれないし、人々は「主を煩わせてはならない」と言うかもしれないが、彼は「来なさい。わたしが開くなら閉じる者はだれもなく、わたしが閉じるなら開く者はだれもない」と言っておられる。神に感謝すべきことに今朝、彼は天の宝物を私の魂に対して開いてくださった！私の心は従うのがなんと遅かったことか。神の恵みにより、私は自分の歩調を早めて、以前にもましてこの野外集会を素晴らしい時にしよう。苦しみに召されれば召されるほど、ますます私は供給を見いだすようになる。来たれ、哀れな魂よ。来たれ、罪に病む罪人、落胆している人よ。彼は人生を生きる価値のあるものにしてくださる。彼は地上の望み無き人々を招いておられる。すべての人が彼のもとに来て、彼に従うようにせよ。彼は今まさに鍵を回そうとしておられる。近々、錠が外れて扉が広く開け放たれ、われわれは王の御前に招き入れられるだろう。


  彼に緊密に従って最善のものを得ようと決意している聖徒は、常に少ない。エリシャのように、彼にまみえてその外套を得ようと決意している人は、常に少ない。ダビデの家の鍵は彼の肩にあり、その広い肩の上に王国のまつりごとがある。「自分たちはほとんど神の手に負えない」と思っているように見える人々がいるのはどうしたことか。彼に機会を与えさえするなら、そんなことはないのである。われわれを創造された方は、われわれを解放して、人生をきめ細やかに導き通すことができる。


  罪人よ、イエスを受け入れよ。信者よ、あなたのペンテコステを探し求めよ。聖徒よ、落胆してはならない。われわれを遣わして真鍮の壁に立ち向かわせる御方は、遅れずに来てその壁を打ち崩してくださる。すべての人が彼を受け入れて、彼と共に歩むようにせよ。あなたの心の扉を広く開いて、祝福に満ちた救い主を招き入れよ。


  



  第四章 絡みつく罪


  
   「こういうわけで、われわれは、このような多くの証人に雲のように囲まれているのだから、いっさいの重荷と、いとも容易にわれわれに絡みつく罪とをかなぐり捨てて、われわれの前に置かれている競争を、忍耐をもって走りぬこうではないか。われわれの信仰の創始者であり完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、走ろうではないか。彼は、ご自分の前に置かれている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字架を忍び、神の御座の右に座するに至ったのである。あなたたちは、罪人らのこのような反抗を耐え忍んだ方のことを思いみるべきである。それは、あなたたちが弱り果てて意気消沈しないためである。」（ヘブル十二・一～四）
  


  ヘブル書十二章のこの最初の節は、イエスを仰ぎ見つつ忍耐をもって走るべき競争について描写している。今日、世は競争に満ちている。昨年、海路と陸路の両方で多くの競争があった。中には頼もしい競争もあるが、たいていの場合、それらの競争はきわめて不評で、その影響力は意気消沈させるものである。人々はありったけの熱意をもってそれらの競争に参加している。世界の歴史は、われわれの神学校や大学が卑劣漢を頭首として訓練することに多くの時間を費やす時代に入った。これらの世的競争は、全く潔められた人を除くほとんどすべての階級の人々を魅了している。


  今日の悪の多くは、善からの逸脱にほかならない。最善最高のものに秀でたいという願いは、全く合法的である。神は賢明な諸々の目的のために、最高に卓越した者になりたいという願いを、人の心の中に植え付けられた。この御言葉の著者である使徒は、数回、軍隊調に述べている。そしてそう述べる時、可能なかぎりきわめて強烈な絵図を用いている。真のクリスチャン兵士が携わっている罪とサタンに対する戦いの、きわめて力強い絵図を用いているのである。


  しかしここでは、使徒は体操競技風に述べており、クリスチャンの競争の絵図として、当時の慣習だったオリンピックの試合や競争に言及している。そして、できるだけ力を尽くして、この絵図を前章に記した緒原則に適用している。ヘブル書十一章は、信仰のピラミッドとよく呼ばれる。この章は、神の民の歴史の中でかつて起きた最も素晴らしい事柄を集めたものである。使徒はこの十一章で、きわめて力強い人物たちを次々と示す――神の恵みにより最高峰の経験に至った人々を次々と示す。使徒は万物の始まりから始め、これらの力強い結果が生じたのは信仰によることを告げる。霊的生活において、一般庶民よりも秀でていたこの人々は、信仰を通して、このような頂点に至り、偉業を成し遂げ、苦難を耐え忍んだのである。アブラハム、モーセ、三百年神と共に歩んだエノクが、この一覧に載っている。使徒は聖なる預言者たちについて、その目覚ましい偉業と共に次々と言及し、最後にイエスの時代にまで至る。その後、使徒は転じて、「このように次々と述べてきたことは、すべて信仰によって成された」と述べる。その後、使徒は、英雄たちのこの長い一覧を、われわれの競争を見つめている証人たちの雲と見なす。「このような多くの証人の雲に囲まれているのだから、いっさいの重荷をかなぐり捨てて、われわれの前に置かれている競争を、忍耐をもって走りぬこうではないか」。


  このクリスチャンの競争は厳しい現実に満ちている。ある人々の宗教は、感情、熱意、怒りらしき性格をかなり帯びている。しかし、神と共に進み通すことは厳しい道を歩むことを意味するという事実に深い感銘を受けずに、どうしてヘブル書十一章を読み通せるのか、私にはわからない。自分の敵に直面して、この聖なる戦いに入ることは、絶えざる戦い、生ける敵の連隊との交戦を意味する。一歩前に進むたびに、われわれにとってあまりにも手強すぎる敵がわれわれに立ちはだかる。しかし、われわれには直面すべききわめて強力な敵がいる一方で、われわれの前にはきわめて輝かしい可能性が広がっている。この箇所で、われわれは競争するよう召されている。この御言葉からよくわかること、ひしひしと感じることは、われわれはこの一事に励むべきであるということである。「この一事に私は励んでいる」。そうである以上、邪魔物はすべて除かなければならない。われわれの前進を妨げるもの、この天の競争で最高速度を出すのを何とか邪魔しようとするものは、すべて捨てなければならない。救われて聖められるだけでは不十分である。これは素晴らしいことだが、最終目標ではなく、始まりにすぎない。われわれはこの競争を走るべきであり、立派に走るべきである。この競争を走ることは、賞を勝ち取ることである。救われること、自分の名が天に記されているのを知ること、「自分はこの都に入ろうとしている」という明確な鋭い甘美な感覚を感じることは、言いようのないほど素晴らしいことである。しかし、この御言葉にはそれ以上のことが記されている。賞が備えられていて、喝采が鳴り響こうとしている。王杖を与えられて、「良くやった」と告げられようとしている。冠を授けられて、いつまでも続く永遠の栄誉が、来たるべき代々の諸世紀にわたって、われわれのものになろうとしている。それを望むすべての人のために、救い以外のものが備えられているのである。


  使徒はすべての罪から救われていたが、「私は後にあるものを忘れて、賞を、冠を、競争の最後にあるものを得なければならない」と述べた。救われていたとしても、失いかねないものがある。天に入ったとしても、失いかねないものがある。パウロは罪の赦しを受け、全く聖められていたが、この競争の最後に待ち構えているものがあって、それが最善を尽くすよう彼を誘ったのである。得られるものが何かあったから、使徒は「すべてを忘れ、すべてを背後に置き去りにして、何があろうと突き進んで、この賞を得なければならない」と述べているのである。私の注解のこの時点で言及したいのだが、走者は訓練者によってとても注意深く訓練された。これらの競争ではたいそうな準備がなされた。走者はしばしば、競争が始まる前、何日も砂袋を運んだものだった。それは足の軽さを実感して、最善を尽くせるようにするためだった。しかし、走者は決して砂袋を持って走らなかった。競争を走る前に、必ずすべてを捨てたのである。この御言葉は、われわれに捨てるよう命じる口調を確かに帯びている。


  私は言いたい。いとも容易にわれわれに絡みつく罪を、われわれは捨て去るべきである。この絡みつく罪は生来の罪である。先日、ある人が「私の絡みつく罪はせっかちさです」と言った。「私のは高慢です」と言う人もいるし、それは「自己中心性」等であると思っている人もいる。しかし、それは誤りである。絡みつく罪は生来の罪であって、高慢、短気、悪意、自己中心性、怒り等は、その副産物である。生来の罪は、この一覧全体の原因である。邪悪ないっさいのものの温床であり、根株である。老女が言うには「困った罪」である。人に不親切なことをさせる罪である。自己否定や無私の心から人を遠ざける罪である。生来の罪は、真のクリスチャンではあるのだがまだ聖められていない人の生活の中にあるあらゆる不正行為の原因である。それを取り除く行動を終えて、「自分はそれを取り除いた」と言う人が、とても大勢いる。しかし、その誤りを彼らの生活が証明している。生来の罪は、たんなる暗示や、しるしや、決意では、その霊的性質を手放そうとしない。叫んで追い出せるとか、数回跳ねれば威嚇して追い出せると思ってはならない。肉的な性質が人の魂にその牙を突き立てており、あなたの存在の繊維そのものを握っている。そして、そのかぎ爪をあなたの道徳的性質の最も深い部分に隠している。神の全能の力があなたの魂の上に臨んで、それに去るよう命じないかぎり、それは決して去らない。多くの人は思い違いをしている。聖められたと思っていても実はそうではない人々が、今朝ここにいる。生来の罪は狡猾であり、欺瞞的であり、説得力がある。


  生来の罪は古い人、罪の体と呼ばれることもある。古い人は、魂の中にとどまることを許されさえすれば、あらゆる種類の取り扱いや懲らしめによる服従を耐え忍ぶことにも同意する。とどまることを許されさえすれば、きわめて狭苦しい不快な片隅に行くことにも同意する。古い人は消滅することを恐れる。残酷な行為や排斥されることに、断固として反対する。


  十字架は厳しい道であり、古い人はもっと楽なものを求める。しかし、罪の体の真の磔殺だけが、クリスチャン生活における不正行為の治療法である。神に感謝すべきことに、本物を得ることは可能である。聖霊と火のバプテスマは肉的性質を滅ぼし、われわれを安定させ、他のどこにも見いだされない堅実さをわれわれに与える。


  これはわれわれを重みのある者にし、つまらない、軽薄な、馬鹿げたものをすべて除き去る。いわゆる聖潔派の人々の間に見られる軽薄さのゆえに、深い心の痛みを覚えることがよくある。全く聖められた魂は堅実になって、ある種の霊的落ち着きと確固たる目的をもって進むので、どんな困難や試練に遭うよう召されたとしても、自分の道を進み続ける。


  「罪をかなぐり捨てて」。これは行うのが困難な働きである。これは葬りを意味する。十字架につけられることを意味する。自分の心にとって最も親密で慕わしい物と別れることを意味する。大事に世話をして養い、抱きしめてきた物と別れることを意味する。神が今朝われわれを助けて、この競争を走るには生来の罪をかなぐり捨てなければならないことを見せてくださいますように。


  私はこれまで多くの祭壇の奉仕を見てきた。それらの奉仕では、人々は叫んだり歌ったりしながら一連の偽りの過程を通らされる。そして、人々が通り終わると、この働きを再び繰り返さなければならないのである。聖霊の大能の力によって通り抜けるとき、あなたは生来の罪から解放される。喜ばしいことに、聖霊は私を聖めてくださり、私はいっさいの重荷と、いとも容易に私に絡みつく罪とをかなぐり捨てたのである。


  何か特定の罪を取り除くために祭壇に進み出るのは大きな間違いである。なすべきは生来の罪を取り除くことである。もしあなたが自分自身を打ち破って征服できるなら、あなたは自分に立ち向かうものをすべて打ち破って征服できる。野外で征服できるようになるには、まず自分自身の魂の中で勝利を得なければならない。


  また、罪をかなぐり捨てなければならないだけでなく、重荷があることもわかる。それ自身は罪深くなくても、前進を遅らせる重荷がたくさんある。そうであることがわかったなら、それらをかなぐり捨てなければならない。聖霊は生活や行動の仕方をわれわれに教えてくださる。しかしわれわれは、本質的ではないことでわれわれの実行に他人を従わせようと決してするべきではない。


  担ってよく走るには、あまりにも重すぎるものがある。優雅な部屋着や朝着は応接室や揺り椅子には向いているかもしれないが、競争で走るには不便である。かなぐり捨てなければならないものがあるのである。それが何か、聖霊はわれわれに教えてくださる。この競争を走るつもりなら、最善の状態でいなければならない。さて、私が印象づけたい思想は次のことである。すなわち、われわれは救いと聖めという事実を始終喧伝して思い切り飛び跳ねながら、この地点にとどまってはならないのである。むしろ、私は立ち上がって出て行き、他の場所に到達したいのである。われわれは前進しなければならない。これは競争であって、われわれは勝たなければならない。今朝私はあなたたちに言いたいのだが、もしこの競争で最高速度を出すのを妨げるものを自分の心や生活の中に何か見いだすなら、私はそれをかなぐり捨てる。


  この競争を立派に走るには、ある速度が必要である。神の御旨はわれわれを聖霊で大いに満たして、われわれがこの競争を容易に、敏捷かつ素早く走れるようになることである。


  かつて、私はアイルランド人の二人の族長の話を読んだ。彼らはある美しい山の湖の領有権を主張した。この所有権の問題に決着をつけるために、湖を横断する競争をして、反対岸に最初に着いた者が所有者として認められることになった。彼らは懸命に漕いだ。湖を半分以上横断するまで競争は五分五分だったが、その地点で一方の船が遅れ始め、他方の船が急速に岸辺に近づいた。すると突然、遅れていた方が手斧を取り出して自分の手を切り離した。そして、その手をもう一方の手で持って、岸辺に投げたのである。その勇気に敬意を表して、彼が所有者と宣言された。私が読んだのは物語にすぎないが、私の要点をよく示している。右手を切り離し、右目を引き抜いてでも、われわれは賞を得なければならない。岸辺に着かなければならない。冠を勝ち取らなければならない。「あなたの右目があなたをつまずかせるなら、それを引き抜け。あなたの右手があなたをつまずかせるなら、それを切り離せ」と聖書は告げている。あなたの前進を遅らせるものは何であれ、どんな代価を払っても、それをかなぐり捨てなければならない。


  この競争からわかるもう一つの点は、走者には自分の周りで何が起きているのか見る時間は無かったということである。常に目標を目指して生きなければならなかったのである。観客は人々でごったがえしていたが、走者には観客を一瞥する時間はなかった。最高速度を出したければ、あなたは自分の目を人々や周囲から離さなければならない。あるとても重要な意味で、もしこの競争で成功を収めたければ、われわれは他の人々を放っておかなければならない。


  また、これは忍耐を要する競争であることがわかる。「走ること」「どこかに辿り着くこと」「何かをすること」について私が話し始めると、「もっと高く飛び跳ねて大騒ぎをしなければならない」と感じる人もいるだろう。しかし、そうではない。われわれの競争は男らしさの競争というよりは、むしろ忍耐の競争である。何をなすかの競争というよりは、むしろ何を絶え忍べるかの競争である。われわれが最高の速度になるのは、神を待ち望んでいる時であることがよくある。そのような時、おそらく他の人々の目には、われわれが少しも前進していないように映るかもしれない。多くの騒音や示威行為に囲まれて、「自分も同じようにしなければならない」と考える誘惑にかられる人も時にはいるかもしれない。この競争は忍耐の競争である。そして多くの時、じっとしていて主の救いを見ることにより、私はさらなる進歩を遂げてきた。走っているように感じられない時でも、あなたは走っているのである。そのような時は、あなたが成長して自分の着物よりも大きくなった時である。きわめて厳しい試練、きわめて深い試み、きわめて痛ましい戦い、ひどく長引く悲しみ、いつまでも終わらないように思われる物事のさなかにあるとき、こうしたものはまさにあなたを霊的に成長させてくれるものかもしれないのである。私は本心からあなたたちに話している。この競争を忍耐強く走るとき、たとえ人々があなたのことを後退していると思っていても、あなたは速く進んでいるのである。主と共に速く進んでいるなら、それで十分である。ああ、主がわれわれをご覧になって、「よくやった」と言ってくださるなら。主に「彼女は自分にできることをしたのだ」と言ってもらえるなら。主が棺桶の中にいるあなたに微笑んで、「良い忠実な僕よ」と言ってくださるなら、それは素晴らしいことである。今いる所でわれわれが成し遂げることは、あまり多くない。あなたの競争の大部分は苦難の競争である。しかし、忍耐深くすべてを耐えて、文句を言わずに苦しむなら、あなたは必ず反対岸に辿り着いて冠を勝ち取るのである。


  ヘブル書十一章が次々と示す人物たちを見よ。彼らはのこぎりでひかれ、鉤に吊され、磔にされ、頭を落とされた者もいた。油の中で釜ゆでにされ、その後も具合がよければ、前にもまして釜ゆでにされたのである。鞭打ち、投獄、懲罰――パウロよ、あなたは自分の命を救うために都の城壁を籠で下ろされたが、これはあまり勝利のようには見えない。しかし、パウロは「常にわれわれを勝利させてくださる神に感謝する」と叫ぶ。籠で下に降りるほど、気球で上に上がるのである。下に降りれば降りるほど、さらに高く上るのである。どれだけ高く飛べるのか、どれだけ大声で叫べるのかは問題ではない。表に現れるものはみな、あなたの魂の中にあるものの所産にすぎない。そして、それがこれ以上のものと見なされる時、それは罠となり、妨げとなる。感情は一時的なものだが、私が述べているのは永遠に持ち続けられるものである。


  かつて私は年老いるのを恐れていたが、祝福された二、三人の老人たちに会って、もはや恐れを感じなくなった。私は自分の行程を終えようとしている。どう感じようと気にしない。自分の感覚を気にしていたら、「自分は宗教を信じていない」と何度も結論していただろう。しかし、感覚に優るものを私は持っている。われわれは信仰によって生きる。「信仰は望んでいるものの実体である」。私が持ちたいのは、常に影ではなく実体である。信仰があれば、月曜日を駆け抜け、水曜日を渡り、金曜日と土曜日を駆け下りて、道中のすべての段階で勝利を得ることができる。


  さて、愛する人よ、ここで叫ぶのはたやすいことである。しかし、私には重荷があることをあなたはご存じだろうか？私が魂の内でうめいているのをあなたはご存じだろうか？あなたたちの中には農場で育った人もおり、積み荷を積んだ荷馬車と空の荷馬車の立てる音の違いを知っている。寒い冬の日に、重い積み荷を積んだ荷馬車がどのように市場に向かって出発するのか、どのように音をたてるのか、あなたたちは知っている。愛する人よ、私には気遣っていることがある。それは、われわれの民が積み荷を積んだ荷馬車となることである。そして、この魂の重荷を運搬して、ついには主から「あなたはイエスを仰ぎ見つつ、忍耐をもってこの競争を走っている」と言ってもらえるようになることである。イエスの生涯には、「ご自分の前に置かれている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字架を忍」んだ時が何度かあった。彼は殴られ、拒絶された。唾を吐きかけられ、打たれた。嘲笑の的である紫の衣を着たが、恥をものともせず十字架へと急がれた。彼は自分の道を貫き通して、自分の働きの目的を達成された。何度も人々は彼を殺そうとしたが、「わたしの父の御業をわたしは行わなければならない」と彼は言われた。そして荒野での四十日間を突き抜け、園でのあの恐ろしい夜の暗闇を突き抜けられた。彼は急いで裁きの間を通り抜け、十字架に急行された。自分の道を貫徹して、「終了した」と言える地点に到達された。彼にすべてを忘れさせたのは、自分の前に置かれた喜びだった。群衆がご自分の周りに群がって泣いた時、彼はその人々の方を向いて、「わたしのために泣いてはならない。自分や自分の子供たちのために泣きなさい」と言われた。彼は自分を否み、自分自身の利益を全く忘れていたので、他の人々のことしか考えておられなかった。あなたや私を救うために、恥をものともせず、すべてを忘れ、すべてを耐え忍ばれたのである。愛する人よ、われわれも同じように進み、同じようにしようではないか。


  証人たちがわれわれのことを恥に思わないように進み通したいものである。今、彼らは天の回廊にいる。ヘブル書著者によると、彼らは証人である。この聖書学校で起きていることをナップ兄弟が知っているかどうかはわからない。もしこの御言葉に何らかの意味があるとするなら、それが意味するのは、われわれに先だって行った者たちがわれわれの競争を見ているということである。ヘブル書十一章の内容は、「天の回廊は私がここで述べたような人々でいっぱいです。最善を尽くしなさい」ということである。これが私の訳である。われわれはこの競争を走って賞を勝ち取った人々に囲まれている。ああ、この事実を悟れさえすれば。数年前まで、彼らはわれわれが今走っているのとまさに同じ競争を走っていた。さらに数年たてば、われわれは彼らが今いる所にいるだろう。それはすぐである。競争は短い。われわれは成功しなければならない。「イエスを仰ぎ見つつ」。


  今は恐ろしい試みの日であることを、あなたたちは知っている。今は、聖霊によって歩んでいる人々が夢にも思わなかった試練を忍ばなければならない日である。だから、絶えず「イエスを仰ぎ見」なければならない。われわれは時としてあまりにも多くのことをしようとする。あまりにも懸命に働こうとする。一目見るだけで、われわれはこの祝福を得ることができ、一目見るだけで、この祝福を保てるのである。イエスを思いみよ。自分自身、自分の試み、自分の境遇を思いみてはならない。イエスを思いみよ。そうするなら、この天の競争であなたは時間を稼ぐだろう。


  今朝、私はあなたたちのためのメッセージを負っている。あなたたちのためだけでなく、あなたたちが宣べ伝える人々のためでもある。人々に告げてほしい、「これはあなたたちが走るべき競争である」と。この若者はイエスのもとに行った時、自分の衣を投げ捨てた。群衆を掻き分けて進む邪魔になりかねないと感じたからである。われわれも同じようにしなければならない。


  結論として私は証ししたい。私は神に、私が進むのを遅らせるものをすべて私から取り除いてくださるよう求めている。全き聖めを受けるのは瞬時だが、捨て去るべきものがたくさんあり、学ぶべきことは膨大である。聖められた後も、大いに成長しなければならない。この意味で、聖めは漸進的な働きである。もし神がわれわれに対してご自分の道を行けるようになるなら、神はたくましさを伸ばし、われわれを強い男女にして、良い競争を走れるようにしてくださる。


  



  第五章 カナン征服


  
    「取るべき地は、なお多く残っている。」（ヨシュア十三・一）
  


  ヨシュア指揮下のカナン征服は、われわれの救いの将であるキリストの指揮下における、キリスト教の勝利のきわめて印象的な型である。


  ヨルダン川を渡って歌を歌うことと、中に入ることとは別の問題である。叫んでエリコの壁を崩し、アイでアカンを石打ちで殺し、「全地を所有した」と言えるようになるまで進み続けることは、さらに全く別の問題である。この言葉が発せられた当時、「カナンの地は制圧された」と誠実に言うことができた。南方の王たちとその軍勢はホレブで打ち破られ、北方諸国はメロンのほとりで征服された。しかし、個人的な嗣業を個々に取ることに関しては、人々はあまりにもぐずぐずしていた。そのため、ヨシュアは檄を飛ばして、「いつまであなたたちはぐずぐずしていて、あなたたちの神である主があなたたちの父祖たちに賜った土地を取りに行かないのか」と叫んだ。彼らのためらいは、第一にクリスチャン時代に関する、第二に個々のクリスチャン経験に関する印象的な絵図である。過去を一瞥すると、良き地を取りに出かけること、また、栄光を受けたかしらの大いなる命令を遂行することを、キリスト教がいかにさぼっていたのか、いかに乗り気でなかったのかを、見落とすことはありえない。アメリカのプロテスタント主義は昔も今も、失われた世界に向けて全聖書を印刷することをいかにさぼってきたことか。十九世紀たったのに、地上の人口の三分の二はキリストを知らず、十分の九は救いを受けていない。罪深い過去の諸世紀の間に、異教主義は恐ろしく増加した。いわゆるキリスト教国には、なおざりにされている群衆がいる。また、あらゆる所に暗闇が感じられる。こういうわけで、信仰を告白するキリスト教の教会が、出て行って神の御旨を成就することに関して、いかに遅々としていたのかをわれわれは見なければならない。神の御旨は最も尊い。神はこの古い世界のためにさえ、壮大な数々の計画を持っておられる。ただしそれは、それらの計画を遂行する人を神が見つけられる場合に限る。しかし、過去の時代全般にわたって、次のようなことが何度も起きた。すなわち、本来なら全教会がなすべきことを成し遂げるために、神は聖められた個人を大いに用いざるをえなかったし、時にはたった一人の人を用いざるをえなかったのである。多くの時、神は大衆の中からも、人を起こされた。その人は台頭する霊的死の潮流に立ち向かい、暗闇の勢力を押し返し、罪から救う福音を広め、他の世代に好機を与えることのできる人だった。どの時代も、彼の民のやる気のなさは一目瞭然だった。今日のわれわれも同じである。この野外集会が必要になった原因、今朝このようにわれわれがここにいる事実は、われわれの全般的無気力さとやる気のなさによる。諸々の状況に強いられて、われわれはここにいる。それは主のなさることを見るためであり、信仰を告白する友人たちがなおざりにしてきたこの偉大な命令を遂行するために何をなすべきかを見るためである。今日の空虚な信仰告白を神があわれんでくださいますように！偽りを暴き、力をわれわれの上に送って、偽善がその呪われた頭を覆って永遠の恥に入りますように。これらの事実をいくら嘆いたとしても、それを変えられる力は地上にはない。神が御腕を現して、その福音の力をわれわれの上に臨ませてくださらなければならない。神は御許に来る者をすべて極みまで救うことができる。これは教会の絵図であるだけでなく、個々のクリスチャンの経験でもある。ここで、決着をつけるべき諸々の問題がわれわれの多くに立ちはだかる。神よ、それらの問題に雄々しく立ち向かって適切に決着をつけるようわれわれを助けたまえ。「取るべき地は、なお多く残っている」。キリスト教会の弱さは、その原因を辿って行くと、聖霊を一度も受けたことがない事実に起因する。いわゆる聖潔運動の弱さは、その原因を辿って行くと、聖霊を認め損なった事実に起因する。それなのに、進んで行って良き地を取ろうとしているのである。多くの人は間違いなく聖霊を受けたが、その賜物と恵みをなおざりにしたせいで、聖霊を悲しませて消してしまい、とうとう聖霊は退いてしまわれたのである。聖潔運動の弱さと、多くの場所で喫した不名誉な敗北は、その原因を辿って行くと、次の事実に起因する。すなわち、人々が御霊の賜物を受け損なってきたためであり、主の軍勢の将である御方を認めずに、この御方を前線にとどめておくことに失敗してきたためなのである。われわれの多くは自分が指導者になることを望んできた。働きは主のものであって、われわれは助手にすぎないことを理解するべきだったのに、われわれは自分たちを助けてくださるよう主を呼び求めた。われわれに関わるすべてのものの唯一の所有者は主であることを理解するべきだったのに、われわれは緊急事態に際して主を呼び求めた。「主がわれわれを問題から守ってくださる」と主に信頼するべきだったのに、われわれは困難に際して主の御許に行った。全き聖めはクリスチャン経験の極致であると思い込む過ちを犯している人もいる。実は、全き聖めは、勝利の、輝かしい、征服の歩みの始まりにすぎず、日が沈むまで良き地を取らなければならないのである。多くの人は神と共に歩むことに失敗した。最悪なことに、彼らは後に取り残されたのである。彼らの多くは依然として聖めを告白し、それを誠実に証しするが、確かに荒廃していて空虚であり、力もなく、無様な失敗を犯している。全き聖めは瞬間的なものであるだけでなく、漸進的なものでもあることを、多くの人は忘れている。悲しいことに今日、この経験の漸進的な面がなおざりにされている。全き聖めを受けるのは瞬間的であり、生来の罪は瞬時に滅ぼされ、聖霊がその宮に来臨されるのは突然である。しかし、聖化の外面的な働きと、日々の生活で聖霊を着ることとは漸進的である。われわれの心は一瞬で清くされるが、われわれの生活は年がたつにつれて御姿に同形化されてゆく。神の最高の御旨がわれわれの内に、またわれわれを通して成就されるには、そして、われわれが良き地を取れるようになるには、時間、忍耐、労苦が必要であり、神を待ち望むことが必要である。


  速記術の諸々の原則は比較的短時間で修得できるかもしれないが、その技術を楽々と素早く身につけて実践するには時間が必要である。クリスチャン経験においても、瞬間的に得られるものがとてもたくさんあるが、楽々と使いこなすすべを学ぶには年月が必要である。パウロは「私はどんな境遇でも満ち足りることを学んだ」と述べている。私もこれを学んだ。啓示によるものもあれば、学びによるものもある。パウロは「私は貧に処する道を知っており、富におる道も知っている」と述べている。貧しいがそれに処する道を知らない人が大勢いる。パウロは「私は貧に処する道を知っている」と述べている。彼は尊大にならずに安楽さに処する道、順境に処する道を知っていた。他方、彼は貧に処する道を知っていた。暗く薄汚い床の上で文句を言わずに眠る道を知っていた。そうする道を知っていた。そうせざるをえないことと、そうする道を知っていることとは別問題である。クリスチャン経験のこの漸進的な面は、悲しむべきことになおざりにされてきた。そのため、多くの人が力を奪われ、神と共に歩むことに全く失敗している。主はヨシュアに「取るべき地は、なお多く残っている」と言われた。主がこの御言葉を語られた時、ヨシュアの足下には首を刎ねられた三十一王が横たわっており、ヨシュアは三十一の堅固な要塞を掌握していたが、取るべき地はなおかなり残っていたのである。彼らは取った地の首長たちを打ち倒し、いくつもの要塞を取ったが、神は「終局に達したと早合点してはならない」と言われた。縦走すべき距離は長大であり、上るべき山頂はさらに高い。日が沈むまで進み行け。われわれの多くに関して言うと、以前受けた教育がわれわれの邪魔をしている。われわれは間違った教育を受けてきた。それらがあまりにも積もり重なっているため、聖霊はそれを一層ずつ取り除かなければならない。一層また一層と取り除かなければならない。ペテロはそのようなユダヤ人だったので、心を清められた後、頭の体操をする経験をしなければならなかった。神と共に歩むとき、われわれは進んで行って途方もないこと、夢にも思わなかったことを経験する。主がわれわれの体についてわれわれに話されるのを経験し、自分の体調、境遇、自分の生活に臨む奇妙な摂理、決して説明のつかないものについて、主に信頼するよう導かれる。そうするとき、主は恐ろしい圧迫の下にあるわれわれを導き、守ってくださる。ひどく困惑する試練の境遇の中で、聖霊がわれわれの叫びを静め、優しい歌を歌ってわれわれを眠らせてくださるのを、われわれは経験する。主に従って行くこと、主を知ることは、きわめて奇妙なひどい境遇でも主に信頼することである。困難、試練、暗い状況に囲まれていても、ナイチンゲールのように歌い、絶えず喜び、尽きるおそれのない深い泉から飲むのをわれわれは経験する。いわゆる聖潔運動の中にある純福音への反対は、その原因を辿ると、人々が聖霊と共に歩んでいない事実に行き着く。彼らはみな同じように正真正銘のペンテコステを経験したかもしれないが、もし聖書中にある何かに反対しているなら、それは彼らが聖書の著者である御方と親しくないせいである。そして、反対を続けるなら、その魂は痩せこけるだろう。今朝このメッセージを聞いている人の中に聖霊と共に歩んできた人がいるなら、聖霊はその人に天で行われる遠足についてささやいておられることだろう。もしあなたが神の臨在と共に一人で隠遁して歩んで来たなら、あなたは主の地上への再来という奥義を知っていることだろう。真に前進している聖徒でも、友人たちの不誠実さがわかる時、すべてが不利に思われて落胆する時、説明しようのない悲しみに満たされる時、状況全体が一変する時がある。しかしその時、聖霊はあなたに主の再来についてささやかれる。主はあなたを携え上げて、来たるべき艱難から連れ出し、新エルサレムの中に住まわされる。そこでは、この地上に住む者たちの上に必ず臨む恐ろしい出来事を見ることはない。聖霊を受けている人々は救いの価値を知るのに、あまり神学を知る必要はない。無味乾燥な説教で人々に忍耐を強いるのに神学が必要かもしれないが、神から昔ながらの根本的真理を受けるのに、諸々の学派の神学は決して必要ない。正統的になるために、自分の仕事を辞めて図書館を渉猟する必要はない。諸々の学派から詰め込まれた大量のものを、主は叩き出さなければならないかもしれないが、主にはそれができる。神は心を磨いて頭脳を大きくすることができるだけでなく、頭脳のちっぽけな人々を用いて、神学にたけた人々以上のことを成し遂げてこられた。全く聖められた人は目に見えない都を見、理解できないことを理解し、奥義を理解し、地上の多くの人々が知らないことを知る。主は、君主たち、参事官たち、地上の王たちを驚かせるような奥義をあなたにささやかれる。主と共に歩むとき、あなたは主とその御業に親しむようになる。試練、悲しみ、死別の中でも、大いなる慰めを見いだすようになる。これは全く説明がつかない。これを理解できる人はだれもいない。しかし、いと高き方の隠れ場に閉じこもって慰め主と語り合う人の魂を、主は命の水の中に浸し、油――純粋な油――を注いでくださる。そして、彼らは主の御前に座す。時として主が沈黙しておられるように思われても、不安になることはない。愛している方の無言の臨在の中に座すことは、きわめて大きな満足を与えてくれる。主の慰めに満ちた臨在は慰めを与えて、堅固な者にしてくれる。われわれが進んで行って良き地を取っている間、主は絶えずしっかりとわれわれを支えてくださる。兄弟姉妹よ、あなたたちは進んでいるだろうか？ヨルダン川の岸辺に到着しただろうか？


  カナンは右にも左にも境界があると述べられているが、われわれの前に境界線はない。日が沈むまで進むのである。この輝かしい朝、われわれの中には大いなる祝福の頂に座している人もいるが、その目的はさらなる領域をわれわれに見せるためにほかならない。他の山頂に達しても、依然として他の領域、霊的祝福の他の山頂がある。あなたは飛び跳ねながら進んで行き、近い将来、飛び跳ねるパウロのように、飛び跳ねつつ神の都の中に入るのである。


  この前進、聖霊と腕を組んで歩む歩みは、宇宙の他の何物にもない特徴を帯びている。われわれはどこまでも進んで行く。都を陥落させても立ち止まらず、王の首を刎ねても立ち止まらない。進んで行って個人的嗣業を獲得する。今朝目を上げて、主がわれわれのために獲得してくださったものの素晴らしさを見つめようではないか。近い将来、アクサの祝福の宿る地にわれわれは渡るだろう。彼女は結婚した時、父であるカレブに、自分の嗣業である南の地だけでなく、「上なる泉と下なる泉」をも要求した。南の地は焼け付く日ざしの下にあり、焼け付くような熱で干上がることもしばしばあったが、彼女は下なる泉だけでなく上なる泉をも得ることに成功した。そして山々の泉から、雪どけ水の供給を常に受けて、冷たい爽やかな水だけでなく、南の地を肥沃にする水をも得たのである。焼け付く日ざしの下で、彼女の貯水池、小川、細流、渓流が乾き切った時、谷の細流がなくなった時、そこに上なる泉からの流れが注ぎ込んだ。その流れは決して尽きなかった。他の人々なら灼熱の下で干からびていただろうが、彼女は何があっても決して干からびない泉を要求した。アクサはこの素晴らしい聖化の祝福のきわめて顕著な麗しい型だった。ああ、神に感謝すべきことに、このような地があるのである。そこには下なる泉がある。その泉は地的喜び、友人たちや愛する者たちとの交友、主がわれわれに授けてくださる束の間の祝福の泉である。しかし、そうしたものがみな過ぎ去って、地的喜びがことごとく干上がり、人の最後の支えが崩れ落ちる時、神の愛と恵みの豊かな大海という上なる泉から、爽やかな流れがわれわれの魂の上に臨み、われわれは「言いようのない喜びをもって喜び、栄光に満ちる」のである。


  地的泉が干からびる時を、われわれ全員が経験する。この地上の喜びは消えて行く。かつて宮殿のような家に暮らし、駿馬を駆り、豪華な馬車に乗っていた人々を私は知っている。しかし、彼らの地的富は消え失せ、今では粗末な小屋で暮らしている。しかし、その目は燦めいており、その顔は輝いているのがわかる。彼らは決して尽きない泉、上なる泉から飲んでいるのがわかる。神に感謝すべきことに、決して尽きない泉の地があるのである！それは山の水であり、天の丘々の頂から、神の都を喜ばせる流れから発する。そこで聖徒たちは神の家の豊かさに満ち足り、神の喜びの川々から飲む。最後まで耐え切った聖徒たち、神のために最大のことを成し遂げた聖徒たちは、常にこれらの泉を持っていた。アブラハムはそれらをモリヤ山で見いだした。モーセはこれらの泉をミデヤンの丘々の間に見いだした。ダビデは敵の前から命からがら逃げて、洞穴や荒野に隠れた時、それらを見いだした。彼は大いに飲んで、「神の都を喜ばせる流れ」の川々について歌った。


  イザヤは、自分の生活を取り巻く暗闇や試練のさなかで、これらの上なる泉を見いだして、輝かしい流れと泉について歌った。そしてしばしば、「あなたたちは喜びつつ救いの井戸から水を汲む」と述べた。ハバククは、牧場が干からびて焼け付いている時に、これらの泉を見いだした。群れはいなくなり、畜舎には何もなく、穀物は干からびて、ぶどう園には何もなかった時、彼は自分のぶどうの木やいちじくの木の下に座って、「それでも私は主にあって喜ぶ。わが救いの神にあって喜ぶ」と歌った。パウロとシラスはこれらの泉をピリピの古びた牢獄の中で見いだした。彼らが歌うと扉は開き、さらに歌うと囚人たちは解放された。彼らには、決して尽きない喜びのこれらの泉があったからである。ジョン・バニヤンはこれらの泉をベッドフォードの牢獄で見いだして、ある日、「人々は私を牢獄に閉じ込めたので、私は書くために座った。私はひたすら書いた。喜びに促されたからである」と言った。メアリー・ダイアーはボストン下院の処刑台でこれらの泉を見いだし、ひたすら飲み続けて、ついに彼女の魂は神の都に向かって飛翔した。棺の中に入れられた後の彼女の輝きに満ちた顔は、星々の彼方の上なる泉の聖なる水に夢中だったことを示していた。愛する人よ、思い違いをしてはいけない。これらの泉は依然として流れているのである。「これらの泉はみな干上がってしまった」と信じ込んでいないだろうか？「のびのびしたクリスチャン経験は過去のものである」と信じ込んでいないだろうか？キリスト教は変わっていない。人々はあなたに、「われわれは昔の人々と比べて感情的ではなく、教育がわれわれの感性を変えたのである」と言うかもしれないが、諸君、信じてはならない。この世の霊は変わっておらず、福音の霊は永遠に同じである。教育者があなたに「われわれは感情的宗教を卒業したのである」と言うなら、あなたは上なる泉からさらに飲むがよい。神が自分のためになしてくださったことのゆえに、神にどう十分に感謝すればいいのかわからないなら、詩篇作者と共に「私は救いの杯を取ります」と言うがよい。自分の周りの池や貯水池が空っぽで、小川は干上がっているなら、思い出せ。あなたは上なる泉から飲むことができ、もはや渇くことはないのである。


  目を見張るような仕方で人々が神の御旨を成し遂げたどの時代も、彼らは新しい水路を切り開かなければならなかった。古い道しるべを後にして、一人で進まなければならなかった。さらに豊かな潮流のために、新しい水路を切り開かなければならなかった。諸君、あなたがこの運動の中にいる目的がたんなるありきたりのものを得るためなら、私はあなたと同行できない。しかし、この会衆がわれわれに加わって並外れたものを求めるなら、たとえ新たな水路を切り開き、踏み固められた古い道を離れて昔ながらのわだちから抜け出さなければならなくても、人々や悪魔どもを気にせずに、神と共に最後まで進み通すなら、私は永遠にあなたと共にいる。神のために最大のことを成し遂げた人々や運動は、世的宗教の踏み固められた道を全く無視して、極端、無駄、非合理的と見なされていたことを行ったのである。キリスト教を人の理屈や人の賢さと調和させようとは決してしなかったのである。アブラハムは先駆者だった。ヨナはニネベへの最初の宣教士だった。モーセは四十年間受けてきた教育に完全に背を向けて、ごつごつした杖以外何も持たずに出て行かなければならなかった。モーセには薬学の知識があり、学識があった。文字どおり諸々の栄誉を多く受けていた。それにもかかわらず、それに背を向けて、一片の真鍮を棒に取り付けて、人々がそれを見るようにしなければならなかったのである。マルチン・ルター、ジョージ・フォックス、ジョン・ウェスレー、神のために何らかの偉業を成し遂げた人はみな、誤解を受けつつ着手しなければならなかったし、神の御旨を成し遂げるために異様なきわめて極端に思われることをしなければならなかったのである。だから前進しようとするなら、われわれは新たな水路を切り開かなければならない。新たな試練がわれわれに臨むだろうし、とても困難なことがわれわれの前に現れるだろう。敵は訴え、計画を練り、策略を講じて、様々な方面からやって来るだろう。しかし、聖霊と共に歩むなら、神に感謝すべきことに、われわれは良き地を得るのである。一人でも、愛する人よ、私は良き地を取るつもりである。私は来たるべきペンテコステについて、とても長い間祈り求め、涙を流し、記事を書いてきたので、それが到来した時に引き下がることなどできない。来たるべきペンテコステについて書き記し、話してきたのに、その栄光の大波が自分たちの上ではじけるのを目にして驚くなら、それは愚かなことである。神が私の証人である。私の魂には微塵の妥協もない。私がこの地上にいて神が私に息を与えてくださるかぎり、私は力を尽くして罪と戦い、出来るかぎり領地を取るつもりである。愛する人よ、われわれはペンテコステ的力やペンテコステ的顕現に戻るべきではないが、われわれの中にはその方面に向かっている人もいる。われわれは日没の後を追っている。「取るべき地は、なお多く残っている」のが見える。無断居住者がわれわれの平原を取るのではないかと人々は心配しているが、われわれは自分自身の問題を顧みなければならない。人々が撤退しても、われわれは良き地を取らなければならない。われわれのなすべきことは、その領域を徒渉することだけである。「あなたたちは歩んだ分だけ土地を得る」と主は言われる。私は死ぬまで歩くつもりである。私は良き地を得なければならない。


  自分の部屋にいた時、この講壇に来る前、私は天からの声を聞いた。この野外集会では「取るべき地は、なお多く残っている」ことがわかった。だれかが取るべき地を取らなければならない。だれかがそのようにテントを張らなければならない。主の来臨が遅れているのは、良き地がまだ占領されていないからである。いくつもの世代が次々と地上を席巻してきた。立ち上がって良き地を取る世代を見いだせるまで、神は待っておられる。その世代がわれわれだとしたらどうだろう。素晴らしすぎてありえなさそうに思われるが、これに優るものはない。私は信じる。もしこのことで神がご自分の道を進むことができるなら、まさにこの運動はこの今の時代をついには完結させるだろう。小羊の婚宴の席をすべて埋めなければならない。まもなく最後の席が埋まるだろう。その時、われわれの主は立ち上がって腰に帯をし、われわれは空中で主と会って、小羊の婚宴の間に入るだろう。私はそこにいなければならない。


  良き地の中にいなければ、立ち上がってそれを取ることはできないし、完全に救われていなければ、その中に入ることはできない。最初から始めなければならない人が大勢いる。私の前には大勢の人々がいる。その人々は、聖化の漸進的な面に注意を払っていれば、今いる所からもう何年も進んでいただろう人々である。彼らは野外集会のたびに問題解決のために駆け込む代わりに、神のために宣べ伝え、歌い、叫んでいただろう。おそらく、この世界の反対側で。今朝私が願っているのは、あなたたちが下って行って何かを獲得し、あなたたちがもはや再び祭壇に行く必要がなくなることである。私は願う。あなたたちが何かを獲得して、たとえガブリエルが下って来てあなたたちに宣べ伝えたとしても、戻って行って「私はこの人々を祭壇にもたらせませんでした」と言うようになることを。われわれは進んで行って良き地を占領し、聖霊と共に歩み続けるだろうか？とても特異な状況や奇妙な環境の下で、あなたは泉から飲まなければならなくなるかもしれないが、神に感謝すべきことに、神はあなたと共にいてくださる。主は私の魂の中に鉄柱を据えてくださったかのように私は感じる。これは素晴らしいことである！あなたが神と歩調を合わせているとき、そして、あなたが辛い目や厳しい目に遭うのを神がご覧になるとき、神は鉄の肋材を入れてくださる。神に栄光あれ！私は飛び跳ねたい。聖徒が前進するとき、神の民が聖霊の導きの下で力を合わせて取り組むとき、この地球は地震の衝動を感じるようになる。大きな試練や難局の下にあってもあなたが神にあって喜んでいるのを罪人が見る時、そのような時にあなたが目に見えない泉で飲んでいるのを罪人が見る時、その時、罪人は「自分も一口飲みたい」と求めるだろう。「これこそ自分が求める宗教だ」と言うだろう。そのような時にわれわれが飲まないなら、神は注視しておられ、罪人も注視している。難局にあって歌い、輝き、叫ばないなら、それはわれわれの王とその王国――われわれはその代表者であると言っている――の権益に反することである。ああ、良き地を取ることができるよう、今朝どうか神がわれわれを助けてくださいますように！私は次の山頂を目指している。新たな領域を見ることを期待している。私はあまり目立つ存在には思われていないが、宙返りをしなければならないならそうするだろう。聖霊によるものは何事も、常に秩序立っている。あなたは新しい光を得ただろうか？今朝、あなたは自分の体のために神に拠り頼むことができただろうか？私は信じているが、ここにいる人々の中には、下にあるものを手放して上に達し、決してなくならないものをさらにしっかりと捉える人々がいるだろう。この世は過ぎ去る。それはなくなる。決して燃え尽きないものをわれわれは得なければならない。立ち上がって前進しようではないか。高みや深みを見ようではないか。われわれはどのみちこの世の屑である。教会はわれわれにとても耐えられない。われわれは救いに何が含まれているのかを見るほうがよい。あなたは自分が良き地の中にいないことをわかっていながら、立ち上がって徒渉するつもりがないのか？失敗は許されない。批判してはならない。質問してはならない。立ち上がって前進せよ。自分のことを話すな。自分が諦めきっていることや自分のしていることを主に告げるのではなく、主はいかに愛すべき方であり自分はいかに愚かだったかを主に告げよ。自分がいかにのろまで愚かだったかを主に告げよ。祭壇に行って、自分がどれほど主に明け渡してきたかを主に告げてはならない。手がそれでいっぱいなことを主はいずれにせよご存じだし、私もあなたが明け渡したものについてさんざん聞いている。そういう話はうんざりである。あなたが神、その豊富、その積極性、その忠実さについてもっと話すのを私は聞きたい。「神はそれを行うことを私以上に望んでおられる」とあなたが言うのを私は聞きたいのである。


  



  第六章 契約の使者


  
   「見よ、わたしはわが使者を遣わす。彼はわたしの前に道を備える。またあなたたちが求めるところの主は、たちまちその宮に来る。見よ、あなたたちの喜ぶ契約の使者が来ると、万軍の主が言われる。しかし、その来る日には誰が耐えられよう？その現れる時には、誰が立ちえよう？」（マラキ三・一）
  


  これは、旧約経綸のまさに最後の使者からの、まさに最後の知らせである。その名前自体が「わたしの使者」を意味する。彼はその経綸に対する神の最後の知らせを告げる最後の使者だった。彼の声のこだまが遠方で消え去った時、恐るべき四百年の沈黙が始まった。マラキがこの最後の知らせを告げ終わった時から、「神は昔は預言者たちによって語られたが、御子によって語られ」る時まで、神の御口からは一言たりとも聞かれなかった。ああ、恐るべきこの四世紀の暗闇！神が沈黙される時、この世はいつでも悲惨な暗闇である。神から聞くことができないとき、薄暗がり、沈黙、耐えられない沈黙がわれわれの上に臨む。そのため時として、人々は嘆き、髪を掻きむしり、通りや森や野原を歩き、悲鳴を上げて叫ぶのだが、それでもその声の響きには何の応答もない。ああ、神の沈黙！神があなたの魂に二度と語られなくなったらどうなるか？恐るべき沈黙の四世紀の境目に立たなければならなくなったらどうなるか？考えてみよ！神が常にわれわれに語ってくださることを、この午後いかに感謝するべきか。「ユダは一切れの食物を受け取ると、すぐに出て行った。時は夜であった」とあるのを私は読んだ。魂が神の臨在から出て行く時は、常に夜である！ああ、神から聞くことのできない魂の上に臨む、この薄暗い恐るべき夜の漆黒と闇よ！磔殺というこの恐るべき試練をくぐったことのある人なら、夜明けに先立つこの悲惨な沈黙について私が述べる時、私の言っていることを理解するだろう。それは決して終わらないように思われる恐るべき夜であり、耐えられそうにない漆黒と闇である。神が再び語ってくださる時、魂はどれほど喜ぶことか！ああ、神がわれわれに語ってくださることのゆえに、御名に栄光あれ！


  この年老いた預言者は啓示の高嶺の上に立ち、四百年の暗い谷間を見渡して夜明けを見た。彼はイエスの来臨を告げ、人々を罪から転じさせて悔い改めと神に向かわせようとする一方で、彼らが神を悲しませている事実、神を侮っている事実、背教に陥ってさまよっている事実に注意を向けさせる。その事実のせいで、とうとう神は彼らに二度と語ろうとはされなくなったのである。なんと恐ろしいことか！兄弟よ、この午後もしあなたが神を求めているなら、暗闇だけでも恐ろしいと思うだろう。しかし、この暗闇が続いて増し加わっていき、何世紀すぎても神から一言も聞けないと想像してみよ。それこそ地獄であるように私には思われる。間違いなく、それは私には十分に地獄であるにちがいない。全き聖めの祝福を求めていた頃のことを私は思い出す。その頃、私はよく家族から離れ、友人たちから離れ、きらめく星々の下で、巨大なオークの木々の間に行ったものだった。そこはコオロギの歌や、時折夜鷹の悲しげな泣き声しか聞こえない所だった。しかし、それですら私の罪の意識を深めるように思われたし、その時の静けさは私を殺さんばかりのように思われたのである。私は叫び、悲鳴を上げ、地面の上を転がって、神に嘆願した。ああ、身震いするような感覚でなんと満たされたことか！なんという夜明けだったことか！神が答え始めてくださった時、私の魂にささやき始めてくださった時、東になんという日がさしたことか！私は前のめりになって、神の語りかけに耳を傾けた。ああ、神がわれわれに語ってくださるとは、なんたるあわれみか！何度も何度も、耳を傾けるようわれわれは命じられている。神に何か言うべきことがある時はいつでも、われわれが細心の注意を払う価値があるものを神は持っておられる。かりに神が今日われわれに天から語ってくださるなら、それは大いに価値あることである。それがほんの一文だったとしても、われわれはそれを額に入れ、金メッキし、われわれの魂の壁に永遠に掛けるだろう。この午後、私が注目したいのは次のことである。預言者たちの経綸が終わった終末の時代は、今の時代の終末を著しく予表しているのである。アダムがエデンの園で失敗したように、ノアの洪水以前の時代が裁かれたように、族長の家族がエジプトの暗闇と束縛の中に落ち込んだように、カナン征服が長い捕囚に終わったように、旧経綸が恐るべき夜の四百年の漆黒と暗闇の中に陥ったように、確実にこの経綸時代も背教と恐るべき暗闇に終わるのである。人々はこれを見ていないらしいのを私は承知している。真に霊的な人以外、だれもこれを理解していないようである。平均的なクリスチャンは、われわれを取り巻いているこの恐るべき暗闇を少しもわかっていない。これはきわめて痛ましいことである。真に聖められた人が道や野原を歩いていると、心が痛んで目から涙が流れ、「来て、この恐ろしい罪の支配を終わらせてください」と主に向かって叫ぶことがよくある。捕囚から回復された後、イスラエルは繁栄の時期を迎えたが長続きしなかった。今日、繁栄に耐えられる人はほとんどいない。繁栄している時よりも、きわめて深い悲しみと厳しい試練の中にある時の方が、人々は霊的になる。この年老いた預言者は立ち上がって、人々の間に商売根性がはびこっていて、人々の自発的奉仕と自己否定はすっかり過去のものになってしまった事実に、人々の注意を向けさせる。彼は言う、「無給で宮の扉を閉ざす人はだれもいない。どうしてこんなことになってしまったのか。賃金なしで祭壇に火をともす人が一人も見つからない」と。われわれは今や霊的衰退の時を迎えた。人々が宗教的なのは金が目当てである。教会員でいるのは、そこから何かが得られるからである。多くの人々がわれわれのこの世的な人気のある諸教会の会員でいるのは、経済的利益のためである。商売人が教会を支援するのは、教会に支援してもらうためである。ブリキ職人、馬具屋、靴屋が、ある村に入ってそこに落ち着くと、一番人気のある教会を探して、そこの礼拝に出席するのは、教会員たちに支援してもらうためである。ああ、近頃は給料は高いのに、リバイバルが一つも起きない。オルガン奏者、聖歌隊員、歌手は給料をもらっているのに、回心者は一人もいない！今の時代はマラキの時代に似ていないだろうか？今は欲得ずくの時代である。主や教会のために何をするにしても、だれもが高給を欲しがるのである。この時代の終末の恐るべき背教がすでにわれわれの上に臨んでいる。どうか神がわれわれを助けてくださり、今は恐ろしい時代であること、われわれは恐るべきことに遭遇していること、立ち向かうには人の力以上のものを身に帯びなければならないことを見せてくださいますように。われわれを不動の者にしてくれるものを、われわれは得なければならない。どんな嵐があろうと、大波がどれほど荒れ狂おうと、穏やかに乗り切るためである。この年老いた預言者は、人々が汚れたパンをささげている背教の状態に注意を向けさせる。パンが古くて食べられない時、人々はそれを主にささげたのである。そのような事は想像もつかない。しかし、今日ささげられているものは、多くの場合、いらないものだったり、なくても快適にやっていけるものである、と言えるのではないだろうか？彼は言う、「あなたたちは目の見えないものをささげ、足なえのものや病んでいるものをいけにえとしてささげている」と。当時、人々が主へのささげ物として片目の動物や、三つ足になった動物や、病んでいたり足なえだったりする動物を選ぶようになった時、彼らは霊的衰退の状態に陥ったのである。これは馬鹿げたことに思われるが、まさに私自身が直面していることである。人々のいけにえやささげ物が、足なえで病んでいるのである。肥え太ったささげ物ではなく、欠け目のないささげ物でもない。自発的なささげ物であることは滅多にない。私は信じているが、聖められた金の一ドルの方が病んだ金の十ドルよりも有用である。祈りと聖なる生活に支えられた一ドルの自発的ささげ物は、諸教会がバザーや祭りや豆の夕食で募る十ドルよりも価値がある。片目の動物や足なえの動物を神にささげようとする者が、あなたたちの中にだれかいるだろうか？しかし、何であれ十分の一を差し控える者は足なえの動物をささげている、と言えるのではないだろうか？けちけちと控え目に与える者はみな、不完全なもの、足なえのもの、目の見えないものをささげている、と言えるのではないだろうか？われわれは最上のものや初穂を神にささげるべきである。そうする代わりに、いわゆる聖潔派の人々はドル札を取っておいてペニー硬貨をささげている。神はやもめの少額硬貨は受け取ってくださるが、病んでいるもの、足なえのもの、傷のあるささげ物を決して受け取られない。今日神が望んでおられるのは、自己を否定して自己を犠牲にする人々である。神が最上のものを求めておられるのは、必要としているからではなく、それを与えることによってわれわれは神に対する自分たちの愛や熱心さを示すことになるからである。神に感謝すべきことに、これは最上のもの、群れの初子、事実上すべての持ち物をささげて、それを御足下に置くようわれわれを促す経験なのである。


  この預言者はここで現経綸の到来について述べている。彼は契約の使者として聖霊の経綸、世界史で最も素晴らしい時代の到来を告げる。今日われわれが受けている特権は、過去の何ものをも凌駕している。私はかつて、「主ご自身が地上におられた時、主と共にいて、主と共に村々や町々を歩き、主の御口から発せられる恵みの言葉に耳を傾けることができたなら、それはどんなに素晴らしい特権だったことか」とよく思っていた。しかし、愛する人よ、聖霊はわれわれの目を開いてくださって、御子の経綸より優るものがあることを見せてくださる。その特権は過去全体の上にそびえ立ち、われわれを高めて聖霊の経綸にもたらす。その特権は過去最大の特権の一つであり、以前なら人々が五十日かけて行った以上のことを、人は神のために一日で行うことができる。万事が聖められた教会の可能性を増し加えている。世界を福音化する用意を整えるという目標に向かって、万事が働いているように思われる。機械の発明、最近の進歩、現代の発見はどれも、聖められた教会が栄光を受けたかしらの御計画と御旨を成し遂げる助けをすることを目的としている。今はせわしい時代である。人々が時を待とうとしない時代である。起きていても眠っていても、われわれは走り回っている。先日、夜私はシカゴで眠りにつき、シンシナティで目覚めた。人の天才的な成果のおかげで眠っている間に三百マイル移動できたのだとすると、天の機器や知恵に慣れていれば、聖められた教会は一体何が出来ていたことか。今は凄まじい進歩の時代、稲妻のような急行列車の時代である。この古びた世界は、一つの巨大なささやきの回廊になった。自分の事務室に座って、遠く離れた友人たちと親しく会話できる。ああ、神の聖徒たちが炎と燃えて、時流についていくなら、われわれは何を成し遂げられることか。聖霊を知っている人がここの個室に入って短く祈り、受話器を置いて出て来るとき、神はインド、アフリカ、日本でその人に答えられる。ああ、愛する人よ、主の来臨の日に耐えられる者は誰か？神はご自分の真理を力強く描写するために、常に特定の象徴を用いられる。この箇所では、「布さらしの灰汁」と「吹き分ける者の火」によって教わることがわかる。灰汁は、もちろん、洗うためのものである。これは第一の祝福、再生の洗いである。布さらしの灰汁は強力な灰汁だが、再生の洗いはとても強力な洗いである。それは咎や犯した罪の汚れをすっかり取り除くだけでなく、罪を犯すことによって生じた腐敗をすべて取り除く。そのため、模範的再生をした人の魂の中には、元々の生来の堕落性しかなくなる。長い間不従順だった結果増し加わった人間性の腐敗は、この強力な再生の洗いによって除き去られる。次に来るのが聖霊の火である。水は洗うためだが、火は滅ぼすためである。


  愛する人よ、もし模範的再生をするなら、それは通常信じられている以上に遥かにわれわれにとって有益である。布さらしの灰汁は汚れや油を取り除くだけでなく、縮みを除いて衣服を直す。そのため、布を裁断しても型紙と同じ大きさのままである。これからわかるのは、非常に多くの人々が一度も再生されていないということである。彼らは膨れ上がり、縮こまり、信頼できない。全き聖めの前でもわれわれを神に対して真実な者とする恵みがある。確かに、それには困難が伴う。辛い時も時々あるかもしれないが、再生された人は神と共に突き進んで征服する。「勝利を得るために全く聖められなければならない」というこの誤謬を私は否定したい。再生された人は大勝利を得るし、悪の全勢力に対する驚異的な勝利を得ないかぎり、永遠の義認はありえない。主が現れる時、誰が耐えられよう。主は吹き分ける者の火、布さらしの灰汁のようだからである。


  数週間前、私はコロラド州のデンバーにある精錬所を通った。人々が荷台に積んだクリップルクリーク（アメリカの都市、訳注）の鉱石を大きな溶鉱炉の中に放り込んでいる所から私は見学を始めた。鉱石の他に石灰、石、他の物質も混ざっていて、それが何トンもあった。鉱石は黒ずんで汚れており、あまり金のようには見えなかった。人々は取鍋が満たされている所に私を連れて降りた。巨大な取鍋が半トンもの美しい流れる金属で満たされているのを見て、「ああ、これは素晴らしい！」と私は言った。人々は「ちっとも良くないですよ」と言って、それをゴミ捨て場に送った。何百トンも捨てては、それを鉱滓と呼んでいた。溶鉱炉を開けて白熱した流れる金属を数百ポンド流し出しては、それでも依然として「これはただの鉱滓だ」と言っていた。私は「金はどこにあるのですか？」と尋ねた。人々は私を反対側に連れて行って、小さなたらいを私に見せた。そのたらいの容積は半ガロンほどに見えたが、半分も満ちていなかった。「ここから金がとれるのです」と人々は言った。「これで全部ですか？」と私は言った。長い時間待った末に、ようやくその小さなたらいが一杯になって、鋳型一つ分になった。金の精錬業者のことを考える時、私は何トンもの鉱滓のことを思わずにはいられない。そこからは二、三匙の金しか得られないのである。これから私は昔のことを思い出した。私が溶鉱炉をくぐり抜けて全く聖められた時のことである。私は分離する火のことを覚えている。その火は泥や鉱滓が驚くほどあること、そして金はほとんどないことを示してくれた。一つまた一つと、私の心の中の偶像はその炎の中に送られてゴミ捨て場に運ばれた。救うべきものは何もないように私には思われた。火の下にある時、あなたはこのように感じるのである。聖霊のバプテスマは体積を大いに減らすが、価値を大いに高める。本物は火に耐える。燃やせば燃やすほど、ますます良くなる。燃やすことで金を損なうことはできない。ああ、愛する人よ、われわれが望んでいるのは燃え尽きないものである。裁きが到来しようとしている。可燃物をすべて滅ぼす試みが到来しようとしている。救われないかぎり、火が臨むことは決してない。救われる前に火が臨んでいたなら、われわれを全く滅ぼしていただろう。しかし、再生はわれわれに新しい性質、不滅の性質を与えてくれた。だから、神はこの火を第二の祝福のために差し控えておられるのである。神がわれわれに神聖な性質を与えてくださる時、われわれは燃え尽きることはない。神が火を燃やされたとしても、それは可燃性のものからわれわれをすっかり解放するだけである。金が一匙しかないのを見るのはとても恥ずかしいことだが、鉱滓がなくなったのを感じてほっとするのは素晴らしいことである。神に栄光あれ！われわれの身の回りにある燃え尽きてしまうものをすべて、神はいま望んでおられる。地上で吹き分ける者の火をくぐり抜けたことがあるなら、死後地獄の火はわれわれを捕らえることはできない。われわれが欲しいのは偽物の金ではなく本物である。燃やせば燃やすほど、ますます良くなるものである。小さくなればなるほど、ますます価値が増すものである。誰が耐えられよう？絶対的に神に明け渡した人々以外、だれも耐えられない。何か一つでもしがみついているものがあるかぎり、自己を否定しないかぎり、あなたは決して耐えられない。


  愛する人よ、自分自身のことを話すのをやめて、神のことを話すようにしようではないか。神をたたえよ。そうすれば神はあなたに誉れをお与えになる。裁きが到来しようとしている。ガブリエルがラッパを吹き鳴らそうとしている。世界は火のバプテスマによって聖められようとしている。われわれは燃え尽きないもので建てなければならない。木や草や刈り株ではなく、金、銀、宝石で建てなければならない。


  次に注目したいのは、愛する人よ、全き聖めは突然臨むものであるということである。主が突然臨まれるのは主の宮にであって、あなたの家にではない。自分を聖霊に明け渡して、神の信実さについて、その約束の確かさについて語れ。神に話し始めよ。神は決してしくじらなかったし、しくじることはありえないことを神に告げよ。しばらくの間、神の信実さについて神に告げよ。忍耐強く神を待ち望め。そうすれば神は来てくださる。「私は聖別されました」「私はすべてを明け渡しました」「私は何でもします。主よ、私、私、私……」と始終自分の聖別について話してばかりいる間は、神は決して来てくださらない。これが祝福をもたらすことは決してない。尊大な「私」から離れて、神について話し始めよ。神が過去いかに信実だったのか、約束の言葉を成就してくださることをあなたがどれほど神に期待しているのかを、神に告げよ。聖書が破られることは絶対にありえないことを神に告げよ。あなたが真に神に信頼するつもりであることを神がご覧になる時、神は来てくださり、決して遅れることはない。神を信じている人はほとんどいない。神に全く信頼している人はほとんどいない。だれかが主に向かって誉めるのを聞くのはなんとまれなことか。先日、私はある人が、「主はわれわれを助けてくださると、私は最善を尽くして信じるよう努力しています」と言うのを聞いた。なんとひどいことか！私が妻にこう言ったとしたらどうだろう。「あなたの言うことを、私は最善を尽くして信じるよう努力しています。あなたを信頼できればいいのに。私はあなたを信頼するよう努力しています。私があなたを信じるのを助けてください」。ひどいことである！神がわれわれをあわれんでくださいますように。ああ、愛する人よ、われわれはどうして信じようとする努力について告げて、あえて神を侮辱できようか。


  聖霊が来られる時、その来訪の目的はとどまることである。自分の感情が沈むたびに、「聖霊は自分から去ってしまった」と思い込んでいたらどうなるか？私は困ってしまうだろう。私は始終月の上を跳ねているような感覚を味わいたくない。私が望んでいるのは、時には揺り椅子の中で落ち着くことである。休むこと、聖霊がわれわれを休ませてくださることである。われわれはお互いに束縛に陥ってはならないし、他の人の経験に捕らわれてもならない。いかなる計画も用意してはならない。聖霊にすべての仕事をしてもらえ。聖霊が来られるのは突然だが、とどまるのは徐々にである。すきま風が吹いている所でたまたま寝てしまい、起きたとき頭痛がして、宗教的感情を感じなかったとしても、「自分は後退した」と思い込んではならない。「わたしは来てとどまらなければならない」と主が仰せられる以上、主はそうしなければならないのである。聖化は感情の問題ではなく事実の問題である。事実が十分にあるなら、感じていなくても主を賛美することができる。他の人と同じようには感じていないからといって、あるいは、他の時と同じように感じてはいないからといって、悪魔があなたを罠に陥れて威嚇するのを許してはならない。神の契約は永遠に永らえること、永遠の契約であることを覚えよ。あなたが契約を破らないかぎり、それは破られることはない。結婚の契約は、もしそれが適切になされたものなら、一生続くのに十分である。本当に結婚している人なら、再び結婚しようと思う人はだれもいない。毎月一回聖別しようというこのキリスト教的試みは愚かさの極みである。聖霊は来てとどまってくださる。あなたが聖霊を悲しませる時は必ず、聖霊はそのことをあなたに知らせてくださる。しかるべき時に教えてくださる。あなたが夜眠りに就く時、また朝起きる時も、聖霊はあなたと共にいてくださる。あなたが病や問題の中にある時も、聖霊はあなたと共にいてくださる。どんな緊急事態でも、聖霊は遅れずに絶えずそこにいてくださる。聖霊が遅れることは決してない。波が荒れ狂い、すべてが沈みそうに思われる時、聖霊は船の反対側で眠っておられる。しかし、聖霊は遅れずに起きてくださる。聖霊は真実な方であり、しくじることはありえない。永遠に御名に栄光あれ！


  



  第七章 われらの父の顧み


  
   「見よ、わたしはたなごころにあなたを彫り刻んだ。あなたの石垣は常にわが前にある。」（イザヤ四九・十六）
  


  これが、イスラエルの「主は私を見捨ててしまった、私の神は私を忘れてしまった」という叫びに対する答えだった。その時は苦悩の時、失意の時だったが、神は御声を発してこの御言葉を告げられた。「主はヤコブのすべての住まいにまさってシオンの門を愛される」。神は無限の顧みをもって常にご自身の民を顧みてこられた。キリストは世のためだけでなく教会のために命を与えてくださった。それは、「教会を聖めて、しみやしわやそのようなものの全くない栄光の教会をご自身に迎えるためであった」。イスラエルが落胆して、「主は私を見捨ててしまった、私の神は私を忘れてしまった」と叫んだ時――今朝の御言葉「見よ、わたしはたなごころにあなたを彫り刻んだ。あなたの石垣は常にわが前にある」からわかるように――助けになるもの、励ましになるものが必ず与えられたのである。


  この前の節で、主は世人が知っている恒常的な惜しみない愛情、母親の愛情に注意を促された。そして次に、あなたたちに対する彼の愛は最も愛情深い母親の愛情よりも大きいことを、イスラエルと全世界に教えようとされる。今朝これを信じられたらと、私はどれほど願っていることか！これがそうであることを知るようになればなるほど、どれほどこれはわれわれの心を砕くことか。この御言葉で私が最初に気づいたのは、ご自分の子供の一人一人を神は個人的に知っておられることをこの御言葉は告げていることである。「あなたを」というこの言葉が私に示しているのは、神はわれわれ全員の名前をご存じであること、われわれは大衆の中に埋没していないし、いっしょくたに愛されているわけでもないということである。われわれは運命という遠い岸辺に打ち寄せる人類という大波の中に埋没しているのではなく、個々の単独の存在であり、神はわれわれ一人一人を知っておられ、愛しておられるのである。神はわれわれの名をご存じであり、われわれの髪の毛もすべて数えられていることを思い出すと、大きな慰めである。東洋の羊飼いが、多分千頭の羊でも一匹一匹の名を知っていて、名前を呼ぶだけで呼ばれた羊は頭を上げてやって来るように、主はわれわれ一人一人のことを個人的かつ個別に、別々の存在としてご存じである。われわれの場合、お互いに忘れてしまって、会ってもわからないことが時々ある。過去に甘い交わりをしたことがあっても、そんな有様である。しかし、神はわれわれのことをご存じであり、われわれのことがわからなくなることは決してない。「この人なら自分のことを知っているはずだ」と思う人と会っても、その人はあなたのことがわからないように思われることがあったとしても、主はあなたやあなたの居場所をご存じであり、あなたやあなたの声の叫びがわからないことは決してないことを思い出せ。どんなに暗い時でも、状況がどれほど奇怪で悪化したとしても関係ない。尊い御名に永遠に栄光あれ！主はあなたのしていること、あなたの受けている苦難をご存じである。主はあなたに耐えられるものをご存じであり、あなたに耐えられない状況が決して生じないように見守ってくださる。


  サタンには大きな力があるが、制限されている。自分の力を常にすべて働かせられるわけではなく、力の使用を制限されている。サタンはある種の制約下にあり、あえて超えようとしないある種の境界がある。われわれの力は測られており、サタンがやって来てわれわれに敵対したとしても、その力は慎重に測られている。そのため、どんな誘惑でも、われわれに耐えられるよう、必ず逃れの道が用意されているのである。


  神はわれわれを個人的に知っているだけでなく、われわれを個人的に愛しておられる。その決して絶えることのない愛情と忠実さを証明するこれに優る証拠はない。神はこの真理を力強く証明するために最も強力な絵図を用いられた。にもかかわらず、神の愛と忠信さと顧みを疑問視する人がなんと大勢いることか。サタンが困難をわれわれにもたらすときや、悲しみでわれわれを取り囲むときは必ず、あわれみ深いキリストの温かな優しい愛情がわれわれの上に注がれる。どうか主がわれわれを助けてこれを見せてくださいますように。


  最近、私はある母親の記事を読んだ。その母親は、ろくでなしの無期懲役刑を受けた放蕩息子の後を追って行き、獄屋の入口のところに小さな小屋を与えてくれるよう求めた。母親はできるだけ息子のそばで生活して日々を送り、息子が死んでその獄屋の庭に葬られると、自分が死んだらその同じ不名誉な場所に葬って欲しいと要求した。それは、死んでも自分の骨を息子の亡骸と一緒にすることを望んでのことだった。母親はどこまでも息子の後を追って行き、ついにはだれもが「息子のことは放っておきなさい」と言うようになった。しかし、母親の心は決して息子から離れず、最終的に死んでもそうだったのである。


  さて、この御言葉は比較をしており、その教えるところは明確である。すなわち、ご自身の民に対する優しい同情に満ちた神の愛情に迫るほどの愛情を、人はこれまで決して抱いたことがないのである。きわめて深く、きわめて優しい、きわめて高貴な人間的愛情を思い描いたとしても、さらに進んで、「神はそれを遥かに上回るほど私を愛してくださっている」と信じることができる。私は時々思うのだが、もしわれわれが神の愛をもっと信じていれば、われわれはもっと高貴な者になっていただろうし、もしわれわれが神の信実さをもっと信じていれば、「神でもしくじるおそれがある」と少しでも思うことを恥ずかしく感じていただろう。神がどの世代でもご自身の民に対して忠信だったことをわれわれがもっと注意深く学んでいれば、どんな反対要因に直面しても、「神はわれわれと共におられ、われわれを切り抜けさせてくださる」と勇敢に信じる勇気がわれわれの魂の中に湧き起こっていただろう。


  姉妹よ、状況がどれほど暗くても関係ない。神はあなたを愛しておられる。人々がどれほどあなたに反対しても関係ない。神はあなたの友である。難問がどれほどあなたの周りに積み上がったとしても、誘惑がどれほど荒れ狂おうと、神は決してあなたを見捨てない。イスラエルの神は苦難を見るたびに同情してくださる。あなたの頬を一筋の涙が伝うとき、あなたが溜め息をつくとき、あなたが喘いだり、あなたの心が痛むとき、あわれみ深いキリストは必ずそれをすべてご覧になって理解してくださり、大いなる優しさをあなたに向けてくださる。そして、ご自分の愛を拒絶したエルサレムのために泣かれたように、もしあなたが彼に対して信実なら、キリストの大いなる心はあなたのために同情して悲しんでくださる。そして、あなたの不安をすべて取り去り、悲しみをくじいて、御前であなたを喜ばせようとしてくださる。主はイスラエルを裏切ったことは一度もない。イスラエルが主を裏切ったのである。「わたしは決してあなたを離れず、決してあなたを見捨てない」と主は仰せられる。


  また、主はわれわれのことを知っていて愛しておられるだけでなく、われわれに対する主の顧みは永遠であることもわかる。あなたを「たなごころに彫り刻んだ」と主は仰せられる。過ぎ行く諸世紀を経ても存続するもののゆえに、神を賛美せよ。印刷されているのでも、書き記されているのでも、印を押されているのでもない――彫り刻まれているのである。永遠の御父のたなごころにわれわれの名が彫り刻まれているのである。この特権のゆえに神に感謝せよ。この絵図は間違いなくユダヤ人の慣習から取られている。ユダヤ人が捕囚にあっていて都が廃墟と化していた時、彼らは自分の腕と手にエルサレムとその城壁の絵を描いた。そして、しばしばその絵を見て涙したのである。だから神は仰せられるのである、「あなたは常にわが目の前にあり、永遠に覚えられている」と。建築家は建物の詳細を描いて、その建物を建設している間、その図を常に自分の前に置いておく。それとまさに同じように、神はあなたの人生に関する完全な計画を立てておられ、永遠の愛をもって、決して忘れることなく、それを御前に置いておられるのである。母親は信実で、その愛情は地上で最も純粋で強力かもしれないが、それでも忘れるおそれがある。しかし、われわれを永遠に覚えていてくださる方がここにおられる。われわれは常に御前にしっかりと保たれている――御手のたなごころに彫り刻まれているのである。


  兄弟よ、あなたはこれまで考えたことがあっただろうか？建築計画が職工長の前で綿密に計画されるように、あなたの人生の計画は神の御前で綿密に計画されているのである。あなたは知っていただろうか？あなたが神の子なら、あなたに臨むことは偶然や不運によるものではなく、神の計画の一部なのである。また、あなたに臨むのを神が許されたことは必ず、あなたが神に信頼しているかぎり、神はそれをあなたの益にしてくださるのである。時として、これらの事柄は荒っぽい外見をしているが、あなたに対する神の計画の一部として受け入れなければならない。神はこれらの事柄を祝福としてくださる。神は地図を持っておられ、もし許されるなら、天の神聖な計画にしたがってあなたを導いてくださる。神は、遣わしたい所にあなたを遣わし、あなたにして欲しい働きをあなたに与えられる。たとえ困難や妨げや試練があったとしても、あなたの霊的力を成長させて、あなたが神に最高の栄光を帰すのに役立たないものがあなたに臨まないように見守ってくださる。これは思い煩い、不安、計画をなんと一掃してしまうことか！一度かぎり永遠に、何も言うことがない地点にわれわれをもたらしてくれるのである。われわれの計画や道筋は御手の中にあり、われわれにとって心地よいものである。それは天の議場で立てられたものである。天は何でもすることができ、将来待ち構えているものをすべて知っている。また、われわれにとって最大の益となり、神にとって最高の栄光となるように、われわれを導くすべを心得ている。


  この御言葉を神が語られた時のことを思い起こす時、この教訓はいっそう印象的なものになる。その当時、エルサレムの城壁は崩れ落ち、宮は廃墟になっていたのに、「あなたの石垣は常にわが前にある」と神は言われたのである。すべてが崩れ落ちているように思われる時、神の宮がまるで廃墟の中にあるかのように思われる時を、あなたは経験するだろう。今日の聖潔運動の中にすら、とても多くの分離、失敗、分裂、度重なる分裂、度重なる失敗を私は目にする。だから私はこのような御言葉に向かって、それを腕で抱きしめて、「あなたの石垣は常にわが前にある」と主が仰せられるのを聞きたいのである。城壁が崩れ落ちていることを主はご存じである。これを私はどれほど嬉しく思っていることか。宮が廃墟になっていることを主はご存じである。かつては純福音を説いていた人々がさ迷って行ってしまったことを主はご存じである。懐疑主義に陥った者もいるし、狂信に陥った者もいる。また、形式主義に陥った者もいる。ありとあらゆる～主義が四方から入り込んでいる。だが主は今朝、「あなたの石垣は常にわが前にある」と言われる。すべてが崩れ落ちて何の希望もなく、イスラエルは落胆し、すべてが闇夜のように暗い時、主は「わたしはたなごころにあなたを彫り刻んだ」と言われる。「城壁が崩れ落ちていることをわたしは知っているが、わたしはあなたを愛しており、あなたを見捨てない。城壁が再建される時が来る」。宮が見事に修復される時、都――新エルサレム――が天から下って来る時が来る。その時われわれは、夫のために美しく着飾った花嫁として、上に昇って行き、中に入って永遠に主と共にいるようになる。「神の礎は堅く据えられていて、『主はご自分の者を知っておられる』という印を帯びている」。神は善であり、私は神に信頼する。たとえ城壁は崩れ落ちていて、宮は鳥や獣やコウモリやあらゆる汚れたもので満ちていたとしても、神にとっては問題ではない。神は一つの民を持っておられる。たなごころに記されている民を持っておられる。神は彼の民に対して信実であり、彼の民は神に対して信実である。永遠に神に栄光あれ！兄弟よ、すべてが粉々になっていくかのように、皆が落後していくかのように思われる時を次に迎えたら、この御言葉の上に身を伸ばして叫ぶがよい。


  昨日は朝から晩まで、私がこれまで過ごした中で最も涙を流した日であった。私は見知らぬ人々の間で泣き、路上で泣いた。人々がどう思ったかはわからないが、私はそんなことにはほとんどおかまいなしだった。しかし、神がご自身を現して、その栄光の幻とその信実さと絶えることのない愛の幻とを私に与えてくださった時、地も人々もこの幻の輝きを邪魔できない領域に私は上げられたのである。神に栄光あれ！


  この御言葉に示されている次の点はとりなしである。われわれの名が御手のたなごころに彫り刻まれているからには、主がわれわれのために祈られる時、その御手をもって主はわれわれを御父の御前に保ってくださる。イエスがそこにおられないことはないことを覚えよ。彼はあなたや私のためにそこにおられ、われわれのために祈っておられる。かりに私が何か奇妙な説明のつかない悲しみや、心をしおれさせる試練や試みを通っていたとしても、この部屋にいて隣室のペニントン兄弟やゴドビー兄弟が私のために祈ってくれているのが聞こえたら、私は大いに力づけられるだろう。多年にわたって勝利者であり続けてきた親愛なる年配の聖徒であるゴドビー兄弟が「主よ、リース兄弟を祝福してください」と祈っているのが聞こえたら、きっと私は祝福を感じて、新たな力と共に立ち上がり、主の戦いを戦うだろう。しかし、まさに隣室でイエスがわれわれのために祈っておられることを、あなたはご存じだろうか？たとえ地上にいたとしても、われわれは救われて聖められているので、まさに隣室である天の前庭でイエスはわれわれのために祈っておられるのである。あなたがきわめて厳しい試練や、あなたに臨むことが許されたきわめて長きにわたる圧迫の中にあるとき、イエスは両手を上げてあなたのために御父に祈っておられる。その御声が聞こえさえすれば、あなたは霧の中から抜け出して、御名の中で力を帯びるだろう。これは贖いの思想を示唆する。御手のたなごころにいくつもの名が彫り刻まれているのを見る時、その人々は釘跡――御血――と堅く一体化されているにちがいないことがわかる。なぜなら、刺し貫かれたのはまさにその御手だからである。御父があなたの名をご覧になる時、同時に御血をもご覧になる。あなたと困難、試練、悪魔との間には、贖いが立っている。あなたと来たるべき裁きとの間、あなたと怒りの神との間には、贖いが立っている。そこにイエス・キリストは立っておられ、その右手のたなごころには釘跡であなたの名が彫り刻まれているのである。


  あるあわれな兵士が脱走のかどで軍法会議にかけられた。判決を言い渡そうとしたその時、裁判官は一時のあいだ中断して、「ここにいる人の中に、ジャックを弁護するために何か言いたい人はいますか」と尋ねた。すると、一人の古参兵が歩み出て手を上げ、しばしのあいだ沈黙しつつそこに立った。その頬には涙が流れ落ちていた。それから一言、「彼は私の弟です」と述べた。この嘆願で十分だった。その兵士は祖国の兵役で片腕を失っていたので、自分の弟の命のために嘆願する権利があったのである。判決は却下され、彼は赦された。


  吠え猛る地上と地獄の狼どもがあなたをすっかり囲んでいるかもしれないが、天の法廷に立ってくださる御方、あなたのために嘆願する権利を持つ御方がおられる。この御方は手を上げて腕を差し出し、釘跡を示す権利を持っておられる。そのたなごころにはあなたの名が彫り刻まれており、「わたしのために彼を赦してください」と彼は仰せられる。神に感謝すべきことに、この御方の求めは常に聞き届けられる。あなたが祈っても天は黄銅のように思われるかもしれないが、イエスが祈られるとき決してそんなことはない。自分は何もできないように思われるかもしれないが、もう一方の側で働いている方がおられ、この方は御父にそれを明らかにしてくださる。キリストがそこにおられ、なすすべをご存じなのである。


  ある少女が病気の父親への愛情に満たされて庭園に行き、花束を集めた。しかし、少女はとても幼かったので、花だけでなく赤いクローバー、白いクローバー、雑草、到底花とは言えない混ぜ物も集めてしまった。しかし、少女の母親がまずそれを受け取ってまっすぐに伸ばし、雑草を取り除いて贈り物にできるようにし、少女に戻した。子供らしく陽気に少女はそれを父親のところに持って行った。すると、父親は喜んだのである。われわれが祈る時、時々雑草が混ざってしまうことがある。われわれはつぶやいたり、不平を言ったり、多くのものを求める。もし求めたものを全部得ていたなら、奇妙な姿の花輪が出来上がっていただろう。しかし、われわれの祈りはまず神の御子の御手を通る。そして、御子は雑草や草を取り除いて手入れをしてくださる。その結果、御父はそれを見て喜ばれるのである。イエス・キリストのとりなしのゆえに、失われている世人と救われた教会のために高く上げられた両手のゆえに、神に栄光あれ！


  また、ここには告白の思想も示されている。あなたは御手のたなごころにあり、御手は公の世の前に、また天の観衆の前に高く上げられている。そうである以上、主は天においても地においても、御使いたちや人々の前で、あなたのことを認めてくださる。聖書が告げているように、われわれが邪悪な世の前で主を告白する時、主も天の御使いたちの前でわれわれのことを認めてくださる。われわれが地上で主を崇める時、主は天でわれわれに栄誉を与えてくださる。


  姉妹よ、あなたは取るに足りない無名の存在かもしれない。あなたは奇妙な環境に取り囲まれていて、あなたの生活環境は制限されているかもしれない。また、人々はあなたを蔑んでいるかもしれない。あなたが神に対して信実であるかぎり、多分あなたを蔑む人もいるだろう。しかし、あなたは天の観衆には良く知られていて、宇宙の大都市で話題になっているかもしれないのである。神の御子はすでに天の御使いたちにあなたのことを話しておられる。何回もあなたは震えて涙を流しながら主を告白してきたし、主は御使いたちの歓声と天の音楽の真っただ中であなたのことを喜んで認めてきてくださった。たとえ下界で何の栄誉も受けていなかったとしても、天上で栄誉を受けることができる。天での栄誉こそ最も価値あるものなのである。われわれは地上の栄誉を求めているのではない。死んだあと自分の棺の上に人々から花を置いてもらいたい人、自分の名を永らえさせるために金を与えたり何かをしようとしている人が、もしここにだれかいるなら、私はあなたに請い求める。どうかこの祭壇に来て、聖めを受けてほしい。この祝福を受けるなら、あなたは永遠の事柄を大いに見るようになるため、この世が与えうる何物をも顧みなくなる。神と御使いたちから認めてもらうこと以外、何も望まなくなる。ヘブル書十一章の群れと共に立って、御血により永遠に勝利を叫ぶことで、もはや十分になる。神に栄光あれ！ああ、大いなる日が来ようとしているのである！


  私は望む。どうか何かを得ようと試みることや、自分はそれを受けたのだろうかと思い悩むことや、それを失うのを恐れるあまり眠るのを恐れることが、もはやなくなりますように。われわれの名が御手のたなごころに彫り刻まれている地点にわれわれは達することができる。後退するより前進する方がたやすい地点に達することができる。後退するのではと恐れないようにしようではないか。永遠に前進し続けようではないか。


  数世紀前、あるイスラム教のモスクが建てられて、その入口には「モハメッド」という名が大きな文字で記されていた。あるクリスチャン建築家がその建物を建てて、漆喰を塗る前にその入口の表に「神」の御名を掲げ、その石の上に「その王国は永遠の王国である」という御言葉を彫り刻み、その後、漆喰でそれを覆った。その建物は何世紀ものあいだ立っていたが、ついに漆喰が崩れ落ちる時がやって来て、モハメッドの名は崩れ去った。そのモスクは今日も立っており、そこを訪問すると、「神」の御名と「その王国は永遠の王国である」という御言葉を見ることができる。真に神から出ているものはみな、永遠に存続する。人から出ているものはみな、滅びて忘却の彼方に消え去る。今朝、次の事実をあなたたちに告げることができて私は嬉しい。自分自身の経験や自分自身の利益に邪魔されることのない安全な場所があるのである。そこでは、両手で人々を火の中から引き上げることができる。痩せ衰えたり、飢えたり、困窮する必要はない。豊かな場所、自分自身の心配事や利益をすっかり忘れて魂の救いに全く没頭できる場所がある。そこでは、すべての時間、すべてのエネルギー、神から賜ったすべての力を、失われている人を探すことに注ぎ込めるのである。


  ある友人が最近私に、「あなたの魂を地引き網で引いて、わがままや、汚れた野心や、指導欲が紛れ込んでいないかどうか調べてみなさい」云々と書き送ってきた。私は答えた、「私の魂はすでに引かれています。主が引いておられるのです」。自分でそうしようとしても、私にはその方法がわからなかっただろう。ずっと昔に、私はそれを全く主に委ねて、自分は手をつけないことを約束したのである。探ることも保つことも、主がすべて面倒を見てくださらなければならない。自分は一匹も豚を井戸に投げ入れていないこと、自分に地引き網は不用であることを、私はとてもよく承知している。「自分は聖められているのだろうか？」と自答してから何年も過ぎた。私は目を主に注ぐ。私の心は、昼は雲の柱、夜は火の雲に従おうと決意している。主に目を注ぎ続けるなら、あなたはいとも簡単に、また大いなる喜びをもって、主に従うことができるし、主はあなたが安全に切り抜けられるよう見守ってくださる。


  さらにもう一つの思想が示されている。イエスが昇って行かれたのと同じように、彼の再来も確かなことである。彼は昇って行かれた時と同じように、両手を広げて戻って来られる。そして、聖い群れを御使いたちだけでなく地の諸国民にも告げ知らされる。彼らは知るのである。この民は真に天的な者たちであり、イエスと共に歩み通した忠実な者たちであることを。イエスが再来される時、彼は両手を差し伸べて聖徒たちを祝福し、罪人たちを裁かれる。地の諸国民はその時、誰が忠実な者なのかを知る。そして、もしあなたが全く聖められていれば、あなたは小羊の婚宴に入ることができる。愛する者よ、この告げ知らせとこの擁護を待つ余裕がわれわれにはある。是認されるのを待つ余裕がある。われわれが聖められていることを、人々は今信じる必要はない。人々が「お前は聖められていない」と思う時や、「お前は後退している」と告げる時でも、あなたはこの祝福にあずかることができる。ああ、あわれみ深いキリストの優しい忠実な愛は決して破れるおそれはない！しかし、兄弟よ、この群れと共に生きるには、あなたは全く聖められなければならない。たとえあなたがこの運動にしがみつき、名簿に名前を載せてもらい、ボタンやバッジやリボンで覆ってもらえたとしても、この民は依然としてあなたのことを知らないかもしれない。しかし本物を得るなら、あなたが誰のものなのかを人々に知ってもらうために外面的印を身に付ける必要は全くなくなる。神があなたにこの祝福を与えてくださるなら、たとえ人々がそれを信じることを拒否したとしても、それはただあなたの喜びを増すだけである。あなたにはわかっているからである。あなたは大いに喜ぶようになるので、自分はこの祝福を受けていること、自分の名が御手のたなごころに彫り刻まれていることがわかるようになる。そのため、あなたは疑う者たちに答えようとしなくなる。神は私が労苦している時、私を召してくださった。だれも私のことを欲していない時、私が落ち込んでいて立ち上がれない時、私を召してくださった。私が無にすぎないことをご存じだったのに、私を召してくださった。この神は今さら私を放棄されたりはしない。ああ、御名に栄光あれ！


  愛する人よ、あなたの名は彫り刻まれているだろうか？宮廷生活で生じるある種の振る舞いや上品さというものがある。あなたが神に全く明け渡す時に生じる、ある種のこの世からの聖なる独立というものがある。そのため、あなたはこの世と手を切って永遠に神と共にいることを、人々は広く理解するようになるのである。


  



  第八章 神の同労者たち


  
    「私たちは神と共に働く同労者だからです。」（一コリント八・九）
  


  これは歴史上最大の協力関係の宣言である。このような協力関係があること、そして、宇宙の神がわれわれ――土くれの虫であるわれわれ――をこの団体の中に入れてくださったことを思う時、われわれの心は感動するだけでなく圧倒されそうになる。ここには何の説明もない。これは人の理解力を全く超えている。この御言葉は短いが、事実である。事実、われわれは大いに喜ぶことができる。


  先日、ロンドンのエクセター会館で、二千名の提携者たちが会して、毎年恒例の晩餐会にあずかった。彼らはイギリスのある出版会社の会員だった。彼らは従業員全員を事業の提携者にする計画を採択した。彼らが毎年恒例の晩餐会に集まった時、それは壮観だった。彼らは一つの会社を代表していた。この光景は、来たるべき大いなる日を私に鮮明に示してくれた。その日、二千人だけでなく――数はどうあれ――十四万四千という数字で示されている人々が小羊の婚宴に座すのである。その時、この大会社の提携者は一人一人表彰されて、その食卓に座す。それは一大晩餐会であり、大いなる日である。このような高い召しを受けていることを思い出す時、われわれは自分が全く無にすぎないことを思い知らされて、神の恵みがなければ立ち上がって自分の特権を受け入れられそうにないように感じてしまう。この聖なる協力関係の中でわれわれは一つであり、同じからだの肢体である。われらの主であるキリストは一つであり、われわれはみな兄弟である。


  


  いかなる協力関係においても、二つの当事者、二つの側がなければならない。この協力関係では神の側と人の側がある。神がわれわれをご覧になってご自分の協力者に受け入れてくださるとは、なんというあわれみか！双方の側に満たすべき条件がある。生じるものがある。


  最初私は神の側を見た。すると、われわれが破産者であるだけでなく反逆者でもあった時に、神はわれわれを受け入れてくださったことがわかった。神はわれわれの負債をすべて担ってくださる。われわれに立ちはだかる借金を帳消しにし、天の銀行に信用枠を設けてくださる。まるで一セントも浪費したことがない者のようにしてくださる。どんな犯罪歴があったとしても、どんな汚れや染みがあったとしても関係ない。宇宙の神はわれわれを受け入れて、それをすべて拭い去り、われわれに商売上の立場、天の銀行の信用を与えてくださる。そのおかげで、まるでこの会社にずっといたかのように扱ってもらえるのである。今朝、われわれは神を礼拝するべきである。少し考えて見よ。このような状況下にあるわれわれを神は拾い上げてくださるのである！


  私はある高潔な会社の紳士について耳にした。その人には一人の従業員がいたのだが、その従業員はその人から幾ばくかの金を横領していた。しかし最終的にその従業員は真に悔い改め、長い葛藤の末に雇い主の所に行った。自分の罪を告白するためだけでなく、法律による刑罰を受けるためだった。そして大いに身を低くして告白し、「もちろん、このまま雇い続けてもらおうとは思っていません」と言って話を終えた。少し間を置いて返って来た答えはこうだった。「いや、あなたをこのまま雇うことはしないが、私の協力者にしよう。なぜなら、このような供述と、このような告白に至った悔い改めの価値を私は承知しているからである」。このように気高く振る舞う人は多くないが、神は常にこうされるのである。


  われわれが自分の罪を告白する時、神はわれわれを赦してくださるだけでなく、全宇宙で最も偉大な協力関係の中にわれわれを受け入れてくださる。そして、われわれは神の肘の所に座して、神と共に働く同労者になるのである。


  神の側に関して次に気づいたことは、われわれがすることを望む仕事に必要な分の資本金を神はすべて備えてくださるということである。地上の会社では常にそうとはかぎらない。地上の会社の案内を受け取っても、「制限付き」とあるのを度々見かける。ロードアイランド州のポーツマス野外集会協会に入れてくれるよう求めた時、彼らはわれわれの資本金を制限して、われわれの書類の上に「制限付き」という言葉を記した。だが、神は決してそんなことをなさらない。この会社の書類では、「神はあなたたちに対してあらゆる恵みを溢れさせて、あなたたちがあらゆることで常に満ち足りて、あらゆる良い働きに富むようにすることができます」といった条項を見ることができる。だから、われわれがする仕事の資本金を制限しているのは、ただわれわれの信仰だけである。他の制限はない。兄弟よ、あなたは一ペニーの受給者にもなれるし、億万長者にもなれる。船で海に行って大海で商取り引きをし、深海の神秘を見ることができる。神はわれわれの手の届く所にこのような可能性とこのような無尽蔵の資源を置いてくださった。われわれがなすべきは、ただ神を信じることである。そうするなら、われわれの資源は無限である。神に永遠に栄光あれ！


  神はわれわれを受け入れてすべてを備えてくださるだけでなく、この働きのための神聖な能力をも与えてくださる。神は見いだしうる最も硬いこぶを用いて、きわめて見事に磨き上げられる。市場の最も弱いものを用いて、最大の御旨を成就される。神はわれわれに神聖な能力を与えてくださる。だから、もはやわれわれの天然的能力の問題ではないし、任命や技能の問題でもない。神の御手がわれわれの上に臨んで備えをする問題である。われわれは人々を学校、修辞学、哲学、羊皮紙で整えて、神の働きと思われるものに送り出す。彼らはしばしばきわめてみっともない失敗を犯す。しかし、神は御手を僕の上に置かれる。そして、その御手は重く思われるが、神は決してその僕を立ち上がらせない。しかしついには、その僕は勝利して出て来て、群れを駆け抜け、あるいは壁を飛び越えて、自分の任務を達成することに成功するのである。


  神は御使いたちを召すこともできた。御使いたちは行くことを喜んだだろう。すべてのことを喜ばしい奉仕として行っただろう。神の招きと召しに舞い上がっただろう。彼らが知りたいのはただ、仕える機会があるかどうかである。しかし、御使いたちは召されなかった。神は世界を福音化するというこの偉大な委託を遂行するこの輝かしい協力関係の中にわれわれを召しておられる。確かに人の側もあるが、人の側はあまりない。せいぜい神に服して「はい」と言うことくらいである。道からどいて、神がなさるすべてのことに默従することくらいである。われわれは史上最高の召しに召されている。にもかかわらず、この召しに対する人々の対応はなんと遅々としていることか。そもそも神がわれわれを召されるのが、私にはとても不思議である。さらに不思議なのは、せっかく神が召しておられるのに、われわれが常に応じるとはかぎらないことである。どうしてためらうなどということがありえるのか？どうしてぐずぐずと先延ばしにして、このような召しに応じるのがこんなにものろのろしていることがありえるのか？神に感謝すべきことに、われわれの多くはすぐに御許に行くこと、主の召しに直ちに駆けつけることを学んでいるところである。われわれが知りたいのはただ、われわれに対する御旨と御目的だけである。われわれは喜んでこの輝かしい軍隊の隊列の中で自分の位置につく。神と共に働く同労者になれる特権のゆえに神に感謝せよ！われわれの団結した行動にはこのような力がある。極小の動物でもサンゴ礁を造ることができる。数がとても多いからである。もしわれわれが互いに一つであり、神と一つなら、不可能なことは何もなく、われわれに逆らって造られる武器は功を奏さない。われわれに逆らって話す舌は麻痺し、われわれは勝利から勝利へ、力から力へ、栄光から栄光へと征服者の道を歩み、ついには永遠の栄光のうちに共に座し、染みのない白い衣を着た十四万四千人として、小羊の婚宴を祝うのである。


  今朝われわれに必要なのは、われわれの側で団結して行動することだけでなく、快活になって互いに助け合うことである。神が唯一の経営者であり、われわれはその助け手であることを悟るべきである。われわれが神を助けているなら、事はとても容易に運ぶ。これを悟るとき、われわれは大いに団結し、共に荷を負うようになる。そのため、一度、二度、いつでも一緒に荷を引くようになる。われわれの道を邪魔できるものは何もない。われわれの働きで状況が困難に思われる時もある。何か途方もないことをしなければならない時、できることはすべてしたように見える時もある。しかし神に感謝すべきことに、もしわれわれが一つなら勝利は確実である。もしわれわれが神と共に働く同労者なら、御業を認識して、御業と人の働きとを区別しなければならない。神と共に働こうとするなら、神がどこで働いておられるのかを見いださなければならない。今朝、私はあなたたちに告げる。祝福に満ちた聖霊は、この最後のクリスチャンの時代、もっぱら人々の救いのために働いておられるが、その働きの中心点を変えて、別の領域に移っておられる。聖霊がある領域を離れたので、それらの領域は荒れ果てて、空しくなり、何もなされていない。もしこれらの荒れ果てた領域の中でぐずぐずしているなら、神と共に働く同労者にはなれない。神がそこで働いておられる時もあった。神は今ある、あるいは過去にあった、教会の数々の大きな団体の中で、最善を尽くしてこられたが、今では別の領域におられるのである。


  若い男性や女性が聖霊に満たされると、宣教の働きに備えるために、たいていスラム街や聖書学校に進む。彼らは諸々の協会や組織や教会団体への嗜好を失う。アメリカのプロテスタントではごく普通の社交、娯楽、市場やバザーに、もはや加われなくなる。神には一つの偉大な働きの中心があり、その中心から神は輝いておられ、救いの流れが四方に流れている。神はもはや、司教の理事会、教会会議、偉大な学問機関を中心とはされない。今や神を見いだすのは、宿営の外側、門の外側、町の境の向こうである。盗人や酔っぱらいや友達のいない者の間の界隈で、遊女のいる路地や望みなきホームレスに、神を見いだす。神は最前線、山々の後背、海外の地で働いておられる。慎ましいささやかな宣教団体の中で、あずまやの下で、テントの中で働いておられる。しかし、宗教的権力とおぼしきものの中心らしきものは、聖霊と聖霊のリバイバルに欠けている。「神がおられない所にとどまって働こうとするのは、時間の無駄であり、金の浪費であり、自分たちのエネルギーの無駄である」とわれわれが言っているのは、これが理由である。あなたたちは、「どうして神はそこで働いておられないのですか？」と言っている。まあ、あなたたちの質問にすべて答えるつもりはない。いくつかの理由がある。一つは、聖霊は望まれていない所にとどまらないということである。侮られる所に聖霊はとどまらない。自分が大司教でない所に聖霊はとどまれない。聖霊が支配と権力を握らなければならない。手綱は聖霊の御手に委ねられなければならない。聖霊は人の安全ベルトに縛られて働かれることはない。人の計画に従われることはない。人が造った規則や法令に服されることはない。たとえ、それらが学識ある博士たちによって造られたものだとしても。そのような条件に服する前に、聖霊は町を去ってしまわれる。聖霊は悪党、浮浪者、役立たず、二十年間職を探して「とても見つからない」と思っている人を召し、救い、聖め、その体を癒して、一つの中心を開始される。その中心の周りに天の力が集結して、その人は歌い叫び、ついには一大リバイバルが起きるのである。


  兄弟よ、もしあなたが何もない戦場を轟音を立てて行き巡っており、何も起きていないなら、「自分は神の同労者である」とは信じられないのではないだろうか。私はわれわれの土地のいわゆる諸教会の多くと共にとどまるよりは、むしろ死んで四日たつ死体に付き添いたい。神はご自分と歩調を合わせるようにわれわれを召された。神がどこに砲台を据えられたのか、どこで真の戦闘がなされていて神と共に戦いに出て行けばいいのか、われわれは突き止めなければならない。空砲を撃って紙鉄砲をもてあそび、かんしゃく玉で祝砲を上げ、だれも傷つけず、何も起こさないことを望むなら、そうすることもできる。だが、あなたは確実に報償を失う。神が何の上に証印を押されるのか、私は知ろうと努めている。神が保証されないものを認めることはできない。たとえ学校、学問の中心、称号、宗教界が拍手喝采するもののためといえども、火の柱が前進しているのを見るなら、私は一瞬たりとも後でぐずぐずしてはいられない。われわれが今日享受しているものは、われわれがそのために大きな代価を払ってきたものである。それはわれわれの魂にとって大いに甘美であり、たんなる空虚で無力な宗教組織と今さら交換することはできない。死せる教会団体――それは神聖な事柄におけるあなたの進歩を台無しにする――に関わっている時間は無い。これらの死体が甦る望みはない。こういうわけで、私の心はスラムやジャングルにある。こういうわけで、私は倒れている人々に望みを置く。私の魂と存在は彼らを助けるためにすべて注ぎ出されている。われわれは大路と垣根の時代に近づいている。まさに世界史における土曜の晩に至っている。われわれは自分たちの小さなエルサレムの外に出て、門の外の垣根や路地に横たわっているらい病人たちを見つけなければならない。今日、神の捺印と証印を真に帯びている運動で、なおざりにされている大衆に特別な注意を払っていないものがあれば、それを私に示してほしい。そのような運動がどこにあるのか？一つも見つからない。神の証印を帯びているもの、主の御姿を帯びている人はみな進んで行って、卑しい、なおざりにされている、失われた人を探しているのである。


  こういうわけで、この野外集会には宣教の日があるのである。こういうわけで、われわれは外国に宣教士たちを送っているのであり、救護院を設けているのである。こういうわけで、われわれには都市の宣教士がいるのである。彼らは喜んで良い給料を捨て、自分を否み、あらゆる種類の障害を被っている。人々を火の中から引き出すため、人々を救ってかの大いなる日に備えさせるためである。その日、われわれは共に座すことになる。ここにいるあなたたちの中には、人気がある大教会の会員もいる。あなたたちは彼らを支援するために自分の金をつぎ込んでいるが、救われていない大衆は探し求められていないし、助けを受けてもいない。また、望まれてもいない。教会は自分のスカートをまくって、彼らを自分の最上の会衆席に迎えるという考えを一蹴している。なんなら、あなたは独立した聖潔の諸教会の組織に対して戦うこともできるが、われわれはそれを励ますつもりである。われわれは酔っぱらい、遊女、浮浪者を喜んで受け入れる諸教会を組織しているのである。


  毎世代、数十億の異教徒がキリストなき墓に葬られる。この国の三十五万の堕落した少女たちには友がなく、希望もなく、情けも受けていない。それなのに、諸教会は自分たちの尖塔を急ごしらえしたり、パイプオルガンをもっと良いものに変えたり、会衆席をもっと高価なものに交換したり、会衆席を一般人が集えないような値段で貸し出している。そのため、倒れている少年少女たち、数々の団体の中で倒れかけている少年少女たちには、チャンスがないのである。彼らの多くはこれまで一度も良い機会に恵まれたことがない。あなたは数千回も良い機会に恵まれてきたというのに。彼らに第二のチャンスを与えるのは筋が通っているのではないだろうか？彼らの多くは状況のせいで罪の中にいる。彼らは無力であり、希望も家もない。彼らを喜んで受け入れて彼らの真価を認めるプロテスタント教会は十に一つもない。神は他のどこよりも彼らの間で働くことを好んでおられる。私は神と共に進もうか、それとも、人々と共に進もうか？説教者たちや人々は歌を歌って、滅び行く魂を救うことについて話しているが、それと同時に根本的間違いを強調している。その間違いは、度々引用される「翼の折れた鳥は二度と高く舞い上がれない」という句で言い表されている。女性は一度倒れると、二度と立ち上がれない、というのである。これは地獄のような間違いである。破滅の黒壁のように真っ黒である。その源は呪われた被造物どもの間にある地獄の穴である。この呪われた被造物どもが永遠の夜を縫ってよろめき進んでいるのである。われわれには折れた翼を癒す福音がある。この福音は折れた足、砕けた心、崩壊した家庭を癒すことができる。そして、サタンが毒を注入し続けて極みまでも破壊・荒廃させた人生さえも新たにして、造り変えることができる。われわれが持っている福音は、羽の折れた鳥を前にもまして高く舞い上がらせる福音である。毛虫や咬み切り虫が食い散らした年を回復する福音である。罪を取り去るだけでなく、神に感謝すべきことに傷跡を覆ってくれる救いである。この福音は女性の顔から罪のしわを取り去ることができる。われわれが持っている福音は、諸君、不正確に伝えられてきた結果、誤解されてきた福音である。その原因を辿って行くと、アメリカのプロテスタントが神から遠ざかっている事実に行き着く。


  それはあまりにも大袈裟だ、とあなたは言うかもしれない。私の魂は騒いでいる。私はこれまで幾度もシカゴのハリソン警察駅の家で日曜を過ごしてきた。そこはノルウェーの連中が囚人と同じバケツの水を飲み、同じパンを食べている所である。そこでは、害虫が這っているのを至る所で目にする。そこで私は、約八フィートかける十フィートの小さな個室の中に八人の人が詰め込まれているのを見かけた。押し込んでも三人以上は横になれず、残りの六人は一晩中立っているか、交代で汚物の中に横たわらなければならない。私は別の監房も通ったが、私が見たかぎり、落ちぶれた階級の状況はと言うと、ステッドがロンドンからこの国に来て、視察旅行の途中で、彼が公表した記事のためにアメリカの新聞から非難を受けたわけだが、私がこれまで学んだかぎり、彼は決して誇張してはいなかったのである。それなのに、あなたたちが献金している説教者は着飾って、世界は良くなりつつあるという、ほんのりバラ色の説教を読み上げている。私はあなたたちに控え目に言うが、われわれが今いる時代は、もし人が神と歩調を合わせるなら、いかなる束縛、いかなる類の教会権力の下にとどまることもありえない。むしろ、神と共に進んで行って、神が自分に委ねてくださった人々を救わなければならない。私は特に教会員になることについて話しているのではない。そんな些細な事に取り組んでいる時間は無い。私が取り組んでいるのは偉大な数々の原則であり、私の魂にとって説明するにはあまりにも大きな問題なのである。もし神の民がこの働きに団結して取り組むなら、われわれはたった十年でこの世界を福音化して、イエスの来臨を迎えることができる。しかし、今朝私が顔を合わせているこの数百の人々は、神がどこで働いておられるのか、神があなたにどこに金を投資することを望んでおられるのかを見いださないかぎり、決して大したことは成し遂げられないだろう。どうか主がわれわれを助けてくださり、神の導きと神の成功について確信が得られるまで、顔を伏せて泣き、断食し、祈らせてくださいますように。


  



  第九章 喜びと力


  
    「主の喜びはあなたたちの力だからです。」
  


  キリスト教と他の宗教の違いの中で、快活さと喜びという点以上に異なっているものは何もない。異教国民の普段の顔つきは暗く、とても悲しげなことがしばしばである。礼拝している異教徒を見かける所ではどこでも、彼らの顔には覆いがかかっているように思われる。彼らは辛い時を過ごしている。イエス・キリストの宗教以外の他のいかなる宗教も、真の喜びを帯びていない。正真正銘の新約宗教の信者の普段の顔つきは輝いている。喜びと幸せを感じるのは大事なことだが、とても多くの人々は真の喜びを勘違いしている。喜びや幸せは束の間のものにすぎず、特定の条件や兆候が現れないかぎり不在である、と思い込んでいる。主の喜びは主ご自身と同じように実体的なものであり、外部の環境にはよらず、体格、気分、感情、興奮にもよらない。感情、興奮、歓喜の無い所には喜びは無い、と思っている人々もいる。時として、人々はまさにこの点で問題を抱えて、興奮や陶酔といった感覚を感じられなくなると、自分は主の喜びを失ったと思い込む。そうではない。主の喜びは言いようのない悲しみのただ中で、自分には重すぎるように思われる重圧の下で、耐えられないほど圧迫される時、危機の中にある時でも、心の中に永遠にとどまるものなのである――どこにいてもそうであり、どんな環境に取り囲まれているのかにはかかわらず、主の喜びがあるかぎり、それはわれわれの力である。「主とその大能の力によって強くなりなさい」とわれわれは命じられている。そうする以外の権利はわれわれにはない。


  この運動の中でわれわれが主張しているのは、聖書に戻ることである。聖書的原則、聖書的実行、聖書的経験、聖書的結果を追い求めることを主張している。聖書への、使徒行伝への、聖霊の個人的導きの下で始まった幼い教会が持っていたものへの、できるかぎり最短の道を探している。聖霊が教会に期待されていることを、われわれは熱心に期待するべきである。特に使徒行伝を調べて、聖書的水準、使徒的実行、力と結果に、自分たちがどれくらい近づいているのかを知るべきである。主の喜びを持たないかぎり、成功することは全く不可能である。幸福に優るもの、陶酔に優るもの、ハレルヤや叫びで表現しうるものに優るものがある。これらはそれを現そうとするわれわれの試みの中で最善のものではあるが、それはこれらのことよりも遥かに深いのである。


  清い生活を送っていて、純粋な心を持っている、聖霊に内住されている人には、言いようのない喜びがある。たとえハレルヤやアーメン等で最善を尽くしたとしても、そのような人は自分の経験を表現できたとは感じない。言葉はそれを表現するのに不適当である。両目が涙を流している時でも、喜びがある。言いようのないうめきの時でも、喜びがある。軽い荷――主がその荷の重い方の端を運んでくださるからである――を運んでいる時でも、喜びがある。われわれは主の苦難にあずかることをたびたび許される。主と共に荷を負っていることを自覚させてくれる経験を、われわれは十分にしなければならないからである。われわれが進むにしたがって、主は十分な苦難をわれわれの上に臨ませる。それは、「私たちは主が飲まれた杯を十分に味わい、主が通られたものを経験しました」とわれわれが真に言えるようになるためである。いつまでも残るもののゆえに、手紙や予期せぬ電報でも変えられないもののゆえに、われわれはどれほど主を賛美するべきか。


  時々私は妻に、「私の手紙は私を憂鬱にする」と言ってきた。驚きを禁じ得ない暴露話、不可解な実態、恐ろしい不幸話、壊れた家庭、破滅した家族、吹き飛んだ希望について書き送られてくるのである。いわゆる聖潔派の人々の間にすら分裂に次ぐ分裂があるのである。これに私は言及したくないのだが、われわれが恐ろしい時代に生きていること、そして、いつまでも残るものを必要としていることをあなたたちに印象づけるために言及せざるをえない。われわれにはとても深いもの、永遠のもの、震われないものが必要である。それはわれわれが主とその大能の力によって強くなるためである。


  愛する人よ、われわれはさらに厳しい状況に直面しなければならないだろう。この聴衆の大部分は若く、人生はこれからである。しかし、厳しい状況があなたの前途に待ち構えている。あなたは大きな責任を担わなければならないし、意地悪で腹黒い敵の群れに直面しなければならない。あなたの友人がすべて去って、手の届く所にだれもいなくなる時、この戦いに役立つものをあなたは得る。あなたが他のだれからも引き離されて孤独になり、全く孤独に感じる時、そうした境遇にあるあなたを力づけて支えてくれるものをあなたは得る。あなたの力である聖霊の喜びによってこれが与えられることを、主に感謝せよ。


  悲しんで落ち込んでいる人で強い人を見かけたことは一度もない。悲哀、悲しみ、陰気な様子は他の人々に影響を及ぼす。これは伝染して、家族中に広まる。同じように喜びや輝きも伝染して、悲しみよりも広まる。喜びに満ちているなら、あなたは他のだれかを祝福するような希望に満ちた言葉を語る。恐ろしい苦境の中にいる人々をあなたが見つける時、神はあなたをその人々に対する祝福とする。たとえあなた自身が苦境の中にあったとしても、神があなたを慰めてくださった慰めをもって、あなたは彼らを慰めることができる。悲しみの中で喜びを経験し、弱さの中で強さを経験し、長く辛い苦境をあなた自身が乗り越えられたからこそ、あなたは他の人々を引き上げることができ、彼らに難局を切り抜けさせるすべがわかるのである。聖霊を受けてこの聖なる喜びが生活に臨む時に期待できることの幾つかを見ることにしよう。


  第一に、それはわれわれを強くする。話題にするような弱さはなくなる。弱いときも少しはあったが、今は主にあって強い。主には何ができるのかを告げて、イエスを崇め、高く上げるとき、あなたの力は増し加わる。自分の失敗、不幸、弱さについて話すたびに、あなたはますます弱くなる。「自分は弱く、小さく、無価値である」と言うよりは、恵みの一大供給庫に行って大いに恵みにあずかる方が良い。神の御顔を仰ぎ見て、あなたを巨人にして壁を飛び越えさせ、軍隊の間を駆け抜けさせてくれる、十分な恵みと信仰を求めよ。こうして、あなたは神の御旨を成し遂げるのである。そうできるのは、われわれがカルバリのキリストをしっかりと見つめている間である。悔い改めには一目見るだけで十分である。救いを求めている人々は一目見るだけで十分である。戦いを終わらせ、献身して、他のことをすべてなし終えるには、たった一目見るだけで十分である。仰ぎ見ないかぎり、聖めの祝福や他の経験を得る人は決していない。大騒ぎして麦わらの中を転がって長椅子を叩いたり、絨毯を噛んだりするのも結構だが、なんとか乗り越えて一目見なければならない。イエスを仰ぎ見る時、主の喜びが内側に注がれる。われわれは身を乗り出して主が語られるのを見、その御言葉を聞かなければならない。これは他の声や他の人々をすべて遮断することを意味する。これはあちこち見回すことを意味するのではなく、イエスを仰ぎ見ることによって力を得ることである。悪魔どもの連隊全体を打ち破るには、一目見るだけで十分である。ただ見上げるだけで力を得るのである。


  イスラエル人たちが蛇に咬まれた時、青銅の蛇の竿が宿営の中に、どのテントからも見えるように設けられた。癒される唯一の方法は見上げることだった。私が思うに、数百のイスラエル人は自分のテントの入口まで這って行くことしかできなかったが、そこから目を上げて見るだけでよかったのである。これこそ、他の物事や人を忘れて――何物にも妨げられてはならないという意味である――「見上げる」という新約の法則の偉大な成功の秘訣である。平然と助言を退けるという意味ではない。聖霊を受けた男女ほど近寄りやすい人、喜んで助言を聞き入れる人は、世界にだれもいない。しかし、礼儀正しく助言を受け入れてそれを尊重し素直に考慮した後で、われわれは依然として主が導かれるように主に従わなければならないのである。


  戦いがわれわれの上に臨む時、自分自身で戦う必要はない。「イエスを仰ぎ見る」なら、イエスがわれわれのために戦ってくださることがわかる。試練や試みがわれわれの上に臨み、誘惑が増し加わる時、われわれが知る必要があるのは、ただ「見上げる」すべだけである。「試練が来たら、タンスの中に駆け込みます」と人々が言うのを私は聞いてきた。しかし、試練があなたに降りかかってタンスの中に入る時間がない時もある。祈りつつ神の御子と親密に交わっているなら、路面電車や蒸気船の桟橋にいる時、あるいは仕事の真っ最中に、誘惑が降りかかってきたとしても、ただ目を上げるだけでよい。人々は目に涙をため、あなたの友人たちはあなたが困難に遭っていると思うかもしれないが、そうではなく大丈夫なのである――「イエスを仰ぎ見」よ。


  イエス以外に模範はなく、聖書以外に律法はない。われわれは新約聖書をわれわれの行動規範として、イエスをわれわれの唯一の模範として受け入れなければならない。われわれはお互いを模範とすることを拒否しなければならない。経験、実演や感情、感覚やいかなる種類の見せかけにも倣ってはならない。他のだれかの生活で自分を測ることはできない。他の人はあなたより長く砥石車の上にあったかもしれない。何年も研磨紙で磨かれてきたかもしれない。罪はわれわれの生活の中から瞬時に除き去られるが、角やざらざらしている所は一度にすべて除き去られるわけではない。あなたがあるクリスチャンを自分の模範とするとき、その人は着飾ってしっかりしており洗練されているかもしれないし、あなたが始める前に、神は何千ドルにも値する恵みをその人に注いでこられたかもしれない。しかし、その人があなたより若干進んでいるからといって、その事実に落胆してはならない。忍耐して主に信頼するなら、主はあなたのことも砥石車の上に乗せて磨き上げ、整えてくださるので、あなたは叫ぶだけでなく輝くようになる。自分より六ヶ月進んでいる人と自分を比較してはならない。われわれは彼らに追いつくよう最善を尽くすべきだが、神がわれわれ自身の生活の中に授けてくださった恵み、力、能力に落胆してはならない。多くの時、われわれには自分の内にある最善のものが見えない。聖められた人は自分を見ることをあまり好まない。モーセの顔は輝いていたが、彼はそれを知らなかった。人々が自分自身の経験や他の人の経験ばかり見ている時、彼らは輝きを失う。われわれの唯一の仕事はイエスを喜ばせることである。この一事をあなたの目標とせよ、「私は後にあるものをすべて忘れてこの一事に励んでおり、突き進んでいる」。標準はイエスである。われわれは彼に注目しなければならない。彼を見つめ、彼に耳を傾ける時、主の喜びがわれわれの魂の中に注がれて、われわれは神聖な力を帯びる。御名に栄光あれ！


  聖書に立ち返ってペンテコステの実を得るとき、われわれの内側にたくましい資質と力強い目的意識が育まれるので、何に直面しても問題ではなくなる。ペンテコステは臆病さを死に渡す。ペンテコステは恐れをすべて滅ぼす。もし敵に直面することを恐れているなら、試みが来る時、あなたは失敗するだろう。しかし、主に信頼する者たちは決して狼狽、失敗、敗北することはない。ハレルヤ！私は言う、聖霊が共におられるなら失敗は不可能である。どんな敵だろうと、あなたは敵の群れの中を突き進んで、あなたに逆らって頭をもたげようとするすべての敵に勝利することができる。神に栄光あれ！


  霊的難破や堕落のきわめて明確な証拠の一つは、「すべての人がある特定の示威行動をして、ある特定の体操運動をしなければならない。でなければ、全き救いを経験していないのである」という非聖書的な許し難い要求である。われわれがみな同じになることを、神は決して意図しておられない。神は二枚の草の葉を決して同じようには造らなかったし、木の葉っぱが厳密に同じ模様になるようには決してされなかった。他の人の経験や外見を猿真似することを、神はわれわれに望んでおられない。神があなたに望んでおられるのはただ、あなたが清くなって、神のものになり、地の果てまでも神に従うようになることである。聖められて聖霊に満たされる時、あなたはそうなる。そして、主の喜びがあなたの魂の中にとどまるようになる。あなたは勝利から勝利へ、成功から成功へと進み、ついには跳躍して神の都の門の中に入る。ハレルヤ。嬉しいことに、戦いは続いているが間もなく終わる。嬉しいことに、戦いをくぐり抜ける時がやって来る。採掘が終わり、われわれは輝き、輝き渡って、永遠に神の栄光のために生きるようになるのである。


  主はあなたを祝福してくださる、愛する人よ、溢れんばかりに喜ぼうではないか。ある人が死にかけるほど祝福されているのを見て、自分もそうなろうとしてはならない。彼らが叫び声やかかとで喜びを表していたとしても、あなたの喜びは無言の涙や言葉にできない静かなハレルヤによって同じように力強く溢れ流れているのかもしれない。断言するが、どちらが最善かはわからない。御霊によって息吹かれたのでないかぎり、何も益にはならない。たいていの場合、他の人々が大いに飛び跳ねていても、私は少しもそうしたいとは思わない。私が特に感興を覚えるのは、多くの死せる頭脳の持ち主の間にいる時である。「跳ねたり叫んだりしないなら救われていない」と考えている人々の間にいる時、私はたいていとても静かである。


  他のだれかに倣おうとする代わりに、たとえ２×４しか満たせなくても、神の栄光のために満たそうではないか。私は４×６を半分しか満たせないでいるよりは、むしろ２×４をいっぱいに満たしたい。他のだれかの役割を果たそうとするなら、あなたは絶えず気まずく場違いに感じるだろう。しかし、自分自身の役割を果たすなら、あなたは心地よく感じて、全く易々と動くことができる。どのみちあなたは自分のものではない。あなたは神の財産であって、神が責任を負っておられる。人々が自分のことをどう思っていたとしても、あなたは満足していられるし、駆け回って人々の考えを知ろうとはしなくなる。自分のメッセージを人々がどう思おうと気にしなくなる。いずれにせよ、人々はあなたのものではないのだから。うまく行っても行かなくても、成功しても失敗しても、働きはすべて主のものであることを理解するなら、主が全体の責任を負っておられることを悟るなら、主が手放せるものをあなたは何でも手放せるようになる。全く聖められた人はみな、自分自身のオルゴールを持っている。それは他の人々にとっては良い音色とは限らないが、あなたは満足である。今朝、私は主の喜びを経験した。私には幾らかの重荷がある。それは確かである。しかし、自分の重荷をあなたに話したり負わせたりする必要がどうしてあろうか？あなたにも幾らかの重荷がある――おそらく十分すぎるほどの重荷があるだろう。どうして私の重荷に耳を傾けるのか。「重荷を抱えて互いに行き来してはならない」と言うつもりはない。私が思うに、時々は忠告や助言を求めに行くべきだが、すでに十分すぎるほど重荷を抱えている人に自分の個人的重荷をすべて注ぎ尽くしたりしてはならない。たとえあなたが重荷を抱えていて辛くても、その重荷をずっと抱えてきた人々もいるのである。その人々は数百年前に、あなたの今の境遇と全く同じ境遇を通った。しかし今、彼らは天にいる。間もなくあなたもそこに行く。そして、あなたが今日経験しているのと同じ試練を他の人々が通るようになる。われわれが主のものであるかぎり、どこにいても、どんな境遇を通っていても、われわれは王国に向かっており、やがてその中に入るのである。主を賛美せよ！


  



  第十章 主へと至る聖潔


  
    「なぜなら、預言は人の意志から出たことはかつてなく、神の聖なる人々が聖霊に感じ、神によって語ったものだからである。」（二ペテロ一・二一）
  


  われわれは神聖な霊感を遥かエデンまで遡ることができる。神はエデンの園でアダムとエバに御旨を現された。そして、洪水前の時代全体を通して、人が神の御旨を知りたい時は、神は常に喜んで御旨を知らせてくださったことがわかる。王たちの時代全体を通して、神はいわゆる「神の聖なる人々」を持っておられた。その人々は神と交信し、天の御旨を授かって理解した。この「聖なる人々」は預言者と呼ばれ、このペテロの手紙では「神の聖なる人々」――預言者――と呼ばれている。また、彼らは「聖霊に感じて」聖書を書いたのであると述べられている。


  この預言者たちは、一般的に言って、かつて生きていた人々の中で最も高貴な人々だった。全体的に言って、預言者たちは過去の人々の中で最も敬虔で優れた人物だった。わずかな例外を除いて、王たちは邪悪であり、偶像崇拝のうちに生活した。祭司職は王職と同じくらい腐敗していた。しかし、王や祭司や民衆が神から背き去ったこのような背教の時代にも、神は数名の預言者を持っておられたのである。この預言者たちは立ち上がって罪を責め、神の威光と権威を確立するために働いた。一般的に言って、王たちは堕落していただけでなく、王国をも堕落させた。聖書が述べているとおり、預言者たちは聖なる人々だった。神に感謝すべきことに、聖なる人が常にいたのである。「聖なる者になることは不可能である」と言う人々もいるが、旧約の時代のあいだ聖なる人々がもしだれもいなかったなら、新約聖書の中に彼らへの言及はなかっただろう。もしイエスが彼らのことを聖なる人々としてご存じでなかったなら、彼らのことをそのような者として述べることはきっとなかっただろう。


  モーセはパロの王座を打ち倒して史上最大の帝国を打倒するために召された。民を隷属の中から導き出すために召された。しかし、この任務は彼が「神の聖なる人」になるまで与えられなかった。人生で最も重大な時期に入るにあたって、ペンテコステを受けなければならなかった。モーセは人々に、神は彼らの中から「自分のような」一人の「人」を起こされる、「あなたたちは彼に聞かなければならない」と告げた。だから、モーセは自分が神の預言者であることを告白しているのである。モーセは来たるべき方の大いなる予表だった。というのは、「その方は私のような者である」と述べているからである。聖なる人々によって何をなせるかの見本として、神はモーセを際立たせておられる。勇気を出して、神はわれわれを聖なる者にしてくださると期待しようではないか。


  偉大で善良なサムエルが召されたのは、その国が最大の窮状にある時だった。彼は油注がれた預言者であり、当時最も輝かしい光だった。当時のマルチン・ルターだった。イスラエルが束縛の中にある時、民衆の間に偶像崇拝が浸透し、説教者たちが神から遠くさ迷い去っていた時、エリヤが神の臨在の幕の後から進み出て、勇敢に群衆に立ち向かい、「万物の神こそ礼拝すべき唯一の御方である」と告げた。彼は何ものも恐れずに前進したが、なすことすべてに成功を収めた。火のバプテスマのゆえに神に感謝せよ。火のバプテスマは人の中から恐れを取り除き、全存在を力、勇気、力で満たす。人に勇気を与えて、教会の数々の団体に向かって神の真理全体を告げさせるのである。


  また、きわめて暗い困った状況の下で神に対して信実だったイザヤがいる。イザヤは真理を告げてそれを支持したため、とうとう人々は彼を牛肉のようにノコギリで引き裂いた。彼は神からメッセージを受け、勇敢にそれを伝えたのである。


  エレミヤもいる。エルサレムが陥落して回復の望みがほとんどなかった時、彼は忠実に神のメッセージを告げて、あらゆる形の罪を非難した。そして、失われたもののために涙を流し、ついに「涙の預言者」と呼ばれるようになった。過去にこのような人々を神が持っておられたからには、きっと神は今日もこのような人々を必要としておられるにちがいない。パロの王座を打倒するために一人の聖なる人が必要だったからには、今日の多くの偽教師や偽説教者に異議を唱えるために用いられる人が数人大いに必要である。全き真理を告げることを恐れない聖なる男女を神は必要としておられる。


  サムエルについて、「主は彼と共におられ、その言葉は一言も地に落ちなかった」と述べられている。主があなたと共におられるなら、それで十分である。兄弟よ、主があなたと共にいてあなたと共に進まれるようにあなたが行動できるなら、主は全く十分な御方となられる。主が行かない所には行かないようにしようではないか。主が前線におられない所で戦いを仕掛けないよう、神がわれわれを助けてくださいますように。このようにかつては聖なる人々がいて、聖なる生活を送っていたのである。彼らは恐ろしい途方もないものに立ち向かった。預言者たちは王たちに立ち向かって彼らの腐敗を非難しなければならなかった。勇敢に王の顔を見据えて、「あなたは地獄への道を歩んでいる」と告げられる人は、今日なんと少ないことか！預言者たち、神の聖なる人々はそうしたのである。クェーカー教会の創立者であるジョージ・フォックスはそうしたのである。彼らは王の宮殿、会議、教会会議、偽物の宗教の最大の中心地に立ち向かった。彼らが御霊に感じてこのように警告して非難したのだとすると、今日なぜだれもこの奉仕に召されないのか不思議である。


  ある聖なる人がダマスコにやって来た時、ユダヤ人たちは彼を殺そうと待ち構えていた。彼がアンテオケにやって来た時、棺がそこで彼を待っていた。彼がルステラで奇跡を少しばかり行った時、人々は彼を礼拝せんばかりだった。人々は「この人は神である」と言ったが、彼が彼らに真理を告げると、人々は石を取り上げて彼を石打ちにした。彼がエルサレムを訪問すると、彼は打たれ、命からがら逃げのびた。そしてローマで首を刎ねられた。彼の最後の言葉は、「われわれに常に勝利を与えてくださる神に感謝する」だった。ああ、私はこのような節を読むのが好きである。他の人々も同じように行って勝利したからには、われわれも征服することができる。しかし、彼らは聖なる人々だった――聖なる心を持ち、聖なる生活を送っていたのである。聖なる人々は決して死なないことを、あなたはご存じだろうか？聖なる人は死んだ後も生き続ける。時として、生きている時よりも死んでいる時の方が良いこともあるほどである。


  この昔の預言者たちの一人は死後も大きな力を持っていた。死んで何年もたっており、肉はすべて骨から剥がれ落ちていたが、その墓場に死体が投げ込まれてその骨に触れた瞬間、死体は甦って両足で立ったのである。このように、エリシャの枯れた骨には今日のアメリカのプロテスタント以上の命があったことがわかる。


  もし主が遅れるなら、ナップ兄弟の名は徐々にこの運動から落ちて行き、あと数年もすればその名はめったに言及されなくなるだろう。別の名前が人心を捕らえているだろう。しかし、彼が生きた聖なる生活には依然として力があるだろう。そして、数百の人々が徐々に彼のことを聖なる人と思うようになり、彼の神に対する忠誠を彼の在世時以上に評価するようになるだろう。「神の聖なる人々」――このような人々がいてくれて私は本当に嬉しい。彼らは苦しむ者を救い、堕落した者を引き上げ、祝福を受けるすべての人を祝福するために生きているのである。


  シカゴのカスタム・ハウス・プレイスやカナル・ストリートを徒歩で通って、そこで見かける貧しい不幸な人々の苦しみを和らげたりその状況を改善するためにこれまでほとんど何もされていないことを思う時、とても奇妙な気分になる。かつては立派だった人が飲み屋にもたれかかっているのを私は見かける。この人はまさに悪魔に何ができるかの見本である。地獄の産物の展示品である。「こんな人々と永遠に付き合わなければならなかったとしたらどうだろう！」と私は言った。神が私を救って聖めてくださって以来、私はこんな社会に反発しているが、このような人々を助け引き上げて自分の足で立たせるという目的を抱いている。聖なる人々は堕落している人を助け、失われている人を回復することを常に喜ぶものである。これは今は困難な働きだが、勇気を出そうではないか。もはや断食しなくなる時、涙を流し、ひたすら祈って、魂を獲得して神に向かわせることがなくなる時が来ようとしている。平和と勝利が宇宙中を治めるようになるのである。


  愛する人よ、われわれは「聖なる人々」と呼ばれている。今朝、聖なる人と呼ばれることにもし引け目を感じているなら、あなたはペンテコステを求めて獲得しなければならない。われわれの任務はそれを宣べ伝えることだけでなく、それを得ること、生きること、歩むこと、語ることである。われわれはこのような聖なる慎ましい生活を送らなければならない。それは、われわれの足跡に従うことをわれわれの子供たちが恐れなくてすむようになるためである。あなたの可愛い息子や魅力的な娘に聞かせたくないような会話に耽る権利はない。怒りや不親切、怒って発した不用意な言葉といった、家庭内の罪の言い訳をすることが一般的に行われている。しかし、愛する人よ、あなたや私に期待されているのは、われわれの子供たちが勇敢にわれわれの足跡に倣うような生き方をすることである。会話中にあなたが俗語や不適切な言葉を使うなら、子供たちもそのような言葉を使うようになる。あなたが不親切なら、子供たちもそうなる。あなたが怒るなら、子供たちは怒ることを正当化するようになる。


  愛する人よ、われわれは聖なる生活に召されているだけでなく、そのための備えもなされている。主は最初にそのための備えをすることなく、われわれを何かに召されたりはされない。もしわれわれが聖なる生活を送っていないなら、それはその経験をしていないからである。聖潔が客間だけでなく台所や食堂でも実際的なものでないなら、生活が講壇だけでなく農場、家庭、鉄道列車でも実際的なものでないなら、そんなものは無価値である。神に感謝すべきことに、神は聖なる生活に私を召してくださった。聖なる人の模範と、その人が暮らしている地域に及ぼす影響は、常に祝福である。その人の性格がその子供たちに及ぼす影響は永続的である。子供たちに敬虔さの模範を残した方が、農場や株券を残すよりも良い。農場や株券は蓄えるのに一生かかるかもしれないが、子供たちの魂を永遠に地獄に突き落とすおそれがある。敬虔な模範の影響力は決してなくならない。少年たちは時としてこの道からさ迷い出るかもしれないし、少女たちは暫くのあいだ無関心になるかもしれない。しかし私は、「子供をその行くべき道にしたがってしつけよ、そうするなら年をとってもその道を離れない」と述べているこの古い聖書を固守する。敬虔な母親――涙を流して祈る、聡明な愛情深い母親、神と子供たちの前で聖なる生活を送る母親――の涙は決して無駄にならない。彼女が祈りの部屋で過ごす時間は決して無駄にならない。


  親たちよ、私はあなたたちを励ましたい。正しく歩み、自分の宗教を生活の中で実行せよ。染みのない、責められるところのない生活を送れ。あなたたちの息子たちや娘たちが家に来ても、実は遠く離れていて罪の中に深く沈んでいるかもしれない。祈り続けよ、泣き続けよ、信じ続けよ。あなたたちの祈りはいつかある晩かなえられて、あなたたちの少年少女たちを連れ戻すだろう。


  過去最高の預言者の一人が困っている一人の母親に近づいて、家に中に何があるかと尋ねた。母親は、「はしための家には一つぼの油しかありません」と答えた。しかし、そこにいたのは神の人だった。彼が祈った時、その祈りは御座に届いた。母親は油のつぼを主に渡し、主は母親にその二人の少年を戻された。母親が預言者に「この油をどうしたらいいのでしょう？」と尋ねると、預言者は「売りなさい」と答えた。そこで、母親がそのために祈って油を売ったところ、借金を完済するのに十分な金額が得られただけでなく、それに加えて永続的な供給も得られたのである。


  私はあなたたち親たちに、「あなたの家には誰がいるのか？」と問いたい。衣服やこの世を愛していて、あまり聖潔を気にしていない娘がいるかもしれない。しかし、あなたは娘を主にささげて、「娘を救い、聖め、魂を勝ち取る働きに召してください」と主に求めることができる。彼女はインド、アフリカ、あるいは日本に行くことになるだろう。そして、いつの日か、栄誉ではなく黄金の穀物の束を携えて家に戻って来て、あなたの頭に栄光の冠をかぶせてくれるだろう。その冠は永遠に残る。あなたが年老いた時、彼女はあなたの祝福となる。あなたが一つぼの油を神のためにささげたからである。あるいは、息子がいるかもしれない。このように息子を神に明け渡し、全家族を主に明け渡せ。「私と私の家族は主に仕える」と戸口に記せ。最初は反対があるかもしれない。しかし、主人が行く所に全家族も行くものである。神は聖なる生活を送るようわれわれを召された。それはわれわれの子供たちだけでなく、隣人たちの子供たちをも愛するためである。神が望んでおられるのは、われわれの影響力を広めて、かつて経験したことのないさらに大いなる勝利をわれわれに与えることである。われわれの中には言いようのない葛藤や悲しみを抱えている人もいるが、いつの日か失われた者たちは家に帰って来るのである。


  悲嘆に暮れている両親からわれわれが受け取った手紙をもしあなたが読めたなら、あるいは、わがままな娘を悲嘆に暮れている母親や悲しみに打ちひしがれている家庭に戻したことによってこの国の数々の家庭に生じた喜びをあなたに伝えることができたなら、あなたは聖なる生活の力をもっとよく理解していただろう。二年以上不在だった娘が救いと聖めを受けて戻って来る時、打ちひしがれていた家庭の暖炉の周りに湧き起こる喜びを想像してみよ。母親は言う、「二年以上、泣いて祈り、あなたの帰りを待ち侘びてきたのよ。昼間は毎時間祈り、夜遅くまで寝ないで待っていたのよ」。自分の道を突き進んでスラムまで落ちぶれた子供に注ぐ母親の祝福を聞いて欲しい。この祝福がわがままな子供を救ったのである。数人の母親たちが「自分たちの一人娘のために祈って探してほしい」と言ってくる。われわれが祈ると、神が導いてくださる。その娘は見つかり、悲嘆に暮れている母親のもとに戻される。母と娘が抱き締め合って家族の祈りをする光景を目撃できたなら、あなたの心は感動していただろう。親たちよ、あなたの心痛、眠れずに過ごした時間、神を待ち望んで過ごした長い期間に、神は報いてくださる。


  かつては聖なる人々がいたと、この御言葉は述べている。神に感謝すべきことに、今日も聖なる人々がいる。兄弟よ、生きているかぎり、聖潔に反対してあえて声を上げようとしてはならない。神はあなたに警告するために私を遣わされた。そんなことをすれば、あなたの人生が破綻するだけでなく他の人々の人生も破綻するかもしれない。今朝、あなたに警告したい。神は少数の聖なる人々を持っておられる。あなたは「主に油注がれた者たちに触れ」てはならない。批判してはならない。揚げ足取りをしてはならない。自分の子供たちの前で当てこすることすらしてはならない。この経験を受けてこれを日々の歩みの中で実践しないなら、裁きのとき、あなたの愛する者たちがあなたと会って、あなたの失敗のせいで永遠に焼かれるかもしれない。自分が宣べ伝えていることを実践しようではないか。真の危険に気づかずに眠っている魂を目覚めさせようではないか。


  私が話しているこの聴衆の中には全く救われていない人が三百人以上いる。神があなたたちを助けてくださいますように。あなたの子供たちの運命があなたの言葉と生活にかかっている。聖なる生活に裏付けられた聖なる証しは、地獄の全軍勢といえども打ち破れない。神はヨブに、あなたは「完全な」人であって、いかなる苦しみの下でも「罪を犯さなかった」と仰せられた。


  兄弟姉妹よ、たとえこのメッセージを忘れたとしても、この御言葉を覚えておいてほしい。私のことはすぐに忘れてもかまわないが、永遠にこの御言葉を覚えておいてもらいたい。あなたは聖なる男女になることができる。神はあなたに聖霊を与えて、あなたを神聖な秩序の中に保つことができる。いつの日か、聖潔の教師と巡り会ったことを、あなたは神に感謝するだろう。私の場合がそうである。当時はわからなかったが、今ではわかっている。われわれの町に聖潔の教師がやって来たのは、望まれていたからというよりは、むしろ必要とされていたからなのである。というのは、当時の諸教会は現在の諸教会と同じように考えていて、その多くは真理を拒絶していたからである。しかし、その教師は困難を忍び、反対の中を突き進んで、そのメッセージを私の魂に届けてくれた。天の山々で彼に会う時、信実な福音の忠実な宣べ伝えのゆえに私は彼に感謝するだろう。さて、愛する人よ、この祝福が欲しければ、祭壇に来てそれを得よ。二、三人の働き人があなたの耳にささやいてあなたを混乱させ、あなたが祈れなくならないように私は見守るつもりである。これはあなたが神の御許に行く絶好の機会となるだろう。今朝、御許に行きたくないだろうか？神はあなたを救い、聖め、あなたに聖なる生活を送らせることを待っておられる。主を賛美せよ！


  



  第十一章 主の良き御霊


  
    「またあなたは良き御霊を賜って彼らを教え、あなたのマナを彼らの口に与え、また水を与えて渇きをとどめられました。」（ネヘミヤ九・二〇）
  


  「またあなたは良き御霊を賜って彼らを教え」。主はキリスト以前の時代の族長たち、預言者たち、指導者たちに御霊を賜ったが、この御言葉はその事実を述べている。とても輝かしい生涯、驚くべき生涯、奇跡的な生涯を送ったと常に人々から見なされてきたこの人々は、恵みによって勝利を勝ち取ったのであり、彼らの勝利は主が「良き御霊」を賜って彼らを教えられた事実のおかげである。彼らの勝利や偉業は元を辿るとこの秘訣に行き着く。彼らを成功させたのは主の御霊だったのである。誉れを帰すべきところに喜んで誉れを帰す人は、今日比較的少ない。傑出した人物、人間的知恵、天才的人物の勝利について喧伝されているのを耳にするが、過去の偉大な時代の偉人たちの生涯に比肩しうるものは一つもないと言ってよい。彼らの人となりや行いは、神が彼らに「良き御霊」を賜った事実のおかげである。


  例として、ヨセフの生涯を挙げよう。ヨセフは旧約聖書の登場人物の中で最も欠点が少なく、最も有名な人の一人である。彼の勝利はどれも、主が彼の内側に御霊を置かれた事実のおかげである。ヨセフは兄弟たちから憎まれ、売られて家から追放され、地上で最低の身分に落とされた。彼は天からの神の御霊により神からの知恵を与えられ、ポティファルの台所から過去最強の帝国の王座に躍進した。これは主が「良き御霊」を賜ったからにほかならない。薄汚い古びた独房に座っている彼を見よ。彼はまず憎しみを受け、その後忘れ去られたが、彼の心は神に対して信実で義しく、決して忠実さや誠実さを失わなかった。光を放つ彼の顔を見よ。その光はその古びた壁をかつて照らしたことのない光だった。誤解と中傷を受け、神以外のだれも触れられない所に倒れている彼を見よ。次に、「神の御霊を宿しているこのような人を見いだせようか！」といにしえの王自らが僕たちに言うのを聞け。確かに、神は御霊を賜って彼を教えられたのである。ヨセフの勝利は彼の人となりや行いによるものではなく、神が彼の内に宿って、彼を通して働き、彼を圧倒的な勝利者とされたからである。「良き御霊」の神聖で、超自然的な、活気づける力のおかげだったのである。


  愛する人よ、すべては聖霊を受けることにかかっているという習得可能な学課をわれわれが学んでいれば。すべては神の「良き御霊」を受けることにかかっている。神の御手がわれわれと共にあるなら、それで十分である。友人、家、すべてを失うかもしれないが、主の御手がわれわれと共にあるなら、薄汚い古びた牢獄の中に座すこともできるし、主はその壁をダイヤモンドのように輝かせてくださる。そして、われわれの勝利の歌が廊下中に鳴り響き、ついには御使いたちがその合唱に加わるようになるのである。


  主の御霊がステパノの上にあった時、人々はステパノが語る知恵に抵抗できなかったと、御言葉ははっきり述べている。神が彼に触れるまでステパノは全く適任ではなかったが、神は彼を遣わしてシナゴーグの人々の高ぶりや知恵に対抗させ、助言者たちの口を封じられた。そのため、人々は彼が語る御霊と知恵に抵抗できなかったのである。


  モーセを見よ。彼の小さい粗末な揺りかごがナイル河畔の茂みの間にあるのが見える。神の御手以外にその揺りかごを揺らす者はだれもいない。その母親が彼を抱き上げてその小さな揺りかごの中に押し込み、その頬にキスをして波間に押し出すのが見える。そこでモーセは人への依存から完全に決別したのである。その世話をする者は神以外にだれもいなかった。その夜、彼を引き上げてキスする母親はだれもいなかった。しかし、主が下って来てその小さな揺りかごを覆い、モーセと悪との間に全能の御手を置かれたのである。その次の場面では、モーセがパロの宮廷にいるのが見える。モーセは王族として注目を集め、その母親の世話を受けている。また、史上最大の働きのための訓練を受けている。主の「良き御霊」が彼と共におられたからである。愛する人よ、どんなに暗い所でも、どんなに不愉快な状況でも、どんなに厳しい状況でも、主の御霊がわれわれの上にまたわれわれと共におられるなら、勝利は確実である。


  ヨシュアは善良で敬虔な人だった。彼は四十年間モーセの僕だった。奉仕と従順を学んだ人は、たいていの場合、導くために召される。だからヨシュアが第二の祝福を受けた時、聖霊と火のバプテスマが彼の上に臨んだ時、彼は進んで行って、軍事史上最大の偉業の一つを導いたのである。彼の勝利はみな、主の御霊が彼の上にまたその中におられたからにほかならない。彼はモーセの侍従にすぎなかったが、モーセが手を彼の上に置いて神の御霊が彼の上に臨んだ時、彼は軍隊を率いて進んで行き、勝利に次ぐ勝利を得た。その結果ついに、三十一人の王たちは首を刎ねられてその足下に倒れ、彼は三十一の堅固な都を得たのである。なぜか？主の「良き御霊」が彼の中におられたからにほかならない。彼の人間的知恵や人間的力のためではなかった。人間的力や魅力の勝利ではなかった。大能の神の偉大な勝利だったのである。あなたや私がもしありのままの神を見るなら、他のものはみな無意味になるだろう。それだけでなく、導きと支えと勝利を神以外の何者にも求めなくなるだろう。ああ。御名に栄光あれ！三十一の大きな戦いでヨシュアのために戦われた御方、あらゆる場面で彼に勝利を賜った御方は、われわれのために戦って、われわれの敵をすべて葬ってくださる。主の「良き御霊」があなたの上にまたあなたの中におられるなら、あなたは決して敗北を味わうことはない。あなたが出会うものをすべて片付けてしまうだろう。義務を怠ることや、免除してくれと神に求めることは、恐るべきことである。神がわれわれに任された責任を他のだれかと分担するのは、恐るべきことである。


  神はモーセを召して、「わたしはあなたの口となり、あなたに知恵と言葉と話すべきことを与える。わたしはあなたの前に進み行き、あなたに勝利を与える」と約束された。「モーセの協力要請が受諾されてアロンが迎え入れられた時、それは大いなる祝福だった」と人々はしばしば思い込む。しかし、これはとても疑わしい。なぜなら、モーセが支えてもらおうとしてアロンに頼った時、この支えは最も肝心な時に折れてしまったからである。また、モーセが山に上って神と話していた時、アロンは黄金の子牛を造って、人々はそれに頭を垂れたからである。また、アロンの行動こそ、モーセの心をひどい悲しみで貫いたものだったからである。また、モーセは「これは私には重すぎて、負うことができません」と言い、責任を分担するために七十人の評議員会を求めた。神はその言葉を受け入れて、七十人が指名された。しかし、神はモーセの上におられた御霊から取って、それを七十人に与えられた。しかし、それが少しでもモーセの助けになっただろうか？確かに当時、主の御霊は一人ではなく七十一人の上にとどまっておられたが、一人の上にとどまっていた頃と比べると弱い力しかなかったのである。神の御計画はモーセを人々の前に立たせ、稲妻と力を彼に集中させて力を与え、最終的に七十一人分の働きをさせることだった。この評議員会は決して祝福にはならなかった。これこそまさに、われらの主を十字架につけたサンヘドリンの始まりだったのである。


  愛する人よ、責任を避けないようにしようではないか。神がわれわれを前線に遣わすことを願っておられる時に、後退しないようにしようではないか。神がわれわれに負わせられるものは何でも、ためらわずに取り組もうではないか。冠を失うのはいとも容易である。「あなたの冠をだれにも奪われてはならない」という真心のこもった忠告をわれわれは受けている。最善を尽くすことを望むなら、ためらわずに前進し、あらゆる機会を捕らえ、十字架を抱き、道中のすべての歩みで神に拠り頼まなければならない。愛する人よ、聖霊に心の中に来てもらって、責任をすべて担ってもらえるなら、聖霊は困難な問題をすべて解決し、もつれた糸をすべてほどき、錯綜した難問をすべて真昼のように明らかにしてくださる。生活の隅々にまで入り込んで、われわれを助けて全くくぐり抜けさせてくださる。主の「良き御霊」は、王座に座している時も、収穫物を揺らしている時も、あなたと共にいてくださる。台所、浴槽、応接室、講壇で、あなたを確かに助けてくださる。


  ナザレの人は、ハンマーを振るい、かんなで削り、ノコギリを引きつつ、その生涯の年月を過ごされた。この御方は、あなたの生活上の働きがどれほど卑しいものだったとしても、そんなことには関係なく、決してあなたのことを忘れない。われわれの召しがどれほど慎ましいものだったとしても、そんなことには関係なく、われわれはペンテコステを必要としているし、ペンテコステを経験できる。聖霊が来臨してとどまってくださらないかぎり、真の恒常的勝利はありえない。主の「良き御霊」は、たとえきわめて長期にわたる試練でも、くぐり抜けさせて確実に勝利に導いてくださる。決してあなたから離れ去ったり、あなたを見捨てたりされない。人々があなたに背を向け、試練が積み重なり、病と悩みのただ中で悲しみに打ちひしがれそうになる時でも、人間的観点では全くお先真っ暗に見える時でも、主は真に聖められたご自分の子供たちと共におられ、「あなたが水の中を通る時、わたしはあなたと共におり、川々があなたを押し流すことはない」とささやいてくださる。「火の中を通っても焼かれることはなく、炎があなたに燃え移ることはない」。この御言葉が少なくとも示唆しているように、たとえ火や水の中を通ったとしても、神に感謝すべきことに、われわれは溺れることも焼かれることもないのである。嵐に持ちこたえるものが、われわれの内にあるようになる。われわれの魂の地下の奥深くに鉄骨と桁でできた枠組みが建造され、全能者の御手によって支えられるようになる。この御方はわれわれを頑丈にしっかりと建て上げてくださるので、地獄のどんな嵐もこの建造物を破壊できない。神に栄光あれ！


  海路用の船は、荒波にもまれて揺れ動き、波頭で動揺して、凄まじい海の深みの中を通るかもしれない。船は抵抗して次々に波を振り払い、嵐から被害を受けずに、穏やかに進み行く。これは私の心にとって、神の「良き御霊」に徹底的に浸透された生活の最も壮大な絵図の一つである。ひどく荒れ狂う海の大波があなたの船の甲板に打ち寄せて、何も見えないように思われることが時々あるかもしれない。この世はあなたのことを忘れるかもしれない。朝の一時、あなたは静かに抜け出して病床を見つめ、一体どうなるのかと大いにハラハラしているかもしれない。人の声や人の同情はまるで死んだかのように沈黙し、あなたは夜の星々を見上げて倦み疲れている。サタンは「友達すら同情してくれない」とあなたを誘惑するだろう。しかし、神に感謝すべきことに、主の「良き御霊」はそこにいて、王ご自身以外だれも知らないこの勝利を喜んでおられるのである。ネヘミヤ九章二〇節が述べているこの「御霊」は、大能の神の大能の御霊なのである。


  ああ、愛する人よ、御霊を知っていれば。私が願うのは、あなたが御霊を受けるだけでなく、御霊を受けた人々が御霊と親しくなることである。あなたが御霊の好意を求め、御霊の好き嫌いを学ぶよう、私は願う。御霊はとても敏感で、その好みはきわめて洗練されている。ああ、御霊を喜ばす方法、この交わりの神聖さを知っていれば。神に感謝すべきことに、われわれはこれを知ることができる。そして、御霊を知るようになり、他のものをすべて片付けて、ただ御霊だけに頼りつつ、その御力によって踏み出す時、御霊は常に輝かしい勝利を与えてくださる。


  「良き御霊」は優しい方である。御霊は火によって象徴されているだけでなく、鳩によっても象徴されている。聖霊を象徴する印象的な象徴がたくさんある。御霊は激しい大風として臨まれることもあるし、優しく鳴く鳩として臨まれることもある。燃える炎として臨まれることもあるし、静かな小さな声として臨まれることもある。御霊の一つの面を知ることは別の面を知ることと同じように素晴らしいことである。心を開いて御霊を受けた後、御霊を愛して経験するなら、どんな象徴の下で御霊が自分に臨まれても関係ない。あなたにはわかる。あちこちに見られる混乱、疑問の声、思い悩みはみな、確固たる確信に欠けているせいである。確固たる確信を得て、御霊を神として知るようになる時、御霊は嵐のように臨めるようになり、われわれは自分の足で立てるようになる。御霊は朝の空気のように臨めるようになり、われわれは御霊を歓迎するようになる。御霊が来臨される時、われわれは御霊を大事にするようになる。御霊を抱きしめて、御霊をさらによく知ろうとするようになる。


  愛する人よ、聖霊を知ることは説教で包丁を振ることだけではない。それも時々は必要かもしれないが、御霊を知ることは、目が赤くなったエレミヤのように泣きはらして、ついには高ぶって悔い改めない者からその涙のゆえに拒絶されることである。聖霊が内側に来てくださる時、優しさや穏やかさが湧き上がる。聖霊はわれわれを造り変えてくださるだけでなく、神の栄光が草の葉すべての上にあるかのようであり、木々は喜んで手を打ち鳴らしているかのようである。コオロギや鳴くすべての虫がこの救いを歌い喜んでいるように思われる時もある。私は主の御霊の現れが好きである。それは私の魂を爽やかにしてくれる。しかし、目から涙を流して笑っている、明るい表情をした人が、聖霊による喜びのゆえに泣き叫んで立っているのを見ることほど、心を爽やかにしてくれるものがあるだろうか？


  最近私は、涙を流して笑っている小柄の女性によって圧倒されんばかりの野外集会を目撃した。その女性は友人たち、家族、故郷に別れを告げて、インドの砂だらけの土地に向かおうとしていた。しかし、彼女の目は涙であふれ、その魂は笑いで満ちていた。そのため、人々に話すことができなかったのである。これほど雄弁なメッセージを私は聞いたことがない。本当に励みになったのである。


  御霊の顕現はおびただしく、多彩である。色々な形で現れる。神に規則を課すようなことを、われわれはあえてしようとは思わない。神は規則や人の取り決めに従うことはない。しかし、いかなる顕現についても、「顕現こそ最も深遠な霊性である」と思わないようにしようではないか。神にご自分の道を全面的に歩んでいただけるようにすることこそ、最も深い霊性であることを理解しようではないか。神がわれわれの魂を静かにさせる時、喜んで静かにして誤解を受けるのと同じように、神が叫びと顕現をわれわれの上に臨ませる時も、誤解を受けようではないか。あなたが叫ぶとき、だれかがあなたを批判するだろう。あなたが叫ばないとき、別のだれかがあなたは勝利していないと思うだろう。われわれの望みは主の「良き御霊」に満たされることである。


  ああ、愛する人よ、これまで世に現れるのを見てきた以上のものを私は探している。近頃、それらしきものを私は見ている。時として、神は下って来て、人々を捕らえ、地獄の上で震えさせる。この力強い強烈な認罪をさらに見たいのである。今この時、宗教界にめったに現れない狂信にわれわれは直面している。すなわち、行き過ぎた行為や、身体的行為のない人を非難・排斥しようとする精神のことである。聖霊の真の行為は麗しくて爽やかであり、行為をあまり強調しすぎないことが大切である。悪魔は人の感覚に乗じることができる。しかし、われわれが望んでいるのは、叫びや体操よりも数千倍深いものである。しかし、聖霊はあなたを不動の者にすることができるので、たとえ人々があなたを攻撃しても、あなたはただ「ハレルヤ！」としか言わなくなる。われわれは死んでいるのだから、自分を守ることは不可能である。われわれは本物の死体でなければならない。死んだままでいなければならない。一日中本物の死体について話す人がいたとしても、死体は何の返事も、答えも、仕返しもしない。


  さて、愛する人よ、私があなたたちに示したい点は、旧経綸では比較的少数の人にしか与えられなかったものを、神は今日、すべての肉なる者の上に注ぐことを願っておられるということである。旧経綸の下では、群衆は宮や幕屋の外側に立った。祭司が一人で聖所に入る時、大衆は鈴の音を聞き、祭司の衣の裾のザクロを垣間見たが、神と接触を持つことはなかった。


  神は御霊をモーセ、エリシャ、エレミヤ、イザヤ、ヘゼキヤ等の上に置かれた。それ以来ずっと、どの時代にも、「良き御霊」を受けた人々がいた。しかし、御霊をすべての肉なる者の上に注ぐ時が来ると、神は約束された。モーセがホレブ山で見いだしたもの、エリヤがカルメル山で見いだしたものを、今日あなたは受けることができる。ただしそれには条件を満たすことが必要である。主の「良き御霊」の来臨は心の中の罪をすべて滅ぼし、あなたを完全な愛で満たす。われわれが「受けたのは恐れの霊ではなく、愛と力と健全な思いの霊である」。全く聖められる時、われわれは生まれて初めて完全に正気になって世の前に立つようになる。全く聖められていない人はみな、多かれ少なかれ狂気を帯びている。聖められて聖霊に満たされた人は、この世の前で光彩を放つ。然り、三つの世界の前で光彩を放つ。神の代表者として、神の所有物の見本としてである。検査を受ける用意も整っている。もし離れて立って、地獄の狙撃手たちから最悪の総攻撃を受ける覚悟がないなら、私が話しているものを受けていないのである。だれかがやって来て、「あなたはそれを受けている」と言ったとしても、状況は少しも変わらない。あなたに弁護の時間はない。本物に弁護は全く必要ない。しかし、多くの人にとってこれはちんぷんかんぷんにちがいない、と私は感じている。私は今、こうしたことに比較的馴染みのない人々に向かって話している。しかし、これが臨もうとしている。われらの主が再び地上に戻って来られる前に、真のリバイバルがあるだろうと私は信じている。狂信や騒音のことを言っているのではない。使徒教会と同じように御霊の賜物と恵みが再び現れて、真の聖徒たちによって認められ、行使されて、数千の人々に祝福を及ぼすだろうということを言っているのである。多くの人が聖霊を受けたが、その賜物を受けることを拒んでいる。聖潔の民を自称する多くの人々の中には、癒しの賜物を特に嫌っている人がいるようである。癒しの賜物はパウロの一覧表の中の賜物の一つである。


  愛する人よ、全聖書を受け入れて神と共に進み通す人々のために、私は宣べ伝え、祈り、泣いている。そのような人々を私は探している。愛する人よ、恐れないようにしようではないか。たとえ狂信に陥る人がいても、われわれは霊的事柄の冷たい薄暗がりに退いてはならない。ここで間違いを犯さないようにしようではないか。われわれが自分の子供に良い贈り物を与えることを喜ぶ以上に、神は求める者たちに喜んで聖霊を与えてくださる。彼は来ることを望んでおられる。彼は来て、遅れることはない。彼はその宮に突然来られる。今来られるかもしれない。いつ来られても不思議ではない。見よ！神に栄光あれ！彼が来ようとしておられると私は信じる！すべて準備が整った時、彼は来られる。皿を洗っている時に彼を受けた人もいるし、道を歩いている時に受けた人もいる。ある人はベッドに横になっている時に受けて、まるでベッドが火事になったかのように飛び出した。ああ、彼に来てもらいなさい！もし彼が来られないなら、それには理由がある。彼はわれわれのために用意してくださっているマナや、カナンの果物や、最上の物を、決して差し控えたりはされない。彼は、全く何も見えない荒廃した荒野で、三百万の人々を養われた。そして、目に見える物に頼る必要は全くないことを、永遠に確証された。われわれが彼を知っているなら、彼はわれわれを世話してくださる。彼は百合を成長させられる。百合は美しい。主はわれわれを精錬された黄金のようにすると約束された。「王の娘の内側は全く栄光に満ちている」。


  あなたは彼を受けただろうか？彼は来ることを望んでおられる。これをあなたは信じるだろうか？彼が来てくださったなら、あなたは彼に相談するだろうか？その好意を求めるだろうか？あらゆる方法で彼を喜ばすことを学ぶだろうか？多くの人は彼に疑問を抱いたので、彼は彼らから離れてしまわれた。主が私に行って事をなすよう仰せられるなら、私は断じて主を疑ったりしない。自分の魂にかけて、決して主に質問などしない。主が私から離れてしまわれることを、私は恐れるべきである。これまで私はきわめて厳しい悲しみや試練を通るよう召されてきたが、それらの悲しみや試練の中で、私は主に何一つ質問しなかった。ああ、神に栄光あれ！彼が望んでおられるのは、全く疑義を受けずにわれわれを統制することである。彼にそうしてもらうだろうか？愛する人よ、イエスのために、またあなた自身の魂のために、今このとき彼を受け入れよ。主を賛美せよ！


  



  第十二章 復活


  
    「さて、安息日が終わったので、マグダラのマリヤとヤコブの母マリヤとサロメとが、行ってイエスに塗るために香料を持って来た。そして週の初めの日に、早朝、日の出のころ墓に行った。そして、彼らは『誰が、私たちのために、墓の入口から石を転がしてくれるのでしょうか？』と話し合っていた。ところが、目を上げて見ると、石は転がしてあるのが見えた。この石は非常に大きかった。」（マルコ十六・一～四）
  


  十字架に付き添った敬虔で愛に満ちた婦人たちの群れが、墓に急いでいた。今読んだ御言葉は彼らがヨセフの新しい墓に向かっていた時に話した言葉の一部である。彼らは信仰心と愛情に促されて、主のために最後の奉仕、最上の奉仕をしようとしていた。諸々の困難があることを、彼らはほとんど忘れていたように思われる。おそらく、墓に近づくまでそれらの問題を忘れていたのだろう。そこで、彼らは「誰が、私たちのために、石を転がしてくれるのでしょうか？」と話し合った。「この石は非常に大きかった」。この聖なる婦人たちの道には、克服できそうにない三つの問題があった。彼女たちの困難は、少なくとも、われわれの道に舞い込んでわれわれの行路を邪魔する困難を見事に描写している。


  第一に、石があり、その石は非常に大きかった。


  第二に、ヘブル語の封印がしてあった。誰があえてそれを破るだろうか？


  第三に、ローマの警備兵がそこにいた。婦人たちが愛の奉仕をするには、まずこの三者を征服しなければならなかった。


  どのクリスチャン生活にも、これらに相当する困難がある。この石は動かないが邪魔だった。そして、このように延々と続く緊張の中を通ったか弱い疲れ切った婦人たちには重すぎた。この石はわれわれの道を邪魔する不動の障害物――乗り越えられそうにないが、われわれを攻撃するものではない障害物――を見事に表している。これらの障害物は丸太や重しのようであり、不動の乗り越えられないものとしてわれわれの道に横たわっている。それは何年も変わらずに続いている状況かもしれない。われわれの道の上を覆って、決して離れ去るようには思われない黒雲のようにたれこめている苦難かもしれない。真のクリスチャンたらんとする人はみな、何らかの大きな困難、恐ろしい状況に遭遇する。そのような困難や状況は克服するのが無理なように思われるが、墓の入口から石をどけることを神は保証してくださった。だから、われわれの石のような困難は取り除いてもらえるのである。この大きな石が取り除かれた事実は確実であり、証拠である。これは信じるすべての人に次のような理解を与えてくれる。すなわち、われわれの困難がどんなに大きく、重く、長引いたとしても、どんなに執拗なものに思われたとしても、復活したキリストが触れるとき退かなければならないのである。今朝、困難に妨げられている人々を助けることを私は願っている。反対、あなたの道に横たわっている山々、制する力のない状況に屈している人々を助けることを私は願っている。神に感謝すべきことに、この石の巨大さこそ、神が問題を御手の中に収めてくださると期待すべき十分な理由なのである。困難の大きさこそ、その問題を自分でどうにかしようとしてはならない十分な理由なのである。たいていの人は大きな困難の中にある時だけ、助けを求めて神のもとに駆けつける。小さな問題は自分で何とかしようとするのである。


  あるクリスチャンの商売人が、郊外にある自分の家が火事だという電話を受けた。彼は現場に駆けつけたが、家は灰になっていた。保険期間は先週終わっていたが、家族は無事だった。彼は小さな家族を自分の周りに集めて神のもとに駆けつけ、自分の魂を神に注ぎ出した。彼は落ち込んだが、神は彼を慰め、このような困難な時に彼を支えられた。しかしこの同じ人が、十時間分の給料で十二時間働いてきた疲れ切った事務員が朝に十分遅れてやって来ると、激怒して天に対して罪を犯すのである。この人はこのような小さな問題を処理できるようには思えない。小さな問題では、支えてくださる神に信頼しないのである。


  手に負えない困難を私は時々うれしく思う。大きな石のような困難を私は時々喜ぶ。なぜなら、大きな石や大きな必要があるとき、われわれは偉大なキリストを見いださざるをえないからである。われわれの困難が人の手に負えないとき、われわれは決してしくじることのない方に求める。どんなに大きくても石は転げ去る。その石の巨大さのおかげで、偉大な神が御力を示す絶好の機会となるのである。あなたのクリスチャン経験全体にわたって、あなたはこの真理を覚えておかなければならない。大きな石、われわれには処理できない不動のしつこい困難を、主に処理してもらうすべを聖徒たちが知っていれば。じっとしていて神の救いを見るすべを知っていれば。


  次の困難はヘブル語の封印だった。これは権威の封印、法律の封印だった。この封印を破ることは権威を退けることであり、法律を拒否することだった。クリスチャンの諸々の特権が公民法の干渉を受けることは近頃ではあまり一般的ではないが、自然法則の支配を受けている事柄に出くわすことは頻繁にある。そうした事柄はとても厳しいものに思われるため、神なしではくぐり抜けられない。権威の封印に対しては、イエス・キリストの復活で十分である。法律に対しては、それで十分である。自然法則を差し止めるには、それで十分である。そのおかげで、われわれは神の御旨を知ることができ、神がわれわれのために備えてくださっている最上のものを知ることができる。時計職人が時計の動かし方だけでなく止め方も知っているように、時針を逆回転させる方法を知っているように、神はアハブの日時計の影を十五度戻す方法をご存じである。神は自然法則をすべて差し止めて超自然現象を引き起こし、あらゆる障害にもかかわらず解放する方法をご存じである。ボストンの優秀な医学当局が、「あなたの愛する人は、人の技術や助けの及ばない状態にあります」「人の法律や力では回復の見込みはありません」と私に告げた時、復活したキリストが介入して、奇跡を行うのに十分なほど長く自然法則を差し止めてくださった。そして、その病人はベッドから起き上がって、何か食べる物を求めたのである。神がなさるどの奇跡でも、神は自然法則を差し止めて御力を現される。イエスが臨まれないかぎりだれも何もできない歴史的事例で聖書は満ちている。主が来られなければ、何事も起きえなかった。だが、主が来られた時、重力の法則は無にすぎなかった。因果律は無にすぎなかった。どんな自然法則が道に立ちふさがったとしても関係なかった。すべての法則の創造者が「退け」と仰せられると、御業が成就されたのである。神に栄光あれ！神はしばしば諸々の法則を逆転させて、無に帰さなければならない。神の御子の復活こそ、われわれが将来すべての敵を超越する保証である。


  ペテロは牢屋の中にいた。法令が発せられ、判決が下された。彼は翌日処刑されることになっていた。「しかし、教会は彼のために神に祈り続けた」。この「しかし」の背後には、ヘロデの軍隊よりも強力なものが控えていた。そして、この祈りがかなえられた時、ひとりの御使いが下って来て牢屋の中に立った。天の光がその暗い地下牢全体に満ちた。ペテロが自分の足で立ち上がると、鎖が彼の手足から落ちて、彼は御使いに伴われてその牢屋から歩いて出て行った。一番目と二番目の壁は薄い空気のようになり、彼は扉を開けずに通り抜けた。そして、彼が外の門のところに来た時、その扉はとても重くて、解錠したあと開くのに二十人必要なほどだったのに、自動的に開いた。ペテロは自由の身になり、一週間もしないうちにヘロデは腐乱死体になった。ああ、愛する人よ、われわれのキリストには、大きすぎる問題は何もない。ダリウスですら、ライオンの巣に行くことをダニエルに免れさせる法令を見つけられなかった。免れさせる法令が見つかれば喜んでいただろうが、一つも見つからなかった。そのヘブル語の封印の著者は「あなたは中にいなければならない」と言うが、あらゆる法則の創造者は「あなたは出て行かなければならない」と仰せられる。神が自然法則を征服されるときはじめて、人は燃えてもやけどしなくなる。油の中で茹でられても、前より具合が良くなる。これによってはじめて、毒蛇が腕に絡みついても振り落として、ローマに行けるようになる。この力はわれわれをあらゆる人間的権威よりも高く引き上げる。そして、われわれが「勝利者の足取りで前進」することや、「神は海を巻き去ってくださる」と信頼することを可能にする。神を知っていれば。その偉大さを知っていれば。そうすればきっと、自分のちっぽけな困難や試練を誇張するのをやめていただろう。部屋の側面に顔を向けて子供のようにすすり泣くのをやめていただろう。カベナンターの歴史は、彼らが敵に追われていた時のことをわれわれに告げる。彼らがまさに攻撃を受けようとしていたその時、彼らは山にいたが、霧がその小さな群れを覆って敵から隠してくれたので、渓谷や洞穴に逃れて隠れることができたのである。


  ジョン・ペイトンは、自然法則が差し止められ、見通しが覆され、計画が変更された時のことを、何度も何度もわれわれに告げる。それにより、想像しうる最悪の状況に直面している時でも、勝利が彼に臨んだのである。ああ、神に栄光あれ！


  祈りと涙と神への奉仕のおかげで、今この時ある法則やある規則が差し止められていて、われわれは諸々の特権を大いに享受できているのかもしれない。そうでないと誰が言えるだろう？あなたの全生涯を通して、乗り越えられそうにない困難に遭うだろう。自然法則があなたの道をふさいでいるせいで、勝利を得るには奇跡が必要な困難に遭うだろう。神に感謝すべきことに、復活したキリストは奇跡を行うことができる。ヘブル語の封印を破ることができ、地と地獄が押した権威の証印をすべて破ることができる。


  さらに、第三の困難はたくましいローマの警備兵だった。これはわれわれを攻撃する活動的な勢力、活発な力を示しているのかもしれない。歯を軋らせて、しかめっ面をした、大声でわめき散らしながらわれわれに屈服を要求したり先に進むことを禁じたりする、われわれを攻撃する物事や人々を示しているのかもしれない。神に感謝すべきことに、活発な活動的勢力からも解放してもらえるのである！それが人の姿や地獄から来た黒い翼の悪魔の姿をしていたとしても、神に感謝すべきことに、解放してもらえるのである。われわれが大胆な立場を取るたびに、あるいは、さらに高い立場にしっかりと立つたびに、大気は敵対的雰囲気に満たされ、下の領域から来た活発な敵どもの軍隊がわれわれの前進を阻もうとする。これを知らない者が誰かいるだろうか？敵はわれわれに「止まれ」と要求するが、復活したキリストを知る者は悪鬼どもの連隊をまっすぐ見据えることができる。復活した主の鼓動が一回脈打って、あなたの血管内を駆け巡るだけで、たくましいローマの警備兵を麻痺させて、あなたが勝利を叫んでいる間、倒れ伏せさせるのに十分である。だから、われわれはヘブル語の封印を恐れないのと同じように、もはや悪魔どもの連隊を恐れない。たとえどんな敵でも、行き巡って全集団を清め、われわれに勝利を与えてくださるキリストをわれわれは持っているのである。


  兄弟よ、あなたはこれを実行しているだろうか？これはあなたの日常生活の現実だろうか？地の軍勢や地獄の軍団があなたを攻撃することに合意したかのように思われる時、あなたは勝利しているだろうか？復活したキリストは敵を倒して、あの朝眠りこけていたローマの警備兵のように意識不明にする力を持っておられる。神のキリストの神聖な接触により、ローマの警備兵は倒れ伏して、その間に御使いは石を転がした。愛する人よ、自分と困難の間にキリストを置き続ける十分な知恵がわれわれにあるなら、キリストに信頼して、キリストに責任を負ってもらう十分な分別がわれわれにあるなら、キリストの接触はわれわれのすべての必要に応じて、われわれのすべての敵を打ち負かすことがわかるだろう。


  この教訓から、石は婦人たちに敵対していただけでなく、キリストにも敵対していたことがわかる。キリストは石の反対側におられた。キリストは外に出なければならならず、婦人たちは中に入らなければならなかった。われわれに敵対しているものはみな、キリストに敵対しているのである。われわれの敵はみな、キリストの敵なのである。われわれの敵はキリストの敵であり、キリストは敵の扱い方をご存じである。だから、われわれの敵をキリストの敵としてキリストに対処してもらうなら、われわれは問題をただキリストに委ねて、始終勝利を叫ぶことができる。われわれに敵対しているかのように思われる物事、キリストに敵対しているかのように思われる物事があるが、実際本当のところ、キリストに逆らえるものは何もない。キリストがわれわれの味方である以上、誰がわれわれに敵対しえよう？ああ、私はだれかを助けることを願っている。ああ、神の御力に関する新たな幻、復活したキリストに関する新たな幻を見ることができますように。そして、地と地獄が動員しうるあらゆる敵よりもキリストは遥かに力強いことを理解できますように。これが私の避け所である。もし隠れられなければ、何度も私は倒れていただろう。これが私の希望であり、私の勝利である。私はすべてを征服するキリストに目をとめ続ける。敵は私を倒す前にキリストを倒さなければならない。敵はキリストの御前に出る時、常に麻痺してしまうのである。


  この教訓で次のことに注意せよ。この敬虔な姉妹たちは、墓に向かう途上、数々の困難があることを思い出したが、それでも引き返さなかった。あなたたちの多くは、「これ以上先に行っても無駄です。マリヤ、あの石がどんなに大きかったか覚えていないのですか？」と言っただろう。われわれの大部分は引き返しただろう。しかし、姉妹たちは石や、封印や、ローマの警備兵のことを思い出したにもかかわらず、その心はキリストに対する信仰と、愛と、忠誠で燃えていた。そして、彼らが急いで墓に向かったところ、石が転がしてあるのが見えたのである。われわれの場合も、こういうことが何回あったことか。われわれは遠くにある困難を思い、渡るべき橋を思った。前方を見て、道に獅子がいると想像した。自分の道に大きな石が横たわっているのを見た。決して割れないゴムの木の丸太を見た。克服できそうにない状況があった。しかし、その場所に来て見ると、それはなくなっていたのである。諸君、あなたが歩き続けるなら、忠実であるなら、石があった丘の上に着く時、その石が転がされているのを目にするだろう。


  神は常に忠実に丁度よい時に来てくださるというこの学課の教訓に注目せよ。早すぎず遅すぎず――丁度よい時である。石はかなり前に転がされたわけではない。御使いがまだそこに座っていたからである。サタンはなんと多くの時、「今、この問題がお前にのしかかっており、時は短い。それなのに、解放の兆しは見えない。主はお前の期待を裏切るだろう」と言うことか。悪魔は言う、「主が過去にお前の期待を裏切ったことがないのはわかっている。だが、これは別だ。これは緊急事態だ。今すぐ何かが起きなければならないのに、お前が見ているように、主はおられないのだ」。ああ、これは悪魔のささやきである。神は常に丁度よい時に来てくださる。多くの時、信仰は石に向かって歩み寄らなければならない。神は一時も時間を無駄にされない。丁度よい瞬間に来て、われわれを解放してくださる。丁度よい時に、素晴らしい御力と恵みを示してくださる。


  モーセは、まさに絶体絶命と思われる状況に民を導かなければならなかった。出口は無かった。山々が両脇にあり、押し迫る敵が背後にいた。そして、彼らの前には海が広がっていた。望みはないように見えたが、神は丁度よい時に来てくださったのである。


  ヨシュアの試練はさらに厳しかった。何も起きていないのに、祭司たちに命じて水の中に立たせなければならなかった。神は決してしくじらない。信仰が試される時にあなたが忠実なら、勝利が必ず訪れる。


  石をどけるのに婦人たちは触れる必要がなかったことに注目せよ。努力や剣を抜くことは不要だった。諸君、神がわれわれに望んでおられないことがあるのをご存じだろうか？そうである以上、われわれは完全な沈黙の姿勢を取るとき最も強いのである。パウロは言う、「私は弱いときに強い」と。われわれが完全にじっとしていて、神がなさることを見ている時、最大の勝利が訪れる。「あなたたちはこの戦いを戦ってはならない」。これが意味するのは、あなたは雄羊の角や牧者の投石器を手にして進み出てはならない、ということではない。ただじっと立っていて聖なる歌を歌わなければならないこともある、ということである。なしうる最善のことは何もしないことであることもあるだろう。悪魔があなたをせかしてあなたに多くのこと、軽はずみで理不尽なことを行わせようとすることもあるだろう。しかし、神が事を明らかにされるまで、あなたはじっと立っていなければならない。


  さらに、これは天の使者による解放だった。この使者は「私の困難は私の王座である」と言わんばかりに石の上に座していた。神に感謝すべきことに、天の使者たちがこの地上に来てくださるのである。聖書の数箇所では、彼らはこの地上に生きているように描写されている。イエスは「彼らは上り下りする」と言われた。すでに彼らがこの地上にいると言わんばかりである。まず地に下らなければ、どうして上ることができよう？御使いたちは「仕える霊であって、救いの相続人に仕えるために遣わされ」ているのである。どんな困難にもかかわらず、彼らは今日われわれの周りにいる。「主の御使いたちは主を畏れる者の周りに陣を張る」。


  確かに、あの安息日の朝、ローマの警備兵以外に他の軍隊がそこにいたのである。その軍隊は、十七万五千人の敵がたった一日のうちに倒れた時にエリシャが見たものだった。この軍隊は列を組んでわれわれを取り囲んでおり、われわれの振る舞いを見つめている。そして、われわれが助けを必要とする時はいつでも、われわれを助けて守るために遣わされる。間一髪逃れた経験を思い返せないクリスチャンがいるだろうか？何らかの恐ろしい事故で死ななかった理由の説明がつかない状況を思い返せないクリスチャンがいるだろうか？あなたがまさに滅びの淵に立っていた時、神の御使いが丁度よい時に来て、あなたの世話をしてくれたのである。われわれのどれほど多くの者が過去を振り返ってそのような時のことを思い出せることか。罪人だったときでさえ、そうである。なぜ地獄に落ちなかったのかわからないほどである。罪人だった時でさえ、神は聖なる御使いにわれわれを守らせてくださった。われわれが説教している間に、もしこの聴衆の中の罪人から神の保護が取り去られるなら、彼らはたちまち地獄に落ちるだろう。一人の人がどれほど多くのことを乗り越えて生き残るのか、あなたはこれまで注意したことがあるだろうか？そうしたことの一つがその人を殺してしまう、とあなたは思ったのだが、何物もその人を殺せないようである。しかし最終的に、ある日、小さな出来事が起きる。その出来事は全く大したことではなく、その人が過去に何度もくぐり抜けてきたものである。だが、その出来事でその人は死んでしまうのである。ああ、かつては神がその人を守り、保護しておられたのである。その人の不法の杯はまだ満ちていなかった。しかし、御使いたちが退く時がやって来て、その人は死んだのである。人が死の境界を越える時、命の糸を断ち切ってその人を地獄に送るのは雑作もないことである。その人が主に立ち返る望みはもはやない。ああ、われわれは将来起きること、まさに自分に臨もうとしていることをほとんど知らない。しかし、御使いたちの群れが聖徒たちと共にいる。また、一時の間、差し止めて保護するある力が罪人たちを覆っている。そのことのゆえに罪人たちは立ち止まって神に感謝すべきである。地上でわれわれと共に旅するよう遣わされている御使いの群れに感謝できるよう、神がわれわれを助けてくださいますように。私は時々、御使いたちの翼を感じられそうなことがある。きわめて厳しい試練を通っている時に、そう感じることがある。まるで地獄がわれわれに向かって吠え猛っているように思われるのだが、主の御使いたちはわれわれの額を扇いでくれる。そして、われわれを幸いにしてくれるものが世の中に何もない時でも、われわれは言いようのないほど幸せになる。あなたが神を得る時、聖霊とペンテコステを得る時、あなたは上なる天に結ばれ、御使いたちはあなたの世話をすることを保証してくれる。神に感謝すべきことに、われわれのキリストは石を転がすだけでなく、われわれを引き上げて諸々の困難を乗り越えさせることができるのである。


  「石が転がされたのは、イエスがよみがえれるようになるためだった」と述べる聖書的根拠は何もない。というのは、復活後、彼は閉じた扉を通り抜けて出入りされたからである。そうできたからには、彼は石も通り抜けられたにちがいない。また、別の点にも気がつく。彼がマリヤに現れた時、彼が来たのは墓からではなく園からだった。園で散歩しておられたのである。考えられる可能性は、彼は御使いがそこに着くかなり前に起き上がって、朝の空気の中を歩いておられたということである。これから、諸々の状況を道から取り除く必要はないことがわかる。われわれのキリストは諸々の状況の中を進んで行くことができる。石を転がしてもらうのは素晴らしいことだが、御使いが来る前に起き上がって立ち去るのはいっそう素晴らしいことだと私は思う。イエス・キリストがヨセフの新しい墓の中に入って行かれた時、その目的は墓の反対側をノックして出て行くことだった。私は信じる。彼は別の道から出て行かれたのであり、その復活によりすべての墓を打ち破って、すべての聖徒の復活を保証してくださったのである。


  全く聖められた人が生きているのは、墓のこちら側の暗い死の側ではなく、復活の側である。宗教には暗い面があることを私は承知している。陰鬱な暗い北側がある。しかし、明るい面、熱帯の面もあることを私は知っている。そこでは花は咲き、鳥は歌い、永遠の栄光の陽光を浴びることができる。ああ、教会がこれを知っていれば――命の復活の面を知っていれば。ほとんどすべての人が宗教の北側に座している。彼らは凍えており、その手は冷たく、歯をガタガタ鳴らしている。ああ、彼らが南側に辿り着けていれば。諸君はご存じだろうか？復活の事実は、その上で救いの計画全体が転回する蝶番なのである。あなたはご存じだろうか？キリストがよみがえられたように、われわれもよみがえるのである。また、われわれを倒れ続けさせておける悪魔どもはいないのである。あなたはご存じだろうか？キリストが早朝に起きたように、聖められた聖徒は他の人々より千年早く起きるようになるのである。われわれは朝の空気の中を出歩くだろう。かぐわしい芳香、大気を満たす音楽、早朝のうっとりさせるような声を、われわれは目撃するだろう。そして、他の人々が墓から出て来る千年前に、われわれは歩き、歌い、神を賛美するのである。私は今、その芳香をかげそうなほどである。なんと元気づけてくれることか！これは人の魂に電気と生命原理を送って飛び跳ねさせる。神に栄光あれ！


  全く聖められるとき、あなたは御使いが着く前に起きるようになる。そのラッパの音はそれまで聞いた最も甘美なものになると思う。そのラッパは、キリストにある死者の国民に起きて、栄光のうちに下って来られる主に会うよう召す。そのラッパは、生きている聖徒たちに死すべき運命を払い落として、一瞬のうちに携え挙げられ、小羊の婚宴に行くよう召す。これが諸々の時代の頂点になる。これは大いなる日であり、他の日はみなこの日を指し示している。私はそこに行くのである！


  「すると、石は転がっていた」。あなたはこの祝福を望むだろうか！主は石を転がし、封印を破り、警備兵に語られる。あなたもこの祝福を得られることを私が知っていなければ、このようにあなたに宣べ伝えるのは酷なことだっただろう。私はあなたを大いに愛しているので、あなたに得られないものであなたをじらしたりしない。これは確かなことである。あなたがこの諸々の条件を満たすなら、神はヘブル語の封印をすべて破り、石をすべて転がし、警備兵をすべて麻痺させてくださる。そして、この復活の命はあなたを通して流れ、あなたを巨人にする。「主にあって、その大能の力によって強くなりなさい」。


  



  第十三章 神が要求される完全


  
   「私は、私の主であるキリスト・イエスを知る知識の卓越性のゆえに、すべてのことを損と思っている。キリストのゆえに、私はすべてのものを失ったが、それらのものを糞土のように思っている。それは、私がキリストを得るためであり、律法による自分の義ではなく、キリストを信じる信仰による義、すなわち、信仰に基づく神からの義を受けて、キリストのうちに見いだされるようになるためである。すなわち、キリストとその復活の力とを知り、その苦難にあずかって、その死に同形化され、何とかして死者の中からの復活に達したいのである。私はすでにそれに達したとか、すでに完全になっているというのではなく、ただ捕らえようとして追い求めているのである。そうするのは、キリスト・イエスによって捕らえられているからである。兄弟たちよ、私はすでに捕らえたとは思っていない。ただこの一事に励んでいる。すなわち、後のものを忘れ、前のものに向かって体を伸ばしつつ、目標を目指して走り、キリスト・イエスにあって上に召してくださる神の賞与を得ようと努めているのである。だから、私たちの中で完全な人たちは、そのように考えようではないか。しかし、何であれあなたたちが違った考えを持っているなら、神はそのことも示してくださるであろう。」（ピリピ三・八～十五）
  


  この「完全」という言葉は、それが救いに関して用いられる時、大きな誤解を生んでいる。そのせいでわれわれは、新約聖書の教えの系譜や、クリスチャンの完全の何たるかについての新約の思想を、何度も何度も繰り返さざるを得ない。


  いま読んだこの教えでは、「完全」という言葉が二回用いられていることがわかる。


  第一に、将来達すべき完全、死者の中からの復活――第一の復活――まで保留されている完全である。


  第二に、得ていることを使徒が告白している完全である。使徒はこの祝福を受けている人々に宛てて、「完全な人たちは、そのように考えようではないか」と述べている。


  人々は宗教以外のことならどんなことでも勤勉に完全を追い求める。農業、科学、芸術、発明――事実、救い以外のあらゆること――で完全に達しようと懸命である。束の間の物質的なものや滅びるものにこの言葉を適用することをためらわない。完全な日、完全な機械、完全な一致、完全な紳士、完全な花について話す。事実、ほとんどあらゆる場所でこの言葉を耳にするのだが、われわれの神の偉大な福音については別である。この場合、完全について話すと、人々は恐れてお手上げになり、「それは行き過ぎだ」と言うのである。使徒がここで述べている完全は絶対的な完全、神の完全ではないことを、すべての人が理解しているし、特に神学をかじったことのある人なら理解している（あなたが神学に触れることを恐れないよう私は希望する）。なぜなら、われわれは完全にされた後、地上だけでなく死後も成長し続け、その成長には終わりがないからである。しかし、われわれが神の完全に近づく地点に達することは決してないし、われわれが神々になることを約束している御言葉もどこにもない。われわれは注意深く自分のいるべき場所にとどまりたい。だから、われわれはその観点から完全について述べているのではない。われわれに要求されているもの、われわれが待つべき完全があるということなのである。神がわれわれに望んでおられるものをわれわれは賢く理解できる、と私は信じている。ここで使徒が述べている完全は、創造ではなく贖いに由来する。あなたや私が今持っているものや将来持つもの、また成るものはみな、贖いを通して与えられる。われわれの始祖は創造による完全さを持っていたが失ってしまった。この失われた地所を再び獲得することはできなかった。それは失われた――決定的に失われたのである。われわれが今持っているものや将来持つものはみな、イエス・キリストを通して与えられる。そして、この午後われわれにとって最も身近で大切なものはみな、十字架の周りにある。そこから一歩たりともさ迷い去ってはならない。イエス・キリストの十字架を後にするような所は、地上にも天にもどこにもない。われわれが永遠にわたって享受することになる諸々の特権は、血潮によって買い取られたものである。時が流れて行っても、われわれは代々にわたって血潮を歌うだろう。ほふられた小羊、流された血潮、われわれを贖うために自発的に命をささげてくださったキリストが、永遠にわれわれの話題である。御名に栄光あれ！


  この完全は創造に由来する完全ではない以上、それはわれわれの体や知性の完全を意味しえない。私は確信しているが、特にこの点で神の救いを誤解した結果、深刻な誤謬が生じ、時として難破してしまうのである。完全な頭脳を持つよう要求・約束している御言葉はどこにもない。「間違いを犯さなくなるよう救われなければならない」という考えが近頃流行っている。これは真実ではない。これは知性の完全ではなく霊の完全である。聖書が教えている唯一の完全は、全く聖められて完全な愛に満たされる時に生じる心の完全である。ジョン・ウェスレーが「完全な愛の経験、すなわち全き聖めに付け加えうるのは、さらなる愛である」と述べた時、彼は正しかったのである。聖霊の賜物は常に再生に続くものであり、常に回心後のことであって、同一のものではない。聖霊を受ける時、われわれは罪から解放されて完全な愛に満たされた心を受ける。聖霊が入って来られる時、聖霊はわれわれの心を完全にしてくださる。聖霊はわれわれの頭脳を大いに助けて、間違った考えや偽りの教えを正し、多くの事で間違いを犯さないよう保ってくださる。また、以前は神秘的で理解が困難に思われたことをはっきりと理解できるようにしてくださる。とはいうものの、聖霊はわれわれに完全な頭脳を与えてくださるわけではないし、何の間違いも犯さなくなるほどわれわれを整えてくださるわけでもない。


  悪魔は兄弟たちを訴える者である。悪魔が何よりも願っているのは、何の問題もないのにわれわれに自分自身を責めさせることである。また、何の証拠もないのに他の人々を責めさせることである。われわれの心から罪が取り除かれるとき、われわれの同意無く罪が舞い戻って来ることはありえない。罪が追放された後、燃える剣がエデンの門を守ったように、われわれが内住の罪から清められた後、聖霊が門で警護し続けてくださるので、意志の同意なく罪が人の魂の中に再び入ることは決してできないのである。


  無意識に知らぬまに罪に落ち込むこともありうる、と思っている人々もいるようである。そんなことは全くない。救われたあと一度でも罪に落ち込むなら、自分自身の選択で落ち込んだのであり、わざとその中に入り込んだのである。無知は罪ではない。神の御旨はわれわれに完全な心を与えることだけでなく、われわれを保護し、保持して、ご自身に忠実な者に保つことである。生まれて数週間の子供が怒りの仕草を見せて、母親を打ったとする。その子に知識があれば、それは罪だっただろう。しかし、知識のないところに律法はなく、罪はありえない。血潮がすべての過ちを弁護してくれる。責任を担える年になるまで、血潮が子供のための宥めとなってくれる。その時まで、たとえ肉的な性質に満ちていたとしても、子供は咎を免れるのである。


  過ちは罪ではない。故意でない過ちにすぎないものを罪と告白するのは、あなたの経験を損ない、あなたの影響力を弱めることである。罪は神の律法を意図的に破ることである。人が罪を犯すとき、それが罪であることがその人にはわかる。自分が罪を犯したことを聖霊が知らせてくれなければ、たとえだれが私を罪に定めたとしても、私は決してそれを信じないだろう。それに関する人々の話を私は受け入れられないだろう。何かが間違っている時、聖霊はそれを私に知らせてくれる。人を統べる王は意志である。人は自分の意志にしたがって動く。だれでも御旨を行うことを願う者はその教えについて知るようになる、と神は仰せられる。だから、私が御旨を行うことを願っている以上、神は咎や罪の結果から私を守ってくださっているのである。だから、自分を責めることや他人を責めることに注意深くなると、私は信じている。「神が光の中におられるように、私たちが光の中を歩むなら、私たちは互いに交わりを持ち、御子イエス・キリストの血はすべての罪から私たちを清めます」。


  神の律法を故意に破らないかぎり、暗闇、真の霊的暗闇はない。状況や摂理による暗闇はあるかもしれないし、人間的観点ではお先真っ暗かもしれないが、常に頭上は開いている。他に何も見えなくても、上を見上げることはできるのである。


  神の使者を主の御使いと思った時、ヨハネの判断は誤っていた。また、ひれ伏して神の使者を礼拝した時、彼は再び間違いを犯して誤った行いをした。使者は、「いいえ、そうしてはなりません。私は主の僕のひとりです。それだけです」と言った。


  次に、われわれの宝は土の器の中にある事実をわれわれは悟らなければならない。「主がわれわれに語ってくださっている」とか、「主がわれわれを導いてくださっている」という強烈な思い込みに気をつけるのは悪い考えであるとは、私は信じない。「主が私にこれを語られました」「主が私にこれをするよう仰せられました」「夜、主が私に語られる夢を見ました」という言葉を、われわれはたびたび耳にする。さて、人々に語りかけるのは主ひとりだけではない。聖霊はわれわれを導いておられる。それは確かである。しかし、聖霊の導きは三重であり、常に声によるとはかぎらない。摂理、書き記された御言葉、霊的直感やわれわれの思いに臨む印象――まるで耳に聞こえる声のように鮮明なこともある――によることもある。しかしわれわれは、霊を試すよう命じられているように、声も試さなければならない。なぜなら、サタンの語りかけも度々あるからである。サタンは腹話術師であり、まるで自分があなたの存在の中心にいるかのように声を発することができる。そして、それを主の語りかけのようにあなたに思わせようとする。イエスの足下にひれ伏して、書き記された御言葉によってすべての霊、すべての声を試そうではないか。聖書をでたらめに開くことや、まるで宝くじのような他の方法で、声を聞くことができると主張する人々もいる。そのような方法を主は用いられない、とは言わないが、そういった方法が信頼できるものとはかぎらないことは確かである。こうした方法や他の方法によって深刻な過ちに陥った人もいるのである。


  ギデオンが羊の毛皮を広げて、「羊の皮は湿っていて、その周りの地面は乾いているようにしてください」と求めるのは一向にかまわなかった。彼が羊の毛皮を二度目に広げて、「羊の皮は乾いていて、その周りの地面は湿っているようにしてください」と求めた理由もわかる気がする。しかし、われわれは今全く別の経綸の中におり、主は御言葉、摂理、御霊によって語られるのであって、しるしによって語られることはそれほど多くないのである。


  「自分のメッセージは神の権威に由来するという思い込みに注意せよ、むしろメッセージをしてその証拠たらしめよ」という昔のクエーカーの条項――私はその下で育てられたのである――は悪いものではなかった。もしあることが神聖なら、その正しさは自ずと明らかになる。人々が自分のメッセージを生み出す前にそれに値札を貼るのを私は時々見てきた。しかし、生み出されたメッセージに値札分の価値はなかったのである。聖霊はわれわれの益をことごとく心に留めていてくださる。そして、御旨を見いだす時間をわれわれに与えてくださる。慌てて奇妙な声を追いかける必要はない。最上のきわめて堅固な確信は、一人っきりで御前に退いている時に形成される。たいてい、だれかにせっつかれているように感じる場合、それは悪魔であり、少なくとも疑いの目で見るべきである。主はとても親切で優しい方なので、ある事柄についてあなたに何らかの疑問がある場合、それを考慮して試す時間を与えてくださる。天から発した確信を得て、それについては決着済みであると感じるようになるまで、保留する時間を与えてくださるのである。


  また、これは奉仕の完全さではないことも言いたい。聖霊によって支配されている、完全な愛に満たされた完全な心と、完全な奉仕との間には大きな違いがある。今生でわれわれが完全な奉仕をすることは決してない。完全な奉仕と、完全な心で主に奉仕することとの間には大きな違いがあるのである。


  私が牧師で、私の小さな子が四歳か五歳だった時のことを思い出す。私は子供を道に送り出して、五つの別々の商品を買い求めさせた。子供は買い物に行けることを喜んだ。少しして、子供は喜びに満ちて戻ってきたのだが、包みが四つしかないのに気づいて大いに悲しんだ。子供の奉仕は完全ではなかったが、確かに完全な心で奉仕してくれたのである。これは私にとって、子供が残りの品も買ってきてくれたのと同じくらい嬉しかった。だから、私は子供にキスして胸に抱きしめ、ほめたのである。


  主はわれわれを何度もこのように扱ってくださった。われわれは完全な心で完全な奉仕を始めようとするし、「自分は完璧にやれる」と思うのだが、帰って来て包みを下ろしてみると、一つ足りないことに気づくのである。すると、主はわれわれを抱き上げて抱擁し、まるですべてを見事にやり遂げたかのような気分にさせてくれるのである。完全な心で奉仕するかぎり、主は奉仕の分量については気にされない。私の子供が持ってきた包みの何を一体私が気にするというのか？私が子供を遣わしたのは、品物を求めてというよりは、むしろ教訓を学ばせるためだったのである。私にとって大事なことは、子供が完全に従うことだったのである。神が気にしておられるのは、あなたの心がご自分に対して完全かどうか、あなたが最善を尽くして御旨を行っているかどうかを確かめることである。サタンはやって来て、あなたに五つ目の包みについて告げ、あなたの犯した間違いに注意を向けさせて、「どうしてお前はこのもう一つの包みを持って来なかったのか」と尋ねる。しかし、あなたが最善を尽くしたなら、主は「大丈夫」と言ってくださる。そして、主はいつかまたわれわれを買い物に行かせてくださるのである。だから、完全な心から発した奉仕と完全な奉仕との間には違いがあることを覚えよ。サタンはあなたのヘマや厄介事であなたを訴え、責めるだろう。そして、あなたが公の場で祈る際、文章が不完全だったり文法的に不正確だったりすると、「なんたる醜態をさらしたことか」とサタンはささやく。否、あなたは醜態をさらしたわけではない。あなたはすべての包みを持ってきたわけではないが、最善を尽くしたのであり、主を十分に喜ばせたのである。あなたが公に証しをした時、あなたは感極まってわっと泣き出し、言うつもりだったことや、言おうと思っていたことを言い尽くせないことも時々あった。あなたが座る時、「なんたる醜態をさらしたことか」と悪魔はささやく。否、あなたは醜態をさらしたわけではない。包みを一つ忘れただけで、多分持てるかぎりのものを持って来たのである。


  完全な心を持つ経験をしても、誘惑から免れるようになるわけではない。誘惑と罪との間には違いがある。短気と短気を起こすよう誘惑されることとの間には違いがある。私が短気について述べたのは、あなたに訪れる多くの誘惑の一つの見本としてにすぎない。短気にとてもよく似た感覚でもないかぎり、短気を起こすよう誘惑されることはありえない。実は短気ではないのにとても短気であるかのように、時として悪魔は聖められた人々に感じさせる。彼らはただ悪魔に立ち向かって、「お前の物を持って去れ」と告げるべきである。「私はそのような種類の実を結ばないのだから、それは私の心に由来しない」と悪魔に告げよ。サタンは光の天使として聖められた人々のもとにやって来る。


  このように数日毎に落ち込む経験――勝利を得ても、その翌日には落ち込んでしまうのである――はどれも、新約聖書的な信仰経験ではないし、救いでもない。聖霊によるバプテスマは決定的御業である。人生でただ一度しか起きない。あなたが後退しないかぎり、決して繰り返されることはない。聖霊が来臨する時、それはとどまるためである。聖霊の臨在を感じなかったとしても、それはあなたの取り組むべき問題ではない。あなたが取り組むべきことは、聖霊があなたの中に来て、あなたを全く聖めてくださったこと、そして、あなたが光の中を歩いていることを知ることである。これを知るとき、聖霊になすべき事を指図したり、自分の感覚を整えてもらうよう指図すべき理由は何もなくなる。あなたが全く神に明け渡しているかぎり、地にも地獄にもあなたを投げ倒す十分な力はない。可能ならあなたを滅ぼしたいと思っている人々もいるが、不可能である。主が開くとだれも閉じることはできない。聖められた人々はお世辞や批判に対して全く死んでいるのである。


  私が誘惑について述べたことは、全般的にも言える。誘惑に似たものがないかぎり、どうして誘惑されるおそれがあるだろう？多くの時、人々はしばしば深刻な誘惑を受けて苦しむが、それはわれわれが主の苦難の交わりを知るためである。ゲッセマネの園でイエスは恐ろしい誘惑に遭われたのではなかったか？血の大きな汗を流されたのではなかったか？それでも、一瞬たりとも罪を犯されなかったのである。愛する人よ、言いようのない悲しみ、説明できない苦悩、拷問のように思われる誘惑があなたに襲いかかったとしても、聖霊がおられるかぎり、罪はないし、汚れもない。あなたが光の中を歩んで神に従っている間、悪しき者の力は麻痺する。悪しき者があなたの中に入る方法はたった一つしかない。すなわち、あなたの意志の同意である。


  この完全のもう一つの結果は、後のものを忘れ、前のものに向かって体を伸ばさせる地点にわれわれをもたらすことである。ヘブル人への手紙の著者は、「完成を目指して進もうではないか」と述べている。これはつまり、全く聖められることである。ここで彼は、「後のものを忘れ、前のものに向かって体を伸ばしつつ、目標を目指して走り、キリスト・イエスにあって上に召してくださる神の賞与を得ようと努めている」と述べている。自分の経験から離れ去って、将来のことを思おうではないか。毎日開始点に駆け戻るようでは、一体何が成就されるというのか。


  ああ、自分自身の経験や関心を乗り越えて、それを絶対的かつ永遠に神に委ねる男女が必要である。神は預かったものを顧みて、永遠に保ってくださる。つまらないことをしばらく考えて落ち込むたびに、あなたは自分の信仰を弱め、クリスチャンとしてのあなたの影響力を損なうのである。今まさに敵に対しようとしている兵士たちの軍勢があったとして、もしその三分の二が水筒を求めて隊列を崩して後退したら、あなたはどう思うか？われわれが願っているのは、歩調を合わせ続け、肩を組んで立つことである。神に対して、また互いに対して忠実であることである。自分の経験を疑問視しても、また調べ尋ねても、決して何も得られない。あなたは契約を交わして、それを永遠に神に委ねることに同意したのである。


  もし私の時計が壊れたら、私はそれを時計屋に持って行かなければならない。時計屋が時計を造ったのだから、直すこともできる。私が時計を買った時、時計屋は修理請け負いの保証書を私にくれた。時計屋は時計の番号と日付けを控えている。兄弟よ、神はあなたの魂の番号を控えており、あなたの名をそのたなごころに刻んでおられる。あなたの魂の回転歯車を良好に保つとの保証書を与えてくださった。どうしてそれを神に任せないのか？多くの人々が一丸となって――霊的に言って――自分の手で時計をいじって時刻を合わせるのを、私は見かける。毎日時刻を合わせなければならない時計を持ち歩いている人々を私は知っている。いつも手で時刻を合わせているのである。その問題は内部にあった。内部が正常に働くようにするなら、時計は正午に十二時を打つ。神がわれわれに望んでおられるのは、罪人たちがいつでもわれわれを見て時刻がわかるような生き方をすることである。そうするなら、あなたの表情から時刻がわかるようになって、彼らはあなたを見て自分の時計を合わせたくなるだろう。これこそパウロが、「私を見てあなたの時計を合わせなさい。私は正しい時刻を知っています。私がキリストに従っているように私に従ってください」と言ったことである。「私の歯車の一つがなくなってしまったようです」「どこかに問題があって、私を見て時刻を合わせると迷ってしまいます」とは言わず、「これが時刻です。あなたの時計を合わせなさい」と言ったのである。神に栄光あれ！「この鎖は別として、あなたの時計がすべて私の時計のようであることを、私は願っています」。


  完全な心で、われわれは互いのために、また聖霊のために、広い余地を残しておかなければならない。また、自分や他の人々を批判してはならない。微笑みと歌と叫びをもって前進し、過去を忘れなければならない。ある時、私は「あなたは聖められましたか？」と、ある人に尋ねた。「そうですね、リース兄弟、今日のところは勝利です」。まさにこう述べることで、明日は勝利を失うことを予期していることを示唆したのである。


  兄弟よ、聖霊にとどまってもらえ。ひとりの御方として聖霊に語りかけよ。その好意を求めよ。その臨在をあなたがどれほど喜んでいるかを聖霊に告げよ。「いつでもあなたを家の中の最上の椅子にお迎えします。あなたの席は常に上座です」と聖霊に告げよ。聖霊は気ままに出入りされる、と多くの人は思っている。聖書はもっとましなことをわれわれに教えている。聖霊の御旨はとどまることであり、もしわれわれが聖霊にとどまってもらうなら、だれもわれわれから聖霊を追い出せない。私は聖霊に永遠にとどまってもらうつもりである。あなたはどうだろうか？御名に栄光あれ！ハレルヤ！


  



  注記


  



  本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著作権をつけないでください。
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